
2023年
2月

15日
発

行
　

通
巻

398号
   ［発

行
人

］ 田
村

隆
憲

   ［編
集
人

］ 大
山

敦
史

   ［発
行
所

］（
株

）ベ
ネ

ッ
セ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

 学
校

カ
ン

パ
ニ

ー
 VIEW

next編
集

部
   〒

163-0415 東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
 2-1-1 新

宿
三

井
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
　Ⓒ

Benesse Corporation 2023

お 客 様 サ ービ スセンター

C o v e r
S t o r y

株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686　岡山市北区南方3-7-17

フリーダイヤル　0 1 2 0 - 3 5 0 4 5 5 ［受付時間］ 月〜金8：00〜18：00／土8：00〜17：00（祝日、年末・年始を除く）

生徒より

特
集  

ど
う
す
れ
ば
つ
な
が
る
？
　観
点
別
評
価
と
指
導
・
学
習
改
善

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
3
年

月
号

億
年
、
懸
命
に
努
力
し
、
生
き
て
き
た
、

そ
う
し
た
意
味
で
の
生
き
物
の
か
わ
い
ら

し
さ
を
伝
え
た
い
─
そ
れ
が
私
の
授
業
づ
く

り
の
原
点
で
す
。
授
業
で
は
、「
パ
ン
ダ
は
、
お

肉
を
食
べ
た
い
と
思
わ
な
い
の
か
な
ぁ
」「
人
類

は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
到

達
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
い
を
出
し

ま
す
。
生
徒
は
、
そ
の
解
明
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
小

さ
な
問
い
に
、
教
科
書
や
資
料
集
な
ど
を
使
っ

て
取
り
組
み
、
生
徒
同
士
で
考
え
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
大
き
な
問
い
を
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
ペ
ン
ギ
ン
の
骨
格
と
歩
き
方

の
秘
密
」
と
い
う
問
い
を
出
し
、
そ
の
解
明
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
、
ペ
ン
ギ
ン
が
歩
く
仕
か
け
の

模
型
キ
ッ
ト
を
20
組
用
意
し
ま
し
た
。
国
立
極

地
研
究
所
で
見
た
教
材
を
参
考
に
作
成
し
た
そ

の
キ
ッ
ト
を
、
生
徒
が
組
み
立
て
て
動
か
す
と
、

「
こ
う
や
っ
て
歩
く
ん
だ
！
」「
か
わ
い
い
！
」
と

い
っ
た
声
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

上
が
り
ま
し
た
。
ペ
ン
ギ
ン
が

一
見
短
い
足
で
ど
の
よ
う
に

歩
く
の
か
を
、
模
型
の
動
き
を

通
じ
て
自
分
の
目
で
確
か
め

た
こ
と
で
、
寒
い
地
域
に
適
応

し
た
か
わ
い
ら
し
さ
が
伝
わ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
生
徒
は
問
い
を
解
く
過
程

で
、
自
分
の
考
え
や
理
解
し
た

こ
と
に
加
え
て
、
他
者
の
意
見

を
聞
き
、
共
感
や
違
和
感
を
抱

い
た
こ
と
も
伝
え
合
い
ま
す
。

そ
こ
で
磨
か
れ
た
、
読
む
、
書

く
、
描
く
、話
す
、
聞
く
、作
る
、

考
え
る
、
気
づ
く
力
に
よ
っ

て
、
探
究
力
や
表
現
力
を
伸
ば

し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
自
分
で
見
つ
け
、
自

分
の
言
葉
で
理
解
し
た
こ
と
は
、
ず
っ
と
心
に

残
り
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
徒
が
楽
し
く
笑
っ
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
生
き
物
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
た
く

さ
ん
感
じ
ら
れ
る
授
業
を
追
究
し
た
い
で
す
。

2KVOL6

ア
リ
の
生
態
を
人
間
関
係
に
例

え
た
り
、
血
液
凝
固
を
排
水

管
に
置
き
換
え
た
り
と
、
杉
原
先
生

の
解
説
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
学
ん
だ
こ

と
を
誰
か
に
伝
え
た
く
な
り
ま
す
。

課
題
も
心
と
記
憶
に
残
る
も
の
ば

か
り
で
、
１
年
生
の
時
に
二
酸
化
炭

素
と
森
林
伐
採
の
関
係
に
つ
い
て

調
べ
た
こ
と
は
、
３
年
生
の
今
も
す

ら
す
ら
説
明
で
き
ま
す
。
疑
問
点
は

す
ぐ
に
調
べ
る
習
慣
も
つ
き
ま
し

た
。
生
き
物
の
魅
力
を
全
力
で
伝
え

て
く
れ
る
先
生
の
姿
に
、
好
き
に
勝

る
も
の
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
大
学
で
も
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
、
自
分
の
興
味
・
関
心
は
大
切
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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を
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年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、

東
京
大
、
横
浜
国
立
大
な
ど
に
１
２
８
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
１
９
６
人
が
合
格
。
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本当に大切なことに
気づくには？

読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

機
児
童
を
テ
ー
マ
に
、
１
年
次
の

探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
石

川
愛
さ
ん
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
保
育
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
の
中
で
、
包
括
的
性

教
育
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
っ
た
。

　「
包
括
的
性
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
中

心
と
な
り
提
示
し
た
性
教
育
の
国
際
的
な

指
針
で
、
人
間
の
生
殖
の
仕
組
み
だ
け
で

な
く
、性
の
多
様
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

性
暴
力
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
包
括
的
性
教
育
の
こ
と

を
知
っ
た
こ
と
で
、
性
教
育
と
は
、
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、

人
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

学
び
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
大

切
な
こ
と
を
私
た
ち
は
学
ん
で
こ
な
か
っ

た
の
か
と
驚
き
、
包
括
的
性
教
育
の
こ
と

を
み
ん
な
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え

ま
し
た
」

　
中
高
生
向
け
の
性
教
育
に
力
を
入
れ
る

産
科
医
の
講
演
を
聞
く
な
ど
、
包
括
的
性

教
育
に
関
す
る
知
見
を
深
め
た
石
川
さ
ん

は
、
１
年
生
の
11
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
１
）

の
時
間
を
利
用
し
て
１
年
生
と
3
年
生
に

包
括
的
性
教
育
の
授
業
を
行
う
機
会
を
得

た
。
包
括
的
性
教
育
と
は
何
か
、
な
ぜ
日

本
で
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
性

教
育
は
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
イ

待

幸せに生きるための力を育む
包括的性教育の授業を中高生に実施

石川　愛さん（高校３年生） ／伊藤煌
こ う

耀
よ う

さん （高校３年生） ／佐藤　楓
かえで

さん（高校３年生）  

東京都・私立郁
い く

文
ぶ ん

館
か ん

グローバル高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第11回

写真右から、佐藤さん、石川さん、伊藤さん。

編集部からのお知らせ

I N F O R M AT I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.40─47
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

 ウェブオリジナルコンテンツ　続々リリース！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「国語」
と「数学」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応
えして、誌面でお伝えしきれな
かった内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号
P.38と連動

今号
P.48─49と連動

を語れる

生徒を育む進路指導

VIEWnext ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの
「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いい
たします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEを友だち登録いただければ、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に
通知が届き、 の該当記事に、ダイレクトにアクセスできます！

群馬県立桐
きりゅう

生高校
の佐藤真紀子先生
による、文化比較
の視点を取り入れ
た古典の授業。

福井県立美
み

方
かた

高
校の西繁

しげひさ

寿先生
による生徒の問
いを起点にした
数学の授業。

第３弾「教師がイキイキ・ワクワク語る会」
〜わたしたちはどのように生き、どこへ向かいたいのか〜

企画：埼玉県立朝
あ さ

霞
か

高校　浅見和寿

開催日時 2023年３月28日（火）
 13時〜15時

形式	 オンライン（ライブ配信）
※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2023 年３月21日（火）　
参加費　無料
参加申し込み方法

右の2次元コード、または下記URLから登録してください。
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article14028/

これからの学校を担う！
若手教師・教育創造 M

ミーティング

TG 教師メンバー企画 オンライン勉強会のご案内

浅見先生の動画メッセージと
当日の詳細はこちらから！
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メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
と

い
っ
た
内
容
で
構
成
さ
れ
た
授
業
を
受
け

た
生
徒
た
ち
の
性
教
育
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
変
わ
り
、
石
川
さ
ん
と
と
も
に
活
動

を
し
た
い
と
考
え
る
生
徒
も
現
れ
た
。

　
そ
の
１
人
が
、「
ル
ッ
キ
ズ
ム
（
外
見

至
上
主
義
）」
を
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
に

し
て
い
た
佐
藤
楓か

え
でさ
ん
だ
。佐
藤
さ
ん
は
、

探
究
学
習
を
通
し
て
自
分
の
中
に
生
ま
れ

た
モ
ヤ
モ
ヤ
と
向
き
合
う
た
め
、
石
川
さ

ん
と
と
も
に
包
括
的
性
教
育
の
推
進
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
た
。

　「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
へ
の
興
味
か
ら
、

ル
ッ
キ
ズ
ム
に
つ
い
て
探
究
学
習
を
進
め

る
う
ち
に
、
化
粧
品
・
ア
パ
レ
ル
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
過
度
に
美
白
を
称
賛
す

る
宣
伝
な
ど
、
購
入
意
欲
の
促
進
を
目
的

と
し
た
刺
激
を
人
々
に
与
え
る
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
人
を

幸
せ
に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

『
包
括
的
性
教
育
は
、
人
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
必
要
な
学
問
』
と
訴
え
る
石
川

さ
ん
の
話
を
聞
き
、一
緒
に
活
動
す
れ
ば
、

自
分
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
伊
藤
煌こ

う

耀よ
う

さ
ん
は
、
石
川
さ
ん
の
授
業

を
通
し
て
、
性
に
関
す
る
知
識
が
「
知
る

必
要
が
な
い
も
の
」
か
ら
「
知
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
」
へ
と
変
わ
っ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
の
私
は
、
性
に
つ
い
て
の

知
識
、
特
に
女
性
の
身
体
の
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
に
語
り
合
え
な
い
も

の
、
知
る
必
要
が
な
い
も
の
だ
と
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
性
に
関
す
る
授

業
を
堂
々
と
進
め
る
石
川
さ
ん
の
姿
を
目

に
し
、
ま
た
、
性
の
こ
と
に
つ
い
て
み
ん

な
で
話
し
合
う
経
験
を
し
た
こ
と
で
、
性

に
つ
い
て
の
知
識
は
、
人
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

な
の
だ
と
、
考
え
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ほ
か
の
人
に
も
、
包
括

的
性
教
育
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し

よ
う
と
い
う
使
命
感
を
抱
き
ま
し
た
」

じ
思
い
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

包
括
的
性
教
育
を
推
進
す
る
チ
ー

ム
「being

」
を
結
成
。
中
高
生
を
対
象

に
し
た
授
業
（
＊
２
）
を
こ
れ
ま
で
２
年

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
。

　「
包
括
的
性
教
育
の
授
業
で
は
、
男
子

生
徒
に
も
生
理
用
品
に
触
れ
て
も
ら
っ
た

り
、
生
理
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
社
会
的

な
意
義
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
し
た
活
動
に

抵
抗
感
を
示
す
生
徒
も
い
ま
す
。『
こ
う

す
れ
ば
必
ず
う
ま
く
い
く
』
と
い
っ
た
最

善
の
方
法
が
存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
授
業
を
追

究
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
石
川
さ
ん
）

　
活
動
の
幅
は
広
が
り
、
２
０
２
２
年
度

か
ら
は
、
月
経
周
期
の
管
理
と
性
に
関
す

る
様
々
な
情
報
収
集
が
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
「ponoel

」（
＊
３
）
の
開

発
に
も
協
力
。
全
国
の
学
校
で
包
括
的
性

教
育
の
授
業
を
行
う
と
い
う
夢
も
あ
る
。

自
分
を
知
り
、
自
分
の
生
き
方
を
選
択
す

る
力
を
育
む「
幸
せ
に
な
る
た
め
の
学
問
」

を
、
社
会
に
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
、

メ
ン
バ
ー
は
考
え
て
い
る
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

設
立	

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

形
態	

全
日
制
／
国
際
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
90
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
山
形
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
東
京
工
業

大
な
ど
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国

際
基
督
教
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど

に
延
べ
１
０
８
人
が
合
格
。
海
外
大
学
進
学
33
人
。

本校には、社会課題を自分たちで掘
り下げ、問題解決のための具体的な
ソーシャルアクションを起こす生徒
は、「being」のメンバー以外にもい
ます。彼らは、決して特別な経験を
してきた生徒ではありません。普通
の生徒であっても、自分の好きなこ
とや得意なこと、関心のあることが
社会課題と一致した時には、私たち
大人が驚くような活動を始めると、
私は考えています。ただ、そうした
活動を支え続けていくことは、学校
のリソースだけでは不可能ですか
ら、生徒を学校外に送り出し、様々
な大人と結びつけることが重要で
す。「being」のメンバーが現在かか
わっている LINEアカウントの開発
にも、様々な企業の大人たちが参画
しています。「being」のメンバーは、
学校とは異なる場で活動する中で、
自分の新たな強みを発見し、人生の
主人公になる力を獲得すると信じて
います。

ソーシャルアクションが
生徒から生まれる瞬間とは

東京都・私立
郁文館グローバル高校
統括主任

鎌倉好男

同

＊ 1　Newspaper	in	Education	の略。新聞などを教材として活用する教育活動。　＊２　「being」が行った授業の詳細は、ランドリーボックス (https://
laundrybox.jp/magazine/laurier-ponoel/) でも紹介されています。　＊３　月経周期の管理をしながら、身体や心、人間関係のことなど、誰も教えてくれない性
にまつわる情報を知ることができる LINE アカウント。https://www.benesse.co.jp/brand/category/education/20221219_1/
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23

39

28
─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート
テーマ	「総合的な探究の時間」を通じたキャリア・進路観の形成
ウェブセミナー　
「学び続ける生徒の育成に向けて、新課程における教育実践と深化」第６回
# 探究学習とキャリア観　# 社会への興味・関心　# 探究ナビ

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

お勧めの分掌

▲

40

40

44

発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践

国語
群馬県立桐

きりゅう

生高校　佐藤真紀子
# 古文・漢文の読解　# グループワーク　# 文化比較　#ICE ルーブリック　

数学
福井県立美

み

方
かた

高校		西　繁
しげ

寿
ひさ

# 微分積分　# 生徒の問いが起点　#連続性のある授業　#数学への取り組み方

教務担当 担任

お勧めの分掌

▲

48

マイ・ストーリーを語れる生徒を育む進路指導
千葉県・私立日

ひ の で

出学園中学校・高校
２年次		推薦型選抜の準備
# メンター制度　#２年次10月指導開始　# 丁寧な対話　

進路担当 学年団 担任

お勧めの分掌

▲

52

チーム新課程学年主任
３月のポイント
# 新課程学年運営の指導デザイン　#２学年への準備　# 次年度への引き継ぎ

学年団

お勧めの分掌

▲

24

指導変革の軌跡
東京都・私立日本大学第三中学校・高校
探究学習の推進
# 探究学習の準備　# 指導未経験　# 指導計画立案　# チーム・ティーチング　

教務担当管理職 進路担当

お勧めの分掌

▲

32

輝く学年団を訪ねて
長野県小

こ

諸
も ろ

高校		３学年団
# 新しい挑戦　# 初期指導　# 指導サイクルの確立　# スタディーサポート

学年団 担任

お勧めの分掌

▲

36

学校危機管理	基礎講座
テーマ	校則に関するトラブル
# 生徒指導提要改訂　# 校則の見直しのプロセス　# 生徒の参画　

管理職

巻頭	 未来を描く！　創る！	
	 	 イノベーティブな生徒たち
	 	 石川　愛さん（高校３年生）
	 	 伊藤煌

こうよう

耀さん（高校３年生）
	 	 佐藤　楓

かえで

さん（高校３年生）

	 	 東京都・私立郁
いくぶんかん
文館グローバル高校

 38 これからの進路指導のための
	 	 世の中トレンド解説
	 	 トレンド・ワード　
	 	 ウェルビーイング
 56 Reader’s VIEW

お勧めの分掌

▲

50
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走		クローズアップ！	就職指導
広島県・広島市立広島工業高校
資質・能力の視点からの自己理解　１・２年次
# プランニングシート　# セルフマネジメントシート　# 社会と自分をつなげる　

進路担当 学年団 担任

特集3

ど
う
す
れ
ば
つ
な
が
る
？

観
点
別
評
価
と

指
導・
学
習
改
善

C o n t e n t s

高校版

2023 February2

 高校版  2023 February 2

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 2 頁 ＹＫ新
組

01/24
八木

色
校

02/02
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P02_view-next-koukou-2g.indd   2P02_view-next-koukou-2g.indd   2 2023/02/02   9:532023/02/02   9:53



どうすればつながる？

と

高校の新学習指導要領が実施されてまもなく１年。「社会に開かれた教育課程」、「資質・能力の３つの柱」、「主体的・
対話的で深い学び」、「カリキュラム・マネジメント」……。様々な概念や考え方、視点が詰まった新学習指導要領
の下での教育活動は、試行錯誤の連続であったかもしれません。その中で最もご苦労されたのは、「学習評価」だっ
たのではないでしょうか。本誌10月号の発刊時に実施した「次年度誌面に関する読者アンケート」でも、多くの
先生が、「学習評価」を関心のあるテーマの上位に挙げられていました。「学習評価」は、教師の指導改善及び生
徒の学習改善につながるものにしていくことと、そのあり方が示されていますが、今年度、そうしたものとして
「観点別学習状況の評価」などは機能していたでしょうか。残念ながら、「評価のための評価」にとどまってしまっ
たと感じられている先生も少なくないかもしれません。どうすれば指導・学習改善につながる学習評価を実現で
きるのか─その点にフォーカスした本特集を、ぜひ次年度の学習評価の充実につなげていただけますと幸いです。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理

	 	 学校現場における観点別評価の現状と課題
  P. 7	 実践事例 1   千葉県立千葉北高校
	 	 評価基準を教師間でだけでなく、生徒にも共有し、指導と学習の改善を図る
  ● 現代の国語　● 数学Ⅰ・Ａ　● 生物基礎　● 英語コミュニケーションⅠ　

  P. 10	 実践事例 2   静岡県立静岡東高校
	 	 一定期間の変容を見取り、生徒個々の課題をより具体的に把握し、指導改善に生かす
  ● 現代の国語　● 化学基礎　● 数学Ⅱ　

  P. 13	 実践事例 3   広島県立神
かん

辺
なべ

旭
あさひ

高校
	 	 観点別評価の結果を検証し、課題をより明確にして、指導改善を図る
  ● 歴史総合　● 生物基礎　● 英語コミュニケーションⅠ　● 化学　

 P. 16	 座談会   実践校の教師が識者と語る
	 	 観点別評価を指導・学習改善につなげる仕組みの核心とは？
  京都大学大学院教育学研究科　准教授　石井英

てるまさ

真　／　千葉県立千葉北高校　学校改善プロジェクトチーム　和
い ず み

泉雄介
  静岡県立静岡東高校　情報管理課主任　神

かみ

谷
や

隼
とし

基
き

　／　広島県立神
かんなべ

辺旭
あさひ

高校　教育情報部主任　西村　由
ゆう

P. 20	 本特集テーマのnext

  目標と評価を活用して教育を行うスウェーデンの学習評価の特長と課題
  金沢大学　人間社会研究域学校教育系　准教授　本

ほんじょ

所　恵

特集

観点別評価
指導・学習改善
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学
習
評
価
と
は
、
学
校
に
お
け
る
教

育
活
動
に
関
し
て
、
生
徒
の
学
習
状
況

を
評
価
す
る
こ
と
を
指
す
。
各
教
科
の

評
価
は
、
学
習
状
況
を
分
析
的
に
捉
え

る
「
観
点
別
評
価
」
と
、
そ
れ
ら
を
総

括
的
に
捉
え
る
「
評
定
」
の
両
方
に
つ

い
て
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
目
標

に
準
拠
し
て
実
施
さ
れ
、
観
点
別
評
価

や
評
定
に
は
示
し
き
れ
な
い
生
徒
の
よ

い
点
や
可
能
性
、
進
歩
の
状
況
に
つ
い

て
は
、「
個
人
内
評
価
」
と
し
て
実
施

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
そ
の
目
標

及
び
内
容
が
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

で
再
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
各

教
科
に
お
け
る
観
点
別
評
価
の
観
点

が
、「
知
識
・ 

技
能
」 「
思
考
・
判
断
・

表
現
」 「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
の
３
つ
に
整
理
さ
れ
た
。
３
観

点
の
中
で
学
校
現
場
が
最
も
課
題
に
感

じ
て
い
る
の
が
「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
の
評
価
だ
。
改
訂
前
の

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
と
評
価
の
趣

旨
は
同
じ
で
あ
る
が
、
単
に
継
続
的
な

行
動
や
積
極
的
な
発
言
等
を
行
う
な

学校現場における
観点別評価の現状と課題

新学習指導要領が、「何ができるようになるか」という点において、新しい時代に必要となる資質・能力の
育成とともに求めているのが、学習評価の充実だ。具体的には、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」の観点ごとに評価し、生徒の学習状況を分析的に捉える、観点別学習状況の評価（以
下、観点別評価）の実施が求められている。新学習指導要領実施初年度の学習評価の現状と課題を整理する。

課題整理

改
め
て
振
り
返
る

学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

図1 学習評価の基本構造

※文部科学省「新学習指導要領下における学習評価及び指導要録の改善について」（2020年）を基に編集部で作成。

•各教科における評価は、学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）
•したがって、目標準拠評価は、集団内での相対的な位置づけを評価する、いわゆる相対評価とは異なる

学習指導要領に
示す目標や内容

観点別学習状況の
評価の各観点

知識及び技能

知識・技能

評定 個人内評価

思考力、判断力、
表現力等

思考・判断・表現

学びに向かう力、
人間性等

主体的に学習に
取り組む態度

•観点ごとに評価し、生徒の学習
状況を分析的に捉えるもの

•観点ごとにＡ・Ｂ・Ｃの３段階
で評価

•観点別学習状況の評価の結果を総括するもの
•５段階で評価

•観点別学習状況の評価や評定には示しき
れない生徒一人ひとりのよい点や可能
性、進歩の状況について評価するもの

感性、
思いやりなど
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ど
、
性
格
や
行
動
面
の
傾
向
を
評
価
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
知
識
及
び

技
能
を
獲
得
し
た
り
、
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
等
を
身
に
つ
け
た
り
す
る

た
め
に
、自
ら
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、

学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
す

る
な
ど
、
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
な
が

ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
思
的
な
側
面
を
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
学
習
の
調
整

に
対
す
る
態
度
が
、知
識
・
技
能
、思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
生
徒
が

自
ら
の
学
習
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
師
が
学
習
の
進
め
方
を
適

切
に
指
導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、「
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
が
身
に
つ
い
た
か
」
と
い
う
学
習
の

成
果
を
的
確
に
捉
え
、
教
師
が
指
導
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
生
徒
自
身
が

自
ら
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
次
の
学
習

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
、
教
師
の
指
導
改
善
と

生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
に
も
着
目
し

た
い
。
加
え
て
、
慣
行
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
も
、
必
要
性
・
妥
当
性

が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
は
見
直
し
て
い

く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
て
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
学
校
現

場
で
は
、
観
点
別
評
価
は
指
導
・
学
習

改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
機
能
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の

読
者
モ
ニ
タ
ー
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
観
点
別
評
価
が
教
師
の
指

導
改
善
や
生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が

る
評
価
と
し
て
「
機
能
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
教
師
は
お
よ
そ
2
割
に
と
ど

ま
っ
た
（
図
３
）。
観
点
別
評
価
を
実

施
し
て
い
る
も
の
の
、
指
導
・
学
習
改

善
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
「
機
能
し

て
い
な
い
」
と
答
え
た
教
師
は
６
割
に

上
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
観
点
別
評
価
が
指
導
・
学
習

改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
ら
な
い
の

か
。
読
者
モ
ニ
タ
ー
に
そ
の
理
由
を
聞

学
習
評
価
は
指
導
・
学
習
改
善
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
？

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集

図３

図２

観点別評価に関する現場の手応え

学習評価の基本的な考え方

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果より。
アンケートは 2022 年 10 月にウェブとファクスで実施。有効回答数は 100。

Q.観点別評価は、教師の指導改善や生徒の学習
改善につながるものとして機能していますか

※文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の
在り方ハンドブック」（高等学校編）を基に編集部で作成。

教師の指導改善につながるものにしていくこと

生徒の学習改善につながるものにしていくこと

これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・ 
妥当性が認められないものは見直していくこと

生徒はこの点につい
ての理解が十分では
ないようだ。次の授
業では、その点を重
点的に指導しよう！

ここについては、思っ
ていたほど理解ができ
ていなかったから、もっ
と時間をかけて勉強し
た方がよさそうだ。

教師 生徒

しかし、現状は……

なぜ、観点別評価が指導・学習改善に
つながるものとならないのか？

機能していない

63

機能している

22
実質的に
観点別評価を
実施していない

観点別評価を
実施する立場にない 7

8

（％）
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い
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
声
が
上
が
っ
た

（
図
４
）。「
観
点
別
評
価
は
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
土
台
と
な
る
評
価
観
の

転
換
が
進
ん
で
い
な
い
」「
観
点
別
評

価
の
方
法
や
観
点
別
評
価
と
授
業
の
つ

な
げ
方
に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い

る
」「
各
教
師
に
一
任
さ
れ
て
い
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
、
学

校
全
体
の
知
見
と
し
て
蓄
積
し
な
い
」

と
い
っ
た
声
か
ら
は
、
観
点
別
評
価
を

た
だ
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結

果
を
指
導
・
学
習
改
善
に
意
図
的
に
つ

な
げ
る
何
ら
か
の
仕
組
み
を
校
内
に
つ

く
る
こ
と
の
必
要
性
が
う
か
が
え
る
。

　そ
う
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
て
観
点

別
評
価
を
実
践
し
て
き
た
の
が
、
本
誌

4
月
号
、
8
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た

左
記
の
３
校
だ
。
今
号
で
は
、
そ
の
３

校
の
、
観
点
別
評
価
を
指
導
・
学
習
改

善
に
つ
な
げ
る
た
め
の
仕
組
み
を
具
体

的
に
見
て
い
く
と
と
も
に
、
３
校
の
教

師
と
学
習
評
価
に
知
見
の
あ
る
識
者
と

の
語
り
合
い
を
通
じ
て
、
仕
組
み
を
構

築
す
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
と
、
実
践

を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
。

千葉県立千葉北高校
設立　1975（昭和 50）年　形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１・３学年 320 人、２学年 280 人
2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、鳥取大、秋田
県立大、東京都立大、都留文科大に４人が合格。私立大は、学習
院大、國學院大、駒澤大、昭和女子大、成城大、専修大、中央大、
東洋大、日本大、法政大、武蔵大などに延べ 486 人が合格。

静岡県立静岡東高校
設立　1963（昭和 38）年　形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年 280 人
2022 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東京工業大、
一橋大、横浜国立大、静岡大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、
九州大などに130 人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早
稲田大、同志社大、立命館大などに延べ 624 人が合格。

広島県立神
かんなべ

辺旭
あさひ

高校
設立　1980（昭和 55）年　形態　全日制／普通科・体育科／共学
生徒数　１学年 240 人
2022 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、島根大、
山口大、香川大、愛媛大、尾道市立大、福山市立大などに 28 人が
合格。私立大は、明治大、京都産業大、同志社大、龍谷大、関西大、
近畿大、関西学院大などに延べ 274 人が合格。

実践校の紹介

図４ 観点別評価が指導・学習改善につながらない理由（現場の声）

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケー
ト結果より。アンケートは 2022 年 10 月にウェブ
とファクスで実施。有効回答数は 100。

P.7

P.10

P.13

次ページから、実践校３校の、
観点別評価を指導・学習改善につなげるための仕組みを見ていく

評価観の転換が進んでいない 観点別評価について理解を深める機会や場を持てていない

そのほかの声

観点別評価の理解や実施に向け
た意欲に、教師間でばらつきが
ある。評価を、指導改善につな
げるものとして捉えられていな
い人が多い

研修なども行われないまま
観点別評価の実践が各教師
に一任され、個々の教師が
悩んでいる状態

今までの評定と大きなずれがない評定
を求めていて、指導・学習の改善につ
ながっていない。評定を決めた後に、
それと齟齬のない観点別評価の結果を
つけている教師もいる

観点別に指導を考え、授業
を組み立てるための研修や
教材研究の時間が不足し、
観点別評価の意味を深く考
えられていない

「改善のための」評価という意
識が薄く、実践は観点別評価を
行うことにとどまっている

評価の目的やあり方について、
校内で十分な理解がされていな
い。観点別評価を行う以前に、
多様な資質・能力の育成が意図
された授業が行われていない

観点別評価を指導の自己点検につな
げる機会や場を持つことができてい
ない

「主体的に学習に取り組
む態度」をどのように測
るか、まだ試行錯誤して
いる状態

観点別評価を実施することで、高い
評価がつきやすくなった教科・科目
があれば、そうではない教科・科目
もある。その状況に皆モヤモヤして
いるが、それがよいことなのかどう
かを議論する機会を持てていない 
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千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
は
、教
科
・

科
目
ご
と
に
作
成
し
た
シ
ラ
バ
ス
に
、

学
習
評
価
の
方
法
や
材
料
、観
点
別
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
明
記
し
、そ
れ
に
基

づ
い
て
学
習
評
価
を
行
っ
て
い
る
。育

成
を
目
指
す「
７
つ
の
北
高
力
」は
、

そ
れ
ぞ
れ
３
観
点
に
ひ
も
づ
け
て
い
る

た
め
、「
７
つ
の
北
高
力
」を
踏
ま
え
た

授
業
づ
く
り
と
学
習
評
価
、
そ
し
て
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
指
導
改
善
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
学
校
改
善

同校の授業改善の取り組み
本誌８月号・特集 P.７〜12 を
ご覧ください。「現代の国語」

「生物基礎」のシラバスをダ
ウンロードできます。

同校の新教育課程と
その編成に向けた取り組み
本誌４月号・特集 P.８〜11を
ご覧ください。

＊１　「現代の国語」「生物基礎」のシラバスは、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』（https://view-next.benesse.jp/）からダウンロードできます。上記２次元コー
ドから、または「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。
＊２　「徹底力」「課題発見力」「思考力」「実践力」「創造力」「協働力」「自己改善力」の７つ。

• 学習の到達目標や年間学習計画、３観点別のルーブリック
と評価方法を明記したシラバス（＊１）を、各教科で科目
ごとに作成し、教師間でだけでなく、生徒にも共有。

• ルーブリックの評価尺度は、Ａ・Ｂ・Ｃの３段階に設定。
３観点に対応する「７つの北高力」（＊２）をひもづけ、
学習の到達目標と「７つの北高力」がつながるようにする。

• 年度中も評価の方法やルーブリックを見直し、適宜改善。

•「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り
組む態度」の３観点は、１：１：１の比率とする。

• 単元ごとに３観点における達成状況をＡ・Ｂ・Ｃで評価。

• 学期末には、各単元の観点別評価の結果を観点ごとに縦
に並べ、Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１として数値化した上で、
それぞれ平均値を算出し、それらをその学期の観点別評
価の結果とする。同様に、学年末には、各学期の観点別
評価の結果を縦に並べて平均値を算出し、それらを１年間
の観点別評価の結果とする。

• 評定は、学年末のＡ・Ｂ・Ｃの組み合わせによって、以下
の例のように算出。

　５：ＡＡＡ、４：ＡＡＢ、３：ＡＢＢ、ＡＡＣ、ＢＢＢ、ＡＢＣ、
ＢＢＣ、２：ＢＣＣ、１：ＣＣＣ

学習評価の全体の方針

観点別評価を評定に総括する方針

校
長勝田

幸
裕　

か
つ
た
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

進
路
指
導
主
事
、

学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

和
泉
雄
介　

い
ず
み
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。外
国
語
科（
英
語
）。

２
学
年
担
任
、
生
徒
会
指
導
部

常
盤
亜
紀
子　

と
き
わ
・
あ
き
こ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

１
学
年
主
任
、
教
務
部

森
谷
一
雅　

も
り
や
・
か
ず
ま
さ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

１
学
年
担
任
、
生
徒
会
指
導
部

山
口
雄
大　

や
ま
ぐ
ち
・
た
け
ひ
ろ

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。
国
語
科
。

教
務
主
任

鈴
木
淳
和　

す
ず
き
・
と
し
か
ず

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
数
学
科
。

評価基準を教師間でだけでなく、
生徒にも共有し、指導と学習の改善を図る
千葉県立千葉北高校は、「柔構造」の組織体制を基盤に、各教科・科目がシラバスを作成して観点別学習状況の
評価（以下、観点別評価）を実践している。実践の振り返りも学校全体で行うことで、教科を超えて指導の改
善に取り組むとともに、具体的な評価基準を教師と生徒が共有することで、生徒の学習意欲が高まっている。

千葉県立千葉北高校
実践事例

1

◉
指
導
・
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

観
点
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
、

知
識
偏
重
の
授
業
か
ら
脱
却
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
和い

ず
み泉
雄
介
先

生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
３
観
点
で
評
価
す
る
仕
組
み
を
整

え
た
こ
と
で
、
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
を
育
成
す
る
意
識
が
各
教
師
の
中

で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。『
知
識
・
技
能
』

の
習
得
を
重
視
し
が
ち
だ
っ
た
こ
れ
ま

で
の
授
業
を
、
他
の
資
質
・
能
力
の
育

成
も
踏
ま
え
た
内
容
・
構
成
の
授
業
へ

と
見
直
し
、
今
ま
で
以
上
に
、
１
年
間

を
見
通
し
た
指
導
計
画
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
自
体
が
指

導
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」　

　
観
点
別
評
価
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
努

力
の
道
筋
を
立
て
や
す
く
な
っ
た
と
、

国
語
科
担
当
で
１
学
年
担
任
の
山
口

雄た
け
ひ
ろ大

先
生
は
語
る
。

　「『
中
間
考
査
の
知
識
・
技
能
の
点
数

を
５
点
上
げ
た
い
』『
小
テ
ス
ト
で
あ

と
ど
れ
だ
け
得
点
す
れ
ば
、
知
識
・
技

能
は
Ａ
に
な
る
の
か
』
な
ど
と
、
目
標

を
具
体
的
に
挙
げ
て
相
談
に
来
る
生
徒

が
増
え
て
い
ま
す
。
生
徒
と
一
緒
に
解

答
用
紙
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
な
が

ら
、学
習
改
善
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、学
習
評
価
の
あ
り
方
を

年
度
途
中
で
も
見
直
し
、改
善
す
る
方

針
と
し
た
。実
践
す
る
か
ら
こ
そ
見
え

る
課
題
や
改
善
策
が
あ
る
か
ら
だ
。教

務
部
が
主
導
し
、１
学
年
の
１
学
期
の

評
価
に
つ
い
て
、科
目
ご
と
に
各
観
点

の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
割
合
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
組

み
合
わ
せ
の
割
合
、評
定
平
均
、そ
し

て
評
価
方
法
を
一
覧
表
に
し（
図
）、全

教
科
で
共
有
し
た
。教
務
主
任
の
鈴
木

淳と
し
か
ず和

先
生
は
、そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
』
の
Ａ
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
情

報
科
で
は
、提
出
物
の
評
価
で
、シ
ラ

バ
ス
に
示
し
た
評
価
基
準
を
さ
ら
に
具

観点別の出題によって、応用問題を諦めない姿勢に

　１学年の数学科では、定期考査や小テストを、「知識・
技能」と「思考・判断・表現」の観点別に作問し、それ
ぞれの観点の評価材料としている。「主体的に学習に取
り組む態度」については、授業中のノート、ワークシー
ト、課題プリントの記入内容と提出率を基に評価する。
　定期考査や小テストの点数を観点別に出すことで、生
徒の学習の取り組み方が変化した。これまでの定期考査
は、平均点60点を目安に、主として教科書レベルの知
識・理解を評価する問題から構成され、概ね８割以上の
点数が取れれば、評定を「５」としていた。それが、観
点別に問題が出されて評価がつくことで、「思考・判断・
表現」の観点で評価される応用問題で点数が取れなけ
れば、「思考・判断・表現」の評価が「Ｂ」や「Ｃ」と
なり、評定は「５」にはならなくなった。
　「難しい問題が解けなければ高い評価は得られないと
生徒は気づき、以前は最初から諦めていた問題に取り組
むようになりました。その変更によって、定期考査の問
題構成が大学入学共通テストに近づいたことも、生徒の
意欲を高めることにつながりました」（鈴木先生）

数学Ⅰ・Ａ数学科

２学期は評価の機会を増やし、学習意欲の向上につなげる

　１学年の国語科では、教科内で１学期の学習評価の状
況を振り返った際、評価材料が少なく、生徒の資質・能
力を適切に評価できていないのではないかという声が
上がった。そこで２学期は、１枚のワークシートでも大
問ごとに評価するなど、評価の機会を増やすことにした。
そして評価の３観点を明示し、何をどう努力すればよい
のか、生徒がつかみやすくなるようにした。
　「記述式問題を苦手としていた生徒が、『書く力を鍛え
るためにはどうしたらよいか』と相談に来ました。自分
が身につけなければならない力を、自分で考えられるよ
うになってきています」（山口先生）
　その際に、短い文をつないで書く方法や、書き出した
文章を組み替えながら完成させる方法など、様々な方法
を指導したところ、自分に合う方法を模索し、書く力を
磨こうとする生徒の姿が見られたという。
　「生徒の学習意欲をさらに高めるために、単元の開始
時に評価がＡとなる基準を示し、そこに到達するために
はどんな取り組みが必要なのかを具体的に説明して、生
徒の目標設定を支援していきます」（山口先生）

現代の国語国語科

評
定
平
均
３
・
４

知識・
技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度
A 25.7 20.1 51.3
B 73.0 78.3 48.1
C 1.3 1.6 0.6

評定 組み合わせ
5 9.7 AAA（９点） 9.7
4 18.7 AAB（８点） 18.7

3 70.1
ABB,AAC（７点） 29.9
BBB,ABC（６点） 38.3
BBC,ACC（５点） 1.9

図 学習評価の状況の共有表（例）

数値は％で、編集部による仮値。　※学校資料を改変して掲載。

科目ごとに、観点別のＡ・
Ｂ・Ｃ、評定、ＡＢＣの
組み合わせのそれぞれの
割合と、評価材料及び評
価方法、担当教師の振り
返りコメントを一覧表に
し、全科目分を全教師で
共有。各教科・科目の実
践と課題を、担当教科の
指導改善に生かせるよう
にした。
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体
的
に
生
徒
に
伝
え
、主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
の
向
上
に
努
め
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
、他
教
科
の
参
考
に

な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
教
科
を
超
え

た
評
価
に
つ
い
て
の
議
論
は
、学
校
全

体
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
１
学
期
の
学
習
評
価
の
共
有
を
受
け

て
、「
生
物
基
礎
」
で
は
、２
学
期
の
「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
Ａ

の
基
準
を
下
方
修
正
し
た
。「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
Ｂ
が
多

く
、
評
定
の
５
が
最
も
少
な
か
っ
た
か

ら
だ
。
１
学
年
主
任
の
森も

り

谷や

一
雅
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｂ
が
多
い
の
は
、基
準
の
幅
が
広
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
生
徒
の
実
態
を
踏

ま
え
て
基
準
を
見
直
し
、
生
徒
が
適
切

な
目
標
を
持
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　「
生
物
基
礎
」
担
当
で
２
学
年
担
任

の
常と

き
わ盤
亜
紀
子
先
生
は
、「
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
育
成
方
法

を
今
後
改
善
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　「
他
教
科
の
指
導
内
容
か
ら
、
具
体

的
な
目
標
を
事
前
に
示
せ
ば
、
生
徒
は

そ
の
目
標
に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
考

え
る
た
め
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

担
当
の
『
生
物
基
礎
』
で
も
、
観
察
で

気
を
つ
け
る
べ
き
点
や
実
験
に
取
り
組

む
姿
勢
な
ど
、
目
標
を
具
体
的
に
示
そ

う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
２
０
２
２
年
度
よ
り
順
次
、

生
徒
１
人
１
台
端
末
の
環
境
整
備
を
進

め
て
お
り
、
指
導
と
学
習
評
価
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
い
か
に
活
用
す
る
か
も
今
後
検
討

し
て
い
く
。
併
せ
て
、
教
師
か
ら
生
徒

へ
の
評
価
の
結
果
の
伝
え
方
も
見
直
し

た
い
と
、
勝
田
幸
裕
校
長
は
語
る
。

　「
評
価
の
結
果
は
一
人
ひ
と
り
異
な

る
も
の
で
あ
り
、数
値
で
は
な
く
、言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、國
學
院

大
學
の
田
村
学
教
授
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。確
か
に
そ
の
通
り
で
、到
達

し
た
こ
と
や
課
題
を
生
徒
が
理
解
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
学
習
が
改
善
す
る
こ

と
で
初
め
て
、学
習
評
価
は
機
能
し
た

と
言
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、学
習
の

主
体
で
あ
る
生
徒
が
、
も
っ
と
評
価
に

か
か
わ
っ
て
よ
い
は
ず
で
す
。
生
徒
自

身
が
そ
の
必
要
性
を
一
層
感
じ
ら
れ
る

評
価
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

１学期の結果を踏まえて、２学期のテストの評価規準を変更

　「英語コミュニケーションⅠ」では、１学期のパフォー
マンステストの評価が想定以上に高かった。そこで、教
科内で話し合い、２学期は、１学期のテストで多くの生
徒が不十分だったアイコンタクトやジェスチャーの指
導に重点を置くことにし、評価の規準を「Voice」から
「Delivery」に変えた。
　「新たな評価規準を生徒に説明したところ、プレゼン
テーションの練習に意欲的に取り組み、結果、パフォー
マンスの質が全体的に高まりました」（和泉先生）
　単元の開始時には、生徒はその単元での自分の目標
を立てて、「学びの記録」に記入する。目標は、３観点
の評価基準を基にする生徒もいれば、単元の最初に教
師が示す指導の重点を踏まえて決める生徒もいる。生徒
が振り返りを記入したら、教師はそれを回収し、確認の
印をつけて返却する。単元の中盤には、目標の到達状況
を自己評価し、後半の目標を改めて立てる。
　「『学びの記録』の記入内容を見ると、目標を意識して
学習する生徒が増えています。それが、パフォーマンス
テストの結果にも表れていると思います」（和泉先生）

英語コミュニケーションⅠ英語科

クラスの平均点の違いから、自身の指導を見直す

　「生物基礎」では、定期考査、実験レポート、プリント、
授業中の発言、自己評価・相互評価を評価材料とする
ことを、科目内で統一した。
　「『生物基礎』の担当教師３人が共通認識を持つため
に、指導についてよく話し合うようになりました。そ
れ自体が、指導改善の機会になっています」（常盤先生）　
　定期考査は、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観
点別に作問し、生徒にも評価の観点を設問ごとに示した。
観点別に点数を算出し、考査全体の平均点ではなく、「知
識・技能」と「思考・判断・表現」のそれぞれの平均点
を見て、生徒の学習の改善点を分析できている。また、
定期考査を科目内で統一したことで、各クラスの平均点
を基に、よりよい指導を模索するようになった。
　「平均点が高いクラスの担当教師の指導内容を聞い
て、自身の指導を見直すようになりました。例えば、担
当クラスの平均点が高かった常盤先生に授業の工夫を
聞いたところ、免疫の仕組みの学習時に、劇仕立ての教
材を活用していました。そのように、自分にはない発想
やノウハウを学ぶことができています」（森谷先生）　

生物基礎理科

◉
展
望

生
徒
が
学
習
改
善
に
活
用
で
き
る

評
価
結
果
の
伝
え
方
を
模
索

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集
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静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
は
、
各
教
科

で
科
目
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
、

各
単
元
の
学
習
目
標
や
授
業
展
開
、
育

成
を
目
指
す
７
つ
の
資
質
・
能
力
の
中

で
評
価
す
る
も
の
を
共
有
し
、
指
導
の

足
並
み
を
そ
ろ
え
、
評
価
の
結
果
を
指

導
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

　
３
観
点
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

は
各
教
科
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る

が
、１
学
年
の
共
通
事
項
と
し
て
、１

学
期
は
１
学
期
の
、２
学
期
は
１・２
学

期
の
、３
学
期
は
１
〜
３
学
期
の
期
間

の
評
価
材
料
を
用
い
て
評
価
す
る
こ
と

に
し
た
。「
前
の
学
び
か
ら
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
い
る
か
、よ
り
深
い
学
び

に
向
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
捉
え
」 

（
＊
２
）、評
価
の
結
果
を
指
導
・
学
習

改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う
新
学
習
指
導

同校の授業改善の取り組み
本誌８月号・特集 P.13〜18を
ご覧ください。

同校の新教育課程と
その編成に向けた取り組み
本誌４月号・特集P.12〜15を
ご覧ください。

＊１　「課題設定解決力」「論理的思考力」「自己実現力」「自己管理力」「発信力」「自己肯定力」「社会参画力」の７つ。
＊２　文部科学省教育課程企画特別部会論点整理「学習評価の在り方について　3．学習評価の在り方について」。

•科目ごとにシラバスを作成し、各単元の学習目標や授業
展開、育成を目指す７つの資質・能力（＊１）の中で評価
するものを、教科内で共有。

•各教科で、単元ごとに観点別評価を総括する方法を統一。
教務課は以下の３つの方法を例示した。
　①評価材料を観点別に数値化し、その平均点を算出して
各観点のＡ・Ｂ・Ｃをつける。

　②評価材料を観点別に数値化し、その合計点に応じて各
観点のＡ・Ｂ・Ｃをつける。

　③評価材料を観点別にＡ・Ｂ・Ｃで評価した上で、Ａ・Ｂ・
Ｃの数を観点別に集計した結果を基に、最終的なＡ・Ｂ・
Ｃをつける。

•生徒の変容を評価できるようにするため、１学期は１学期
の、２学期は１・２学期の、３学期は１〜３学期の期間の
評価材料を用いて評価する。

•「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り
組む態度」の３観点は、１：１：１の比率とする。

•３観点のＡ・Ｂ・Ｃの組み合わせによって５段階の評定に
総括する。ＡＡＡ、ＡＡＢ＝５、ＢＢＢ＝３、ＣＣＣ＝１といっ
た換算表を作成。

学習評価の全体の方針

観点別評価を評定に総括する方針

校
長鈴木

伸
彦　

す
ず
き
・
の
ぶ
ひ
こ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

教
務
主
任

中
上
明
仁　

な
か
う
え
・
あ
き
ひ
と

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

教
務
課

戸
田
圭
亮　

と
だ
・
け
い
す
け

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。
国
語
科
。

情
報
管
理
課
主
任

神
谷
隼
基　

か
み
や
・
と
し
き

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
数
学
科
。

一定期間の変容を見取り、生徒個々の課題を
より具体的に把握し、指導改善に生かす
静岡県立静岡東高校では、生徒の変容を見取って指導改善や学習改善を行うために、２学期は１・２学期の評
価材料で、３学期は１〜３学期の評価材料で、学習評価をすることにした。観点別学習状況の評価（以下、観
点別評価）の３観点で一定期間の変容を見取ることで、生徒個々の課題を具体的に把握できるようになった。

静岡県立静岡東高校
実践事例

2

◉
指
導
・
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

変
容
を
継
続
的
に
見
取
る
こ
と
で

生
徒
へ
の
声
か
け
が
よ
り
具
体
的
に
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要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
と
、
教
務
主

任
の
中な

か
う
え上
明
仁
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
３
年
次
は
大
学
に
提
出
す
る
調
査

書
を
作
成
す
る
た
め
、
２
学
期
の
評
価

は
１・
２
学
期
分
の
評
価
材
料
を
用
い

て
つ
け
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
考
え
方

で
す
。
先
行
事
例
が
な
く
、
導
入
に
た

め
ら
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
評
価
材
料

の
調
査
の
対
象
期
間
を
長
く
す
れ
ば
、

生
徒
の
変
容
が
把
握
し
や
す
く
な
る
と

考
え
、
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」

　
教
務
課
の
戸
田
圭け

い
す
け亮
先
生
は
、そ
う

し
た
仕
組
み
に
よ
り
、生
徒
へ
の
声
か

け
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
と
語
る
。

　「
１
・
２
学
期
の
評
価
材
料
を
通
し

て
見
る
と
、
文
章
が
う
ま
く
書
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
、
誤
字
・
脱
字
が
ま

だ
多
い
な
ど
の
気
づ
き
が
あ
り
、
そ
う

し
た
点
を
指
摘
し
た
上
で
生
徒
に
助
言

し
て
い
ま
す
」

　「
現
代
の
国
語
」
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ー

ト
と
定
期
考
査
の
評
価
比
率
を
同
等
と

し
た
。１
学
期
の
評
価
で
、ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
評
価
が
低
か
っ
た
生
徒
か
ら
、「
定

期
考
査
の
得
点
が
高
い
の
に
、
評
価
が

低
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
質
問
が
あ
っ
た

が
、
教
師
が
評
価
の
目
的
や
実
施
方
法

を
説
明
す
る
と
、そ
の
生
徒
は
納
得
し
、

定期考査とワークシートを同等に評価。学習姿勢の改善につながる

　「現代の国語」では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」
の３領域を均等に育成することを意識して指導計画を立てた。評価材
料は、ワークシートや定期考査、「話すこと」のパフォーマンス課題と
その際に作成する原稿などとし、いずれも観点別に評価した。
　定期考査は、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点別に作問した（左
図）。ワークシートは、単元の内容に応じて、「知識・技能」「主体的に
学習に取り組む態度」、または「思考・判断・表現」「主体的に学習に
取り組む態度」と、評価の観点を変えた。
　定期考査とワークシートの評価比率は、同等とした。これまでのよ
うに、定期考査の評価比率を高くすると、「読むこと」の評価材料が多
くなるので、３領域でバランスを取るためだ。
　「生徒には、定期考査で高い点数が取れても、ワークシートの評価が
よくなければ、最終的な評価は高くつかないことを説明すると、ワー
クシートにもきちんと取り組むようになり、学習姿勢の改善につながっ
ています」（戸田先生）
　ワークシートは、設問を細かくし、スモールステップで読解を進める
ものにした。単元の最初と最後に同じ問い（下図）を設け、それを並べ
て見ることで、自身の変容の度合いや内容が視覚的に分かるようにし
た。すると、「論理的に文章を組み立てられるようになった」「自分の
考えを的確に表現できるようになってきた」などと、自己の成長を認識
することができている振り返りが、ワークシートに書かれるようになっ
た。生徒のワークシートの振り返りは、指導改善の材料にもしている。　

現代の国語国語科

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集

「知識・技能」と「思考・
判断・表現」の観点別に
作問し、問題用紙や解答
用紙にも、小問ごとに評
価観点を明記。ひと目で
どの観点か分かるように、
「知識・技能」の観点で評
価される小問にはグレー
の網かけをした。

大問ごとに、「知識・技
能」「思考・判断・表現」
の得点を算出して記入。
また、合計点が同じで
も、「知識・技能」が50
点の場合と、「知識・技能」
が25点、「思考・判断・
表現」が 25点で計 50
点の場合とでは、観点
別評価の結果が異なり、
評定も異なる可能性が
あると、生徒に説明し
ている。

■定期考査の解答用紙（抜粋）

〈第二段落〉
①本文中の二つの時間について、表現を抜き出してみる（言い換え・同じ意味になる部分）。

『時間と自由の関係について』　内山節	 思判表：　　　　主体：　　　

★教科書98ページにある「経過する時間」とはどのようなものか、自分の経験にあてはめて説明しましょう。

まとめ
★教科書98ページにある「経過する時間」とはどのようなものか、自分の経験にあて
はめて説明しましょう。

ワークシートを「思考・判断・表現」と
「主体的に学習に取り組む態度」の観点で
評価する場合、シートにもそれらを明記。

ワークシートの最初と最後を同じ問いに
設定。授業を通じて自身の「思考・判断・
表現」にはどのような変容があったのか
学習を振り返り、次の学習につなげられ
るようにした。

■ワークシート（抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。
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２
学
期
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
」
は
、
単
独
で
評
価
せ
ず
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

な
ど
で
「
知
識・技
能
」「
思
考・判
断・

表
現
」
の
い
ず
れ
か
と
連
動
さ
せ
る
形

で
評
価
し
て
い
る
。「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
に
含
ま
れ
る
、
学

習
に
お
け
る
自
己
調
整
力
な
ど
を
見
取

る
た
め
で
、
そ
う
し
た
工
夫
は
教
科
を

超
え
て
共
有
し
、
学
校
全
体
と
し
て
評

価
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
観
点
別
評
価
の
導
入
に
よ
っ
て
課
題

を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
指
導
改
善

や
生
徒
へ
の
助
言
に
お
い
て
役
立
っ
て

い
る
と
い
っ
た
教
師
の
声
も
上
が
っ
て

い
る
。
数
学
科
で
は
、
分
野
ご
と
に
、

知
識
不
足
な
の
か
、
思
考
力
不
足
な
の

か
、
課
題
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
後
の
授
業
の
力
点
を

変
え
て
い
る
。
生
徒
へ
の
助
言
も
よ
り

個
別
化
で
き
て
い
る
と
、
情
報
管
理
課

主
任
の
神か

み

谷や

隼と
し

基き

先
生
は
語
る
。

　「
評
価
を
分
野
ご
と
に
見
る
と
、
ど

の
分
野
も
知
識
が
不
十
分
な
生
徒
、
分

野
に
よ
っ
て
到
達
度
に
む
ら
が
あ
る
生

徒
な
ど
、
個
別
の
課
題
が
具
体
的
に
分

か
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
生
徒

に
か
け
る
言
葉
や
提
示
す
る
問
題
を
考

え
て
い
ま
す
」

　
今
後
は
、
各
単
元
の
指
導
計
画
に
、

観
点
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
記
載
す
る

予
定
だ
。
そ
し
て
、
効
率
的
・
効
果
的

な
評
価
の
あ
り
方
を
模
索
し
続
け
て
い

き
た
い
と
、
鈴
木
伸
彦
校
長
は
語
る
。

　「
中
学
３
年
生
向
け
の
学
校
説
明
会

で
、生
徒
本
位
の
評
価
を
教
科
内
で
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
実
践
し
て
い
る
と
説

明
す
る
と
、参
加
者
は
安
心
し
、学
校
へ

の
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。一
方

で
、評
価
材
料
が
多
く
な
る
と
、
教
師

と
生
徒
の
双
方
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。ま
た
、１
人
の
教
師
が
１
学
年
全

員
を
評
価
す
る
科
目
も
あ
り
ま
す
。数

値
化
し
て
測
定
で
き
る
も
の
を
見
定
め

て
効
率
よ
く
評
価
し
た
り
、
評
価
材
料

を
精
選
し
た
り
と
、
生
徒
に
と
っ
て
も

教
師
に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
評
価
の
あ

り
方
を
、不
断
に
模
索
し
て
い
き
ま
す
」

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

実験の事前課題で、目標と指導と評価を一体化

　理科では、授業を通じて育みたい生徒像を設定し、そ
れを基に、各科目の授業と評価の計画を作成。定期考査
も全クラス共通問題とした。「化学基礎」では、共通の実
験を各学期に１回行い、評価は、定期考査７割、実験レポー
ト２割、週末課題１割と、評価比率を統一。実験では事
前課題とレポートに取り組ませ、定期考査では実験に関
する会話文形式の問題を出した。いずれも３観点で評価
し、その結果を授業展開や発問等の改善に生かしている。
　「事前課題は、実験に関する調べ学習です。以前は教師
が説明していましたが、授業のねらいの１つである『主
体的に実験を行う』ためには、生徒の主体性を引き出す
機会が必要と考え、事前課題を出し、『主体的に学習に取
り組む態度』の評価材料にしました。目標・指導・評価の
一体化を図る授業改善ができたと思います」（中上先生）
　小単元の終了後には、週末課題を「Classi」（＊３）で配
信し、自動採点で到達度を測れるようにした。各学期に
約20回実施し、生徒は学習改善に生かしている。加えて、
小単元の内容を80字でまとめる課題も出し、いずれも
「主体的に学習に取り組む態度」の評価材料としている。

定期考査の結果に対する助言を類型化してフィードバック

　旧課程生である２学年の数学科の定期考査は、「知識・
理解」「数学的な技能」「数学的な見方・考え方」の観点
別に作問。結果は、科目担当者間で分析し、例えば、「知識・
理解」の点数がよくなければ、授業でのその観点の扱い
を厚くするなど、指導改善に生かしている。また、観点
別の点数に応じた助言を、生徒一人ひとりに行っている。
　「助言の内容は、観点別の点数に応じて類型化しまし
た。それにより、生徒個別の課題に対して適切な助言を、
効率よく行っています。生徒からは、『このまま頑張れ
ばよいと分かり安心した』『学習の改善方法が示されて
役に立った』といった声が聞かれています」（神谷先生）
　「数学的な見方・考え方」や「関心・意欲・態度」の
評価材料としては、レポート課題を試みている。課題で
は、文理共通で、大学入学共通テストの類題や日常生活
との関連を意識した問題を出している。必答問題とチャ
レンジ問題に分けて構成することで、数学が苦手な生徒
も取り組めるようにした。今後は、レポートを生徒に返
却し、教師のフィードバックに基づいて修正し、再度提
出させることで、自己調整力を見取る材料にする予定だ。

化学基礎数学Ⅱ 理科数学科

◉
展
望

効
率
的・
効
果
的
な

評
価
方
法
を
、全
校
で
模
索
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広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
は
、
育
成
を

目
指
す
５
つ
の
資
質・能
力
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
指
導
改
善

を
図
っ
て
い
る
。
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し

て
い
る
の
が
、
各
資
質
・
能
力
を
発
揮

し
た
時
の
生
徒
の
姿
を
４
段
階
で
記
述

し
た
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
だ
。
そ

の
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
単
元
の
ね
ら
い
と
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
指
導
計
画
、
観

点
別
の
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
単
元
計
画

を
、
教
科
・
科
目
ご
と
に
作
成
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
授
業
を
行
い
、

授
業
後
、
目
標
の
到
達
度
を
観
点
別
に

検
証
し
て
課
題
を
把
握
し
、
指
導
計
画

を
見
直
し
た
り
、
生
徒
の
助
言
に
生

か
し
た
り
し
て
い
る
。
カ
リ
マ
ネ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
上う

え
む
ら村

同校の授業改善の取り組み
本誌８月号・特集 P.19〜24を
ご覧ください。マスタールーブ
リックも掲載しています。

同校の新教育課程と
その編成に向けた取り組み
本誌４月号・特集 P.16〜19を
ご覧ください。

＊１　「知識・技能」「協働的課題解決力」「思考力・判断力」「表現力」「主体性」の５つ。

主
幹
教
諭

小
野
塚
慎
一
郎　

お
の
づ
か
・
し
ん
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。地
理
歴
史・
公
民
科
。

教
務
主
任

梅
村
嘉
雄　

う
め
む
ら
・
よ
し
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
理
科
。

教
育
情
報
部
主
任

西
村
　
由　

に
し
む
ら
・
ゆ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
。

カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

推
進
リ
ー
ダ
ー
、
１
学
年
担
任

上
村
　
純　

う
え
む
ら
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
。

•育成を目指す５つの資質・能力（＊１）のマスタールーブ
リック（本誌８月号P.19に掲載）を基に、各教科が単元
ごとのルーブリックを作成。５つの資質・能力と観点別評
価の３観点をひもづけ、３観点をどのように評価するか、
評価計画を盛り込んだ単元計画を各教科で立案し、目標・
指導・評価の一体化を図る。

•評価材料は、単元ごとの目標の到達度の検証に用いる。１
学期の結果を踏まえて２学期の単元計画を変更したり、生
徒への助言に活用したりする。

•パフォーマンス課題を積極的に実施し、評価材料とする。

•観点別評価を評定に総括する際には、定期考査や小テス
トなど、その観点の点数及びルーブリックによる評価の点
数を合算する。なお、ルーブリックによる評価では、「ＡＡ」
「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「ＣＣ」の5段階とし、さらに点数化する。
そして、100 点満点に換算した数値に対して、A・B・C
をつける。

•最終的な５段階評価は、「知識・技能」「思考・表現・判断」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点を100点満点換
算したものを、２：２：１（全教科共通）の比率で合計し、
その数値を基に５段階で評定をつける。

学習評価の全体の方針

観点別評価を評定に総括する方針

観点別評価の結果を検証し、
課題をより明確にして、指導改善を図る
研究授業などを通じて全教科で試行錯誤しながら、観点別学習状況の評価（以下、観点別評価）を実践して
いる広島県立神辺旭高校。観点別評価によって、課題をより具体的に把握し、指導計画や問題作成の方針な
どの指導改善を進めている。

広島県立神
か ん

辺
な べ

旭
あさひ

高校
実践事例

3

◉
指
導
・
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

単
元
計
画
に
３
観
点
を
明
記
し
、

観
点
別
に
課
題
を
把
握
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純
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「評
価
結
果
を
観
点
別
に
見
通
し
た

と
こ
ろ
、他
の
観
点
に
比
べ
て
、『
思
考・

判
断
・
表
現
』
が
芳
し
く
な
い
生
徒
が

多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
英
語
科
と
し
て

重
視
す
る
表
現
力
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
、
授
業
を
見
直
し
ま
し
た
。
観
点
別

に
見
取
る
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
」

　ま
た
、
各
教
科
と
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
を
積
極
的
に
実
施
し
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
や
「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
材
料
と

し
て
い
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の

実
施
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
だ

定期考査の振り返りを、生徒が自身の学習を見直す機会に

　１学年の「生物基礎」では、生徒の提出物を「主体的
に学習に取り組む態度」の評価材料としている。以前は、
問題集の中の定期考査の出題範囲に該当する問題を宿
題として課し、提出状況を評価していたが、現在は、授
業プリントの書き込みや授業・単元ごとの振り返り、定
期考査の振り返りと次の目標、その達成状況を記入した
ポートフォリオなどを評価材料としている。授業の振り
返りでは、授業内容をきちんと理解しているか、定期考
査の振り返りでは、振り返りが学習改善につながってい
るかに着目し、その記述を評価。振り返りをしても点数
が伸びなかった場合や、学習に生かせるような振り返り
ができていない場合には、学習方法や学習計画につい
ての助言をポートフォリオに記入することもある。
　「振り返りと学習改善が定期考査の結果につながった
といった成功体験が得られれば、さらに学習方法を工夫
してみようとするなど、学習意欲の向上につながるので
はないかと期待しています。目標は、進路選択にも生き
るような主体性を育むことです。そうした評価のあり方
を、教科の枠を超えて追究していきます」（梅村先生）

生物基礎理科

パフォーマンス課題の作成を通じて、指導力が向上

　体育科１学年の「歴史総合」では、単元末に「思考・
判断・表現」を測るパフォーマンス課題を出し、生徒個々
の達成度を、教師がルーブリックを用いて評価している。
時代背景や地域が異なる複合的なテーマについて、歴史
用語を用いて説明する課題で、生徒は授業中に取り組み、
提出する。学習内容を統合して考える課題を難解と感じ
たのか、最初、生徒はあまり熱心に取り組んでいなかっ
た。そこで教師は、ルーブリックで１つ上の基準の評価
を獲得できる方法などを示し、提出した課題の取り組み
状況に対しても適宜フィードバックするようにした。す
ると、２学期に入って、課題の意図を把握できていると
うかがえる解答が増えた。
　「単元末に行う学習評価では、『思考・判断・表現』の
評価が『Ａ』となる生徒が増えています。そうした生徒
の成長をしっかりと見取り、思考力や判断力を発揮して
取り組む課題を設定できるよう、学習評価を活用した指
導改善に燃えています。生徒の状況を見計らって課題を
出すなど、生徒の次の学習につながる単元計画を、より
丁寧に考えるようになりました」（小野塚先生）

歴史総合地理歴史・公民科

図 指導共有授業シート（３学年・化学）

※学校資料をそのまま掲載。

「本校の育てたい生徒
像」を常に意識できる
よう明記

評価材料と評価基準
を、箇条書きで明記

３観点それぞれの指導
上の留意点を明記

「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学
習に取り組む態度」の
３観点のうち、力を入
れて指導する観点に☆
をつける

「指導共有授業シート」
は、公開研究授業で配
布するもので、教師間
で指導計画を共有する
資料の１つだ。2021
年度の書式から、３観
点でどのように指導
し、評価するのかを明
記する形に改善した。
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け
で
な
く
、
課
題
の
作
成
を
通
じ
た
教

師
の
指
導
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
化
学
担
当
の
教
育
情
報
部
主
任

の
西
村
由ゆ

う

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
ア
フ
タ
ー
課
題
』
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
生
徒
を
見
て
、
生
徒
に
課
題
を

選
ぶ
理
由
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
学

習
意
欲
が
高
ま
る
と
い
う
仕
か
け
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
関
心

や
ニ
ー
ズ
も
把
握
で
き
る
の
で
、
新
し

い
課
題
を
考
え
た
り
、
問
い
の
難
易
度

を
検
討
し
た
り
す
る
際
の
情
報
源
に
も

な
り
、指
導
改
善
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　
全
校
を
挙
げ
て
観
点
別
評
価
に
取
り

組
む
同
校
は
、
２
０
２
２
年
12
月
、「
新

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
評
価
の
場
面

の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開
研
究

授
業
を
行
い
、
各
教
科
の
実
践
を
共
有

し
た
（
図
）。
当
日
は
、
３
学
年
「
国

語
基
礎
演
習
」「
化
学
」、
２
学
年
「
ス

ポ
ー
ツ
Ⅱ
」、
１
学
年
「
数
学
Ａ
」「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
授
業

を
公
開
。
事
後
研
究
で
は
、
評
価
方
法

の
工
夫
を
共
有
し
な
が
ら
、
評
価
の
結

果
を
ど
う
指
導
改
善
・
学
習
改
善
に
生

か
す
の
か
を
議
論
し
た
。
教
務
主
任
の

梅
村
嘉よ

し

雄お

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て

い
る
評
価
観
が
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い

た
め
、
教
師
の
関
心
は
評
価
方
法
に
向

き
が
ち
で
す
。
現
在
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
す
る
段
階
で
す
が
、
目
標
と
評

価
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
指
導
を
検

証
し
、
改
善
す
る
『
指
導
と
評
価
の
一

体
化
』
の
趣
旨
を
外
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
公
開
研
究
授
業
は
、
そ
の
趣
旨
を

確
認
し
な
が
ら
、
学
年
や
教
科
を
超
え

て
実
践
を
共
有
す
る
場
と
し
、
普
段
か

ら
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
行
い
ま
し
た
」

　
主
幹
教
諭
の
小
野
塚
慎
一
郎
先
生

は
、教
科
学
習
で
培
っ
た
思
考
力
や
判

断
力
等
を
、
ほ
か
の
教
育
活
動
で
も
活

用
で
き
る
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
に
高

め
た
い
と
語
る
。

　「
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用

し
て
、
各
教
科
が
様
々
な
面
か
ら
生
徒

を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、
目
標
に
準
拠

し
た
授
業
が
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す

る
こ
と
が
、
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の

育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊２　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活
動」、そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

生徒が取り組みたくなる課題のテーマと出し方を工夫

　３学年の「化学」では、新学習指導要領の趣旨を踏ま
えて、「主体的に学習に取り組む態度」を評価し、生徒
の学習改善を図っている。その方法は、授業で取り組
んだパフォーマンス課題等に関連する複数の「アフター
課題」を、家庭学習の課題として提示するというもの。
例えば、潜水病について知識構成型ジグソー法＊２で学
んだ授業では、「エキスパート課題をよく理解できな
かったから、気体の溶解度を復習する」「看護・医療系
を目指しているから、潜水病への対処法を調べてまと
める」など、生徒は、自身の理解度や興味・関心、希
望進路に合わせて課題を選んで取り組み、提出した。
　「問題演習を一律に宿題とすると、解答を写して提出
する生徒が多くいました。そこで、自分が学びたいこと、
学習すべきことを考えて選んで課題に取り組み、それが
評価される機会があれば、意欲的に自学できるのではな
いかと考え、『アフター課題』を取り入れました。すると、
提出率も記述内容も期待以上で、『主体的に学習に取り
組む態度』を育成し、学習改善につながる取り組みとし
て、手応えを感じています」（西村先生）

化学理科

生徒の変容を可視化するための仕組みを模索

　英語科では、定期考査などで、設問ごとに３観点を
示し、生徒に３観点を意識させるとともに、その解答状
況を学習評価の材料としている。22年度の１学年では、
１学期末に各観点の評価結果を確認したところ、「思考・
判断・表現」は他の観点よりもＡがつく生徒が少なかっ
た。知識の暗記は得意だが、アウトプットが苦手な生徒
が多いことが浮き彫りになった。そこで、２学期の指導
計画を見直し、「英語コミュニケーションⅠ」で「思考・
判断・表現」につながる、書く活動を強化した。
　単元の最初と最後に、同一のルーブリックによる生徒
の自己評価を実施。その結果から生徒が苦手とする箇所
を把握し、指導改善の材料としている。また、生徒が単
元を通してできたことと課題を把握できるよう、振り返
りの自由記述欄を設けたところ、多くの生徒が、今後の
学習で気をつけるべき点を書いた。ただ、「文法の大事さ
を痛感した」といった記述にとどまる生徒も一定数いた。
　「成長しているか、より深い学びになっているかを記
述から読み取ることは難しく、生徒に自身の変容をどう
言語化させるか、試行錯誤を続けていきます」（上村先生）

英語コミュニケーションⅠ英語科

◉
展
望

教
科
や
学
年
を
超
え
、

学
習
評
価
の
知
見
を
語
り
合
う

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集
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和
泉
　
私
が
担
当
す
る
英
語
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
評
価
は
、「
大
体
話
せ
て
い
る

な
」
と
い
っ
た
感
覚
的
な
も
の
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
観
点
別
評
価
を
実

施
し
、
声
量
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
、

評
価
の
観
点
を
生
徒
に
明
確
に
示
す
こ

と
で
、
教
師
の
評
価
の
軸
が
定
ま
り
、

生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
具
体
的

に
な
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
評
価
の
観

点
を
踏
ま
え
た
準
備
を
意
欲
的
に
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
井
　
何
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
測
る
の
か
を
示
す
評
価
計
画
、
学

習
の
到
達
度
を
示
す
評
価
基
準
を
生
徒

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
何
を
、
ど
の
よ

う
に
頑
張
れ
ば
学
習
改
善
に
つ
な
が
る

の
か
が
、
生
徒
は
理
解
で
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
み

石
井
先
生
と
振
り
返
る
３
校
の
実
践
上
の
ポ
イ
ン
ト

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　准
教
授

石
井
英
真　
　

い
し
い
・
て
る
ま
さ

専
門
は
教
育
方
法
学
。
学
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
構
造
化
・
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
授
業
、
評
価
、
教
師
教
育
に
つ
い
て
総
合
的

に
研
究
。
主
な
著
書
に
、『
授
業
づ
く
り
の
深
め
方

　「よ
い

授
業
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
5
つ
の
ツ
ボ
』（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）、『
中
学
校
・
高
等
学
校

　授
業
が
変
わ
る
学
習

評
価
深
化
論

　観
点
別
評
価
で
学
力
を
伸
ば
す
「
学
び
の
舞

台
づ
く
り
」』（
図
書
文
化
）
な
ど
。

広島県立神
かんなべ
辺旭

あさひ
高校

西村 由
ゆ う

プロフィールは P.13

京都大学大学院
教育学研究科　准教授

石井英
て る

真
ま さ

静岡県立静岡東高校

神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

プロフィールは P.10

千葉県立千葉北高校

和
い ず み

泉雄介
プロフィールは P.7

観点別評価を指導・学習改善に
つなげる仕組みの核心とは？

観点別学習状況の評価（以下、観点別評価）を指導・学習改善につなげるための仕組みを構築し、観点別評
価を実践してきた３校の教師と学習評価に知見のある識者が、仕組みを構築する上で留意すべき点と、実践
を通じて見えてきた課題について語り合った。

実践校の教師が識者と語る
座談会

P.7参照

千
葉
北
高
校
の

観
点
別
評
価
の
実
践

各
教
科
が
作
成
す
る
科
目
ご
と
の

シ
ラ
バ
ス
に
、
評
価
の
方
法
や
材

料
、
３
観
点
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

明
記
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
学
習

評
価
を
実
施
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
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西
村
　
観
点
別
評
価
が
充
実
し
た
こ
と

で
、
生
徒
の
定
期
考
査
の
結
果
の
分
析

を
通
し
て
、「
長
文
読
解
で
求
め
ら
れ

る
思
考
力
が
十
分
で
は
な
い
」な
ど
と
、

生
徒
の
弱
点
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
次
の
単
元
の

指
導
計
画
を
変
え
た
り
、
生
徒
に
個
別

に
声
か
け
を
し
た
り
し
た
と
こ
ろ
、
定

期
考
査
の
成
績
が
早
く
も
向
上
す
る
な

ど
、
生
徒
も
教
師
も
手
応
え
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

石
井
　
観
点
別
評
価
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
基
に
、

教
師
が
新
た
な
教
育
目
標
を
設
定
し
て

迅
速
に
指
導
を
改
善
し
、
生
徒
に
学
び

の
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。
評
価
と

い
う
と
、
評
定
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

数
値
化
が
目
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
本
来
の
評
価
の
目
的
は
、
生

徒
の
学
び
の
状
態
を
知
る
、
生
徒
理
解

そ
の
も
の
な
の
で
す
。

題
を
採
点
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
ま
と
め
、

そ
れ
ら
を
今
後
の
参
考
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
生
徒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

石
井
　
採
点
レ
ビ
ュ
ー
は
と
て
も
よ
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
観
点
別
に

作
成
し
た
問
題
の
生
徒
の
解
答
を
丁

寧
に
見
る
中
で
、
学
習
上
の
つ
ま
ず
き

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
分
か
る
よ
う

に
な
る
か
ら
こ
そ
、
教
師
は
そ
れ
を
生

徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
、
生
徒
は
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

学
習
改
善
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
教
師
間
で
生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
共

有
す
れ
ば
、
授
業
改
善
に
生
か
せ
ま
す

し
、
さ
ら
に
次
年
度
の
担
当
教
師
に
も

引
き
継
げ
ば
、
学
校
全
体
の
中
長
期
的

な
授
業
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

や
す
く
な
り
ま
す
。
英
語
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
で
示
し
た
声
量
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
基
準
は
、

生
徒
に
と
っ
て
は
「
こ
の
点
を
気
を
つ

け
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
学
習
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
教
師
に

と
っ
て
は
教
育
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

神
谷
　
私
が
担
当
す
る
２
年
生
の
数
学

で
は
、
定
期
考
査
の
問
題
を
観
点
別
に

作
成
す
る
と
と
も
に
、
各
観
点
の
評

価
結
果
に
応
じ
て
４
パ
タ
ー
ン
の
学
習

ア
ド
バ
イ
ス
を
準
備
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
伝
え
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
定
期
考
査
を
実
施
し
て

明
ら
か
に
な
っ
た
生
徒
の
学
習
上
の
課

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集

３校の実践から見えてきた

観点別評価を
指導・学習改善に
つなげるポイント

1. 育成を目指す資質・能力が生徒に
どれだけ育めているかを、観点別
評価を通じて的確に捉えるととも
に、「主体的・対話的で深い学び」
の視点からの授業改善を図る「指
導と評価の一体化」についての共
通認識が、校内で得られている。

2. 何を、いつ、どのような方法で測
るのかを示す評価計画が、シラバ
スやルーブリックなどを通じて生
徒、教師に共有されている。

3. 観点別評価で明らかになった成長
や学習上の課題を、生徒にフィー
ドバックしている。

4. 観点別評価の結果を、目標と照ら
し合わせて、教師が検証する機会
や場がある。

P.7〜15で紹介した３校の実践から、
観点別評価を教師の指導改善と生徒
の学習改善につなげる仕組みを構築
する上で欠かせないポイントを整理
すると、次の４点となる。

P.10参照

静
岡
東
高
校
の

観
点
別
評
価
の
実
践

教
科
・
科
目
ご
と
に
シ
ラ
バ
ス
を

作
成
し
、
そ
れ
に
各
単
元
の
学
習

目
標
や
授
業
展
開
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
明
示
。
定
期
考

査
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
判

明
し
た
学
習
上
の
課
題
を
、
生
徒

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

P.13 参照

神
辺
旭
高
校
の

観
点
別
評
価
の
実
践

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
の
育
成

に
つ
い
て
、
単
元
ご
と
に
指
導
と

評
価
の
計
画
を
立
案
。
観
点
別
評

価
で
把
握
し
た
生
徒
の
学
習
上
の

課
題
を
踏
ま
え
て
、
次
学
期
の
指

導
・
評
価
の
計
画
を
臨
機
応
変
に

改
善
し
て
い
る
。

次ページでは、　
指導・学習改善につながる
観点別評価の実践上の課題
について、石井先生と考えます

 高校版  2023 February17

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 16 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

02/06
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 17 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

02/06
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P16-19_view-next-koukou-2g.indd   17P16-19_view-next-koukou-2g.indd   17 2023/02/06   18:392023/02/06   18:39



　「知
識
・
技
能
」
の
１
つ
を
取
っ
て

も
、そ
の
記
憶
な
の
か
、理
解
な
の
か
、

教
師
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
り
ま

す
。
空
所
補
充
問
題
で
知
識
・
技
能

を
測
り
、
記
述
式
問
題
で
思
考
力
を

測
る
と
い
っ
た
単
純
な
分
類
を
し
た

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
、
診
断
力
が
高

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　定
期
考
査
な
ど
で
の
診
断
力
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
学
力
を
「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の

３
観
点
だ
け
で
な
く
、「
知
っ
て
い
る
・

で
き
る
（
知
識
の
獲
得
と
定
着
）」「
分

か
る
（
知
識
の
意
味
理
解
と
洗
練
）」

「
使
え
る
（
知
識
の
有
意
味
な
使
用
と

創
造
）」
の
３
つ
の
階
層
で
捉
え
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
分
か
る
」

ま
で
を
目
標
と
す
る
の
か
、「
使
え
る
」

ま
で
を
目
指
す
の
か
、
そ
れ
ら
を
評 

価
す
る
た
め
に
適
切
な
方
法
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
ま
す

（
図
）。
例
え
ば
、
ひ
と
く
ち
に
数
学

の
学
力
と
い
っ
て
も
、
計
算
の
仕
組

み
を
知
っ
て
い
て
、
正
確
に
計
算
を

実
行
で
き
る
力
や
計
算
の
概
念
を
理

学
力
を
３
つ
の
階
層
で

捉
え
直
し
、作
問
す
る

定
期
考
査  

で
の
評
価
の

精
度
を
上
げ
る
た
め
に

Q 定期考査は変わったが、
授業が変わらないQ 平常点で救われていた

生徒への対応は？

A 資質・能力ベースで目標を定め、
「目標と指導と評価の一体化」をA 学びのプロセスの評価を

充実させる

観点別評価に対する関心が、「どのような試験問題を
作成すれば評価することができるのか」といった、本
質ではない部分に移ってしまい、学習評価を授業改善
につなげるための議論ができないこともありました。
観点別評価の実践をより本質的なものにするために
必要なアクションを教えてください。

これまで、課題の提出率や授業中の態度を評価する、
いわゆる平常点で、ペーパーテストの点数が低い生徒
を救済していた面がありました。しかし、パフォーマ
ンス課題の成果物で「主体的に学習に取り組む態度」
を評価するようになると、特に学力下位層の生徒の
評価は低くなってしまいます。どうすればよいでしょ
うか。

石井　観点別評価の導入によって定期考査の形式は
変わったけれど、授業はこれまでとほとんど変わらな
いといった先生も少なくないようです。そもそも、生
徒に思考力や判断力などを育むためには、定期考査で
論述問題を増やせばよいのかというと、そうではあり
ません。重要なのは、論述問題であるかどうかではな
く、思考力や判断力を評価することができる問題であ
るかどうかです。そして、思考力や判断力を育むには、
日々の授業の改善が何よりも不可欠です。授業の中
に、そうした資質・能力を発揮しなければ取り組めな
いタスクを埋め込むことが重要になります。
　先生方が「このような力を持った生徒を育てたい」
と、出口の生徒の姿から資質・能力ベースで目標を定
めると、授業における生徒への働きかけはおのずと変
わっていきますし、評価の場面でもそれが達せられた
かどうかを見たくなるはずです。大切なのは、先生方
の「目標と指導と評価の一体化」だと思います。

石井　パフォーマンス課題では、生徒の成果物だけで
なく、生徒の学習意欲を評価の観点としたいという気
持ちは、私もよく分かります。ただ、表面的な頑張り
以上に、学びのプロセスにおける試行錯誤や工夫を評
価していくことが大切です。生徒自身に、ここは頑
張った、ここにこだわったといったことを自己申告
させることで、パフォーマンス課題にどう「主体的に」
取り組んだのかが分かりますし、提出物を期日通りに
出したかどうかだけでなく、学びのプロセスにおける
苦労を語らせることで、思考力や判断力と一体化した
形での粘り強さも見えてきます。
　パフォーマンス課題を評価する際には、真面目に取
り組んだかという態度や、よい成果物を出せたかとい
う結果だけに目を向けるのではなく、学びのプロセス
においてどのような資質・能力を発揮したかを見取る
ようにするとよいでしょう。

３校における観点別評価の実践上の課題を　石井先生　　　　と考える
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解
す
る
力
、
現
実
の
場
面
で
粘
り
強

く
考
え
た
り
、
学
び
合
っ
た
り
し
て
、

問
題
を
解
決
す
る
力
と
、
様
々
で
す
。

ド
リ
ル
学
習
が
知
識
・
技
能
を
育
み
、

活
用
型
の
学
習
が
思
考
力
を
育
む
と

い
っ
た
単
純
な
話
で
は
な
い
の
で
す
。

　３
つ
の
観
点
に
「
知
っ
て
い
る
・

で
き
る
」「
分
か
る
」「
使
え
る
」
を

重
ね
て
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
学
力

を
育
も
う
と
し
て
い
る
の
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
評
価
の
精
度
の
高
い
問

題
の
作
成
や
、
課
題
の
設
定
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

目指す学力・学習の質の明確化※

知識の有意味な
使用と創造（使える）

評価方法の選択

知識の意味理解と洗練
（分かる）

知識の獲得と定着
（知っている・
できる）

狭義のパフォーマンス評価
例）情報過多の複雑な文章題、小論文、レポー
ト、作品制作・発表など

知識表象や思考プロセスの表現に基づく評価
例）描画法、概念地図法、感情曲線、簡単な
論述問題や文章題など

客観テスト
例）多肢選択問題、空所補充、組み合わせ
問題、単純な実技テストなど

※石井英真『中学校・高等学校　授業が変わる学習評価深化論　観点別評価で学力を伸ばす「学びの舞台づくり」』（図書文化）より。

図

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集

Q 振り返りなど、
評価材料が多すぎるQ 評定に総括したところ、

「４」の生徒ばかりに

A 何のための評価材料かを
考える

A「４」がついた生徒数ではなく、
「４」の基準に着目を

「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」
の観点を評価するための材料として、振り返りを始め
とする、様々なワークシートに取り組ませています。
しかし、評価材料が多くなりすぎて、十分に活用でき
ていないといった声も上がっています。生徒に書かせ
すぎなのではないかとも思います。授業改善の材料と
して大切にしたい気持ちもあるのですが……。

観点別評価を実施したところ、ある教科でほとんどの
生徒の評価がＢ以上になり、評定に総括すると、多く
の生徒に「４」がついてしまいました。これまでの評
価と比べると、しっくりこないのですが、どのように
考えればよいでしょうか。

石井　総括的評価は全数調査が必要ですし、根拠とな
る証拠も必要です。しかし、教育目標を達成するた
めに指導がうまくいっているかを途中で確認するた
めの形成的評価は、全数調査を行う必要がありません
し、机間巡視などを通して「この生徒が理解できたの
なら、次の内容に進んでも大丈夫」といった先生方の
プロとしての観察があれば十分に成立するものです。
総括的評価と形成的評価を混同していることが、先生
方が多忙感を覚える背景にあります。今行っているの
は、形成的評価なのか、総括的評価なのかを整理して
いくことが、先生方の負担の軽減にもつながります。
　後で評価する際に役立つかもしれないという理由
で振り返りを始め、いろいろな材料を集めるのではな
く、教育目標の達成度を確認するために必要な材料を
重点的に収集するようにすれば、生徒や教師は評価疲
れから解放されるでしょう。

石井　観点別評価がＢに集中したり、評定が「４」の
生徒が多くなったりすることに違和感を持つかどう
かは、評定を点数的に考えているのか、資格試験的に
レベルとして考えているのかによります。現在の学習
評価は、相対評価ではなく、目標に準拠した評価です
から、一定の基準に達した生徒は「３」になり、また
それ以上の一定の基準に達した生徒は「４」になりま
す。学校として「４」の基準が適切に設定されている
のであれば、「4」がつく生徒が多くなること自体は、
全く問題はありません。
　「『４』がつく生徒が増えたけれど、これでいいのだ
ろうか？」と違和感を抱くのは、教師も、そして生徒も、
目標に準拠した評価への転換の途上にあるからかも
しれません。相対評価から目標に準拠した評価への転
換は、単なる仕組みの変更ではなく、私たちの心の中
にある評価の物差しを変えることですから、少し時間
はかかると思います。

３校における観点別評価の実践上の課題を　石井先生　　　　と考える
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ま
ず
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
進
学
制
度

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。同
国
で
は
、

義
務
教
育
で
あ
る
基
礎
学
校（
10
年
間
。

＊
１
）
を
修
了
後
、
ほ
ぼ
全
員
が
高
校

（
３
年
間
）
に
進
学
し
ま
す
。
基
本
的

に
入
学
試
験
は
な
く
、
大
半
の
生
徒
が

希
望
す
る
学
校
・
学
科
に
入
学
し
ま
す

（
図
１
）。
高
校
卒
業
後
の
希
望
進
路
が

大
学
進
学
・
就
職
の
い
ず
れ
で
も
、
学

び
た
い
学
問
や
将
来
の
職
業
を
見
据

え
、
学
科
を
重
視
し
て
選
択
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
高
校
の
学
科
は
、
大
学

の
専
門
分
野
や
社
会
の
産
業
を
反
映
し

て
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
２
）。

年
代
に
学
校
教
育
改
革
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
以
前
は
、
教
育
の
内
容
や
方
法
が

具
体
的
か
つ
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
制
度
で
は
、
各
教
科

の
教
育
目
標
と
評
価
規
準
を
定
め
て
、

詳
細
は
教
師
の
裁
量
と
し
た
の
で
す
。

　
２
０
０
０
年
代
に
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
＊

３
）
の
影
響
も
あ
っ
て
学
習
評
価
に
関

す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ス
ト
の
教
科
や
学
年
が

増
加
し
、
学
校
教
育
庁
が
定
め
る
全
国

共
通
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
は
、
教
科
ご
と
に
教
育
目
標
に
対
応

す
る
評
価
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
師
と
生
徒
が
各
教
科
の
目
標
と
評
価

基
準
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
教
育
目
標

の
達
成
に
向
け
た
指
導
・
学
習
改
善
が

行
い
や
す
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
22
年
に
行
わ
れ
た
基
礎
学
校
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
で

は
、
各
教
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
示
さ
れ
、よ
り
資
質・能
力
ベ
ー

ス
の
教
育
に
な
り
ま
し
た
。
示
さ
れ
た

資
質
・
能
力
は
、
日
本
の
も
の
と
比
較

す
る
と
、
他
者
が
い
る
現
実
的
な
状
況

の
中
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
用
い
る

か
と
い
う
視
点
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
学
進
学
の
際
に
も
入
学
試
験
は
な

く
、
多
く
の
生
徒
が
希
望
の
大
学
・
学

科
に
入
学
し
ま
す
。
志
願
者
が
多
い
大

学
・
学
科
で
は
入
学
者
選
抜
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
合
否
の
材
料
は
高
校
で
の
成

績
で
す
。
高
校・大
学
と
も
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
の
学
校
の
成
績
に

よ
っ
て
選
抜
さ
れ
る
点
が
、
１
回
の
入

学
試
験
で
合
否
が
左
右
さ
れ
る
日
本
の

制
度
と
の
大
き
な
違
い
と
言
え
ま
す
。

　
次
に
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
基
礎
学
校

や
高
校
に
お
け
る
学
習
評
価
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。同
国
で
は
、１
９
９
０

＊１　2018 年に就学前クラス（０年生）が義務化され、10 年間となった。　＊２　高校の学科には、卒業後に大学進学を目指す学科として、自然科学、社会科学、人文、
経済、芸術、技術の６学科が、各職業分野の基礎を学ぶ学科として、建設・設備、輸送機器・運輸、手工芸、自然資源活用、ホテル・観光、福祉・介護などの 12
学科がある。同国では、生涯学習の機会が保障されているため、高校進学時の選択の結果によって、その後の人生が決まってしまうわけではなく、後に専門分野を
変更したり、転職したりすることが可能な社会システムが構築されている。　＊３　経済協力開発機構（OECD）が行う生徒の学習到達度調査。

金
沢
大
学

　人
間
社
会
研
究
域
学
校
教
育
系

准
教
授

本
所
恵　
　

ほ
ん
じ
ょ
・
め
ぐ
み

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了（
教

育
学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

２
０
１
２
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
教
育
方
法
学
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
論
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ
ラ
大
学

教
育
学
部
客
員
研
究
員
な
ど
を
歴
任
。「
北
欧
教
育
研

究
会
」
に
参
加
。
著
書
に
、『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け

る
高
校
の
教
育
課
程
改
革
―
専
門
性
に
結
び
付
い
た

共
通
性
の
模
索
』 （
新
評
論
）、『
北
欧
の
教
育
最
前
線

―
市
民
社
会
を
つ
く
る
子
育
て
と
学
び
』（
共
著
、
明

石
書
店
）
な
ど
。

本特集
テーマの
next

試
験
は
な
く
、学
校
の
成
績
で

上
級
学
校
へ
の
合
否
が
決
ま
る

整
備
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
、

指
導
・
学
習
評
価
を
創
意
工
夫

目
標
と
評
価
を
活
用
し
て
教
育
を
行
う

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
習
評
価
の
特
長
と
課
題

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
全
国
共
通
の
目
標
と
評
価
基
準
を
設
定
し
て
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
教
育
を
推
進
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
。
高
校
や
大
学
の
入
学
者
選
抜
で
は
、
主
に
中
学
校
や
高
校
で
の
成
績
を
基
に
選
抜
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
国
は
、

国
内
す
べ
て
の
学
校
が
同
じ
評
価
基
準
で
成
績
を
つ
け
る
仕
組
み
を
整
え
、
公
平
性
や
信
頼
性
の
担
保
を
図
っ
て
い
る
。
同
国

の
教
育
に
つ
い
て
研
究
す
る
金
沢
大
学
の
本ほ

ん
じ
ょ所

恵
准
教
授
に
、
同
国
の
学
習
評
価
の
特
長
と
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。
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範
囲
が
広
い
こ
と
で
、
教
師
が
指
導
や

学
習
評
価
の
あ
り
方
を
自
分
た
ち
で
考

え
、
話
し
合
い
、
改
善
し
て
い
く
土
壌

が
で
き
て
い
る
の
で
す
。

　
高
校
で
は
、科
目
に
よ
っ
て
履
修
期

間
が
異
な
る
た
め
、
履
修
科
目
の
修
了

時
に
総
括
的
評
価
が
行
わ
れ
、
教
員
免

許
を
持
っ
た
教
師
の
責
任
の
下
で
成
績

が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
進
学
の
際
に
は
、

前
段
階
の
学
校
の
成
績
が
選
抜
の
材
料

と
な
る
た
め
、
成
績
証
明
書
や
卒
業
証

書
に
は
公
的
文
書
と
し
て
の
重
み
が
あ

り
ま
す
。

　
学
習
評
価
の
材
料
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ

　
学
習
評
価
は
、
全
国
共
通
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
定
め
ら
れ
た

各
教
科
の
評
価
基
準
に
準
拠
し
て
行
わ

れ
、成
績
は
Ａ
～
Ｆ
の
６
段
階
で
す（
図

１
）。評
価
基
準
の
記
述
は
簡
潔
で
、Ａ・

Ｃ
・
Ｅ
の
み
が
示
さ
れ
ま
す
。
Ｂ
は
Ａ

と
Ｃ
の
間
、
Ｄ
は
Ｃ
と
Ｅ
の
間
で
、
ど

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
判
断
は

教
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
定
教

科
書
も
な
く
、
教
師
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
定
め
る
教
育
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
自
身
の
裁
量
で
指
導

と
学
習
評
価
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
教
育
は
、
整

備
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
、
教
師

の
創
意
工
夫
が
生
か
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
特
長
が
あ
り
ま
す
。
教
師
の
裁
量
の

数学科の授業では、生徒が以下の能力を発達させる条件を与え
なくてはならない

•	数学的概念及び概念間の関係を使用し、説明する力
•計算を行い、単純な問題を解くために、適切な数学的方法を選んで用いる力
•数学を用いて問題を定式化して解決し、その選択した解法を評価する力
•数学的に推論したり、それをたどったりする力
•問題設定、計算、結論について、話したり、実施したりするために、数学的
な表現形式を用いる力　

◉評価基準Ｅ
•生徒は、数学の概念と使用法に関する基礎的な知識を示し、数の理解と数の利用、
代数、図形、証明、統計の分野における概念及び概念間の関連を説明し、関連
と変化を満足のいく確かさで説明する。

•生徒は、数の理解と数の利用、代数、図形、確率、統計及び関数と変化の分野
において、計算をしたり、単純な問題を解いたりするために、主にはうまくい
く数学の方法を、満足のいく確かさで選んで用いる。

•生徒は、単純な問題を解く。生徒は他の方法を提案することに何らか貢献する。
問題解決において、生徒は、文脈に適用できる簡単な数学モデルを定式化したり、
それに貢献したりする。生徒は、簡単な方法で戦略や結果の妥当性を評価する。
•生徒は、簡単な数学の議論を提示したり、それに応答したりすることを通して、
数学的推論を行ったり、それをたどったりする。

•生徒は、主にはうまくいく方法で思考過程を説明して話し合い、記号やその他
の数学的表現形式を用いる。

•授業　ナショナル・カリキュラムで定められた各教科の教育目標、育成を目指
す資質・能力、評価基準を基に、教師が指導計画を作成して実施。

•教科書・教材　検定教科書はなく、教材は、教師が教育目標に合わせて選択。

•成績　国内のすべての学校が、ナショナル・カリキュラムに定められた評価基
準に準拠し、Ａ〜Ｆの６段階で成績をつける。成績をつけられるのは、
教員免許を持った教師。なお、成績を受け取るのは、小学6年生から。
成績を６段階とするのは、義務教育から成人教育まで、すべての教育段
階で共通。

•評価基準　A・C・Eの成績をつけるための全国共通の評価基準が定められて
いる（図２に評価基準Ｅの例）。ＢはＡとＣの間、ＤはＣとＥの間、
Ｆは不合格。例えば、Ｃの基準はすべて満たすが、Ａの基準は一部
満たさない場合はＢとなる。そうした判断は教師に委ねられている。

•評価材料　ペーパーテストやパフォーマンス課題など、多様な形式での成果物
が評価材料になりうる。全国悉皆のナショナル・テストにおいても、
グループ課題やテーマ課題など、多面的な評価が試みられている。

•高校入学　基本的に入学試験はなく、多くの生徒が希望する学校・学科に入学。
入学希望者が多い場合、基礎学校での成績で選抜される。

•大学入学　生徒が希望の大学・学科に出願し、高校での成績に関する要件を満
たしていれば入学することができる。志願者が多い大学・学科では、
高校での成績、あるいは入学試験の結果などを基に選抜が行われる。

目標

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集

政
策
の
成
果
は
デ
ー
タ
で
検
証
し
、

国
を
挙
げ
て
改
善
サ
イ
ク
ル
を
回
す

図２ スウェーデンの９年生（中学３年生）数学科の目標と評価基準

上記は、評価基準Ｅであり、Ａ・Ｃでは、下線部の文言のレベルが変わる。例えば、「生
徒は、数学の概念と使用法に関する（A：とてもよい／C：よい／E：基礎的な）知識を
示し」となる。

※スウェーデンの９年生の数学科のナショナル・カリキュラムの一部を本所准教授が翻訳。それを
基に編集部で作成。

図１ スウェーデンの学校教育　日本との主な違い

※本所准教授への取材を基に編集部で作成。
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ス
ト
の
結
果
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

の
成
果
物
な
ど
で
す
。
入
学
者
選
抜
の

資
料
と
な
る
成
績
に
は
公
平
性
・
信
頼

性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
た
め
、
全
国
共

通
の
評
価
基
準
に
加
え
、
成
績
の
全
国

的
な
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
複

数
の
教
科
・
学
年
で
は
悉
皆
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、例
え
ば
数
学
の
テ
ス
ト
で
は
、

育
成
し
た
い
資
質・能
力
の
観
点
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
課
題
や
特
定
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
集
め
ら
れ
た
課
題
を

出
す
な
ど
、
多
様
な
出
題
形
式
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
庁
は
、
学
習
評
価

に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
例
示
し
た
り
、

　
最
後
に
、
私
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

学
習
経
験
を
お
話
し
し
ま
す
。
同
国
の

成
人
教
育
機
関
に
は
、
基
礎
学
校
や

高
校
の
科
目
を
学
び
直
せ
る
講
座
が
あ

り
、
私
は
高
校
レ
ベ
ル
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。そ
の
時
、

最
も
驚
い
た
の
は
、
学
習
者
自
身
が
評

価
基
準
を
読
み
、
自
分
の
学
習
動
機
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
で
し
た
。
受
講
理
由
に
よ
っ
て
目
標

は
異
な
っ
て
当
然
と
い
う
考
え
か
ら
、

教
師
か
ら
は
目
指
す
べ
き
目
標
が
提
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
番
よ
い
成
績

の
Ａ
を
目
指
す
の
が
当
然
だ
と
思
っ
て

い
た
私
は
驚
き
ま
し
た
。

　
教
師
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
内
容

も
、
学
習
者
が
設
定
し
た
目
標
に
応
じ

て
変
わ
り
ま
す
。Ａ
な
ら
Ａ
の
、Ｃ
な
ら

Ｃ
の
、目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
助
言

を
す
る
の
で
す
。
学
習
動
機
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
を
す
る
の
は
合
理
的
か

つ
効
果
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
う
し

た
指
導
や
学
習
評
価
の
あ
り
方
は
、日

本
の
学
校
教
育
に
と
っ
て
も
参
考
に
な

る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
習
評
価
を
行
う
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
し
て
、
教
師
の
実
践
を
支
援
し

て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
以
上
の
よ
う
に
、
学
習
評
価
の
公
的

な
枠
組
み
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

成
績
の
公
平
性
や
信
頼
性
に
つ
い
て
は

議
論
の
余
地
が
あ
り
、
活
発
に
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。各
学
校
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

テ
ス
ト
の
成
績
な
ど
、
教
育
デ
ー
タ
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で
あ
り
、
関
係
者

が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
議
論
で
き
る
環

境
も
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
策
の

成
果
を
デ
ー
タ
を
基
に
検
証
し
た
り
、

新
し
い
政
策
は
モ
デ
ル
校
で
試
行
し
て

か
ら
実
施
し
た
り
と
、
国
を
挙
げ
て
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
日
本
の
教
育

行
政
に
も
参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
の
一
例
を
お
伝
え
し
ま
す
。
あ

る
高
校
で
は
、
２
年
生
が
文
化
・
美
術

史
の
学
年
末
課
題
と
し
て
、
美
術
史
か

ら
１
つ
の
時
代
を
選
び
、
時
代
背
景
と

ア
ー
ト
の
特
徴
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
し
て
、
口
頭
発
表
す
る
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
課
題
に
は

６
コ
マ
分
の
授
業
が
充
て
ら
れ
、
教
師

は
レ
ポ
ー
ト
の
サ
マ
リ
ー
指
導
や
、
先

輩
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
例
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
評
価
対
象
は
、
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
い
っ
た
成
果
物

に
加
え
て
、
友
人
と
の
議
論
や
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
、
多
様
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
成
績
が
つ
く
わ
け
で
す
が
、
学

ん
だ
こ
と
を
他
者
に
伝
え
よ
う
と
試
行

錯
誤
す
る
中
で
表
現
力
が
磨
か
れ
る
な

ど
、
日
本
の
探
究
学
習
と
同
様
に
、
課

題
に
取
り
組
む
過
程
そ
の
も
の
が
生
徒

の
学
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
子
ど
も
が
成
績
を
受
け
取
る

の
は
小
学
６
年
生
か
ら
で
す
。
以
前
は

も
っ
と
遅
く
中
学
２
年
生
か
ら
で
し

た
。
成
績
提
供
の
早
期
化
の
目
的
は
、

子
ど
も
に
早
め
に
目
標
と
課
題
を
意
識

さ
せ
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も
に
ス
ト
レ

ス
が
か
か
る
こ
と
へ
の
懸
念
や
、
教
育

効
果
の
面
か
ら
の
反
対
意
見
も
多
く
、

今
も
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

参考文献：中田麗子・佐藤裕紀・本所恵・林寛平編、北欧教育研究会著『北欧の教育再発見（仮題）』（明石書店、近日発刊予定）。伊藤実歩子編著『変動する大学入
試　資格か選抜か　ヨーロッパと日本』（大修館書店、2020 年）。

写真　スウェーデンの学校教育庁ウェブサイトには、
学習評価を行う際に参考となる、多くのコンテンツが
掲載されている。https://www.skolverket.se/

学
年
末
課
題
に
、

６
コ
マ
を
か
け
て
取
り
組
む

学
習
動
機
や
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、

学
習
者
自
身
が
目
標
を
設
定
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お勧めの分掌

▲
お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

P. 28

P. 24

P. 32

お勧めの分掌

▲

管理職
P. 36

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

現場が直面する課題や疑問の解決に
つながる事例や解説記事を提供

指導変革の軌跡
東京都・私立日本大学第三中学校・高校

探究学習の推進
中堅・若手教師による先行授業や研修会を通じて、
探究学習の指導方法と体制を確立

長野県小
こ

諸
もろ

高校　３学年団

１年次４月からの迅速な指導改善を、
長年の学校課題の突破口に

学校
危機管理
基 礎 講 座

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

校則に関するトラブル

「総合的な探究の時間」を通じた
キャリア・進路観の形成
ウェブセミナー　
「学び続ける生徒の育成に向けて、新課程における教育実践と深化」第６回

生徒のキャリア・進路観の形成につながる
「総合的な探究の時間」とは

輝く
学年団を訪ねて
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き
ま
す
が
、
自
主
性
や
粘
り
強
さ
な
ど
の
点
で
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。進
路
選
択
で
は
、自

分
の
成
績
と
大
学
の
名
前
だ
け
を
基
に
志
望
校
を
決

め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。志
望
理
由
が

明
確
で
は
な
か
っ
た
か
ら
か
、大
学
入
学
後
、
学
業

に
身
が
入
ら
ず
、指
定
校
推
薦
先
の
大
学
に
、入
学
後

の
成
績
不
振
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
生
徒
の
自
主
性
や
授
業
へ
の
意
欲
を
高
め

る
よ
う
な
指
導
が
で
き
る
教
師
の
数
に
世
代
や
分
掌

間
で
偏
り
が
あ
る
な
ど
教
師
側
に
も
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
課
題
が
あ
る
中
で
、
探
究
学
習
の
推
進

が
提
案
さ
れ
た
。
探
究
推
進
委
員
長
の
金
子
美
保
先

生
は
、探
究
学
習
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
が
決
ま
れ
ば
、
教
師
の

仕
事
が
終
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
で
学

ん
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
い
人
生
が
切
り
開
け
た
と
、
生

徒
が
思
え
る
よ
う
な
教
育
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
教
育
を
行
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
の
経
験
が
、
生
徒
の
人
生
の
選
択
に
お
い

て
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
探
究
学

習
を
推
進
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
19
年
度
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
の
中
か
ら

５
人
が
独
立
し
て「
探
究
推
進
委
員
会
」を
立
ち
上

　
東
京
都
・
私
立
日
本
大
学
第
三
中
学
校
・
高
校
は
、

２
０
１
９
年
度
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、

総
合
探
究
）の
実
施
に
向
け
た
準
備
に
着
手
し
た
。そ

の
き
っ
か
け
は
、18
年
度
に
立
ち
上
げ
た
、中
堅
・
若

手
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
新
教
育
課
程
や
指
導
体
制

に
つ
い
て
議
論
す
る「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
」

で
、
探
究
学
習
の
重
要
性
に
改
め
て
焦
点
が
あ
た
っ

た
こ
と
に
あ
っ
た
。高
１
学
年
主
任
の
榎え

の

本も
と

俊
介
先

生
は
、
生
徒
の
課
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
素
直
で
、
教
師
の
話
を
よ
く
聞

変
革
の

主
体
的
に
人
生
を
切
り
開
く

生
徒
の
育
成
を
目
指
す

背
景

学校概要

◎設立	 1929（昭和４）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 １学年約 400人
◎2022年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、
東京海洋大、東京藝術大、信州大、静岡大、千葉
県立保健医療大、東京都立大、公立諏訪東京理科
大などに 10 人が合格。私立大は、青山学院大、
学習院大、慶應義塾大、上智大、東京理科大、日
本大、明治大、早稲田大などに延べ686人が合格。

No.283
指導変革の軌跡

東
京
都
・
私
立
日
本
大
学
第
三
中
学
校
・
高
校

探
究
学
習
の
推
進

中
堅
・
若
手
教
師
に
よ
る
先
行
授
業
や
研
修
会
を
通
じ
て
、

探
究
学
習
の
指
導
方
法
と
体
制
を
確
立

特
進
ク
ラ
ス
で
の
先
行
授
業
で
、

未
経
験
者
で
も
指
導
が
可
能
な
方
法
を
探
る

変
革
の
一
手

 高校版  2023 February 24

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 24 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/24
八木

色
校

02/02
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P24-27_view-next-koukou-2g.indd   24P24-27_view-next-koukou-2g.indd   24 2023/02/02   10:302023/02/02   10:30



げ
た
。委
員
が
手
分
け
を
し
て
、先
進
校
を
視
察
し

た
り
、校
外
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
、探
究
学
習

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、探
究
学
習

を
通
じ
て
育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
と
し
て
、「
自

求
自
探
の
五
箇
条
」を
策
定（
図
１
）。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、１
年
次
は
、問
い
の
立
て
方
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
、探
究
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学

び
、２
年
次
は
、ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
探
究
学
習
を
行
う

内
容
と
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
も
作
成
し
た
。

　
そ
し
て
、
20
年
度
は
、
全
校
実
施
に
先
駆
け
て
、

探
究
推
進
委
員
の
小
澤
良
太
郎
先
生
が
担
任
を
務
め

る
特
進
ク
ラ
ス
（
全
２
ク
ラ
ス
）
で
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時

　
さ
ら
に
、
先
行
授
業
で
の
生
徒
の
発
言
や
様
子
を

踏
ま
え
て
、「
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
前
に
、
調
べ

学
習
を
行
っ
た
方
が
よ
い
」
な
ど
と
、
活
動
の
順
序

を
入
れ
替
え
た
り
、
活
動
を
追
加
し
た
り
し
て
、
年

間
指
導
計
画
や
テ
キ
ス
ト
を
改
訂
し
て
い
っ
た
。

　
21
年
度
に
は
、
探
究
学
習
を
テ
ー
マ
と
し
た
校
内

研
修
を
実
施
し
た
。
総
合
探
究
の
授
業
は
、
担
任
と

も
う
１
人
の
教
師
に
よ
る
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

（
以
下
、
Ｔ
Ｔ
）
で
行
う
こ
と
に
し
た
た
め
、
１
学

年
10
ク
ラ
ス
を
担
当
す
る
20
人
の
教
師
が
探
究
学
習

の
指
導
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
探
究
推
進
委
員
会
は
、
管
理
職
と
相
談
し
、

22
年
度
に
総
合
探
究
を
担
当
す
る
中
堅
・
若
手
教
師

に
声
を
か
け
、
生
徒
の
探
究
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す

る
「
探
究
メ
ン
バ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
と
も
に

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
約
２
か
月
に
１
回
、

特
進
ク
ラ
ス
の
先
行
授
業
を
見
学
し
た
り
、
模
擬
授

業
を
行
っ
た
り
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

　
研
修
の
場
で
は
、
若
手
教
師
が
発
言
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
に
努
め
た
と
、
金
子
先
生
は
語
る
。

　「
先
生
方
に
は
、
教
職
歴
や
経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、

率
直
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
新
し
い

授
業
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

間
に
探
究
学
習
を
始
め
た
。
先
行
授
業
の
目
的
は
、

探
究
学
習
の
指
導
が
未
経
験
の
教
師
で
も
授
業
が
行

え
る
方
法
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　「
私
と
、
探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
な
い
も
う
１

ク
ラ
ス
の
担
任
と
で
、
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
授
業

を
進
め
、
ク
ラ
ス
間
で
大
き
な
差
が
出
な
い
授
業
を

行
う
た
め
に
は
、
ど
の
程
度
の
枠
組
み
が
あ
れ
ば
よ

い
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
共
通
の
指

導
案
や
テ
キ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
授
業
前
の
打
ち
合
わ

せ
に
時
間
を
か
け
な
く
て
も
、
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
生
か
し
て
、
時
間
内
に
必
要
な
活
動
が
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」（
小
澤
先
生
）

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
向
け
て
、

「
探
究
メ
ン
バ
ー
」を
編
成

図１	「自求自探　五箇条」

同校が視察した京都府・京都市立堀川高校の「探究五箇条」を
基に作成した。　　　　　　　　 ※学校資料を基に編集部で作成。

一、よく観察せよ
•物事をじっくり観察し、課題を発見しよう。
•現状はどのようになっているか、どのような問題が潜ん
でいるかを正確に把握するための第一歩は「観察」である。

二、常識を学べ
•まずは世間で「常識」と言われていることが何であるか
を知ろう。
•その上で、「常識」にとらわれず、あえて別の見方をし
てみよう。そこに問題解決の突破口がある。

三、自ら考え挑戦せよ
•予測不能な時代であることを念頭に、自分で考える意識
を持とう。
•探究活動に正解は存在しない。
•まずはアイデアを数多く出してみよう。
•アイデアを言える勇気を持とう。
•みんなが意見を言える雰囲気づくりを心がけよう。

四、粘り強く取り組め
•すぐに答えが出せる、取り組めるものは、根本的な解決
ではないと心得ておこう。
•これからも皆さんが直面するであろう課題は、一朝一夕
に解決できるようなものはほとんどない。
•挑戦→失敗→反省→新しい挑戦→失敗→反省……の先に
突破口がある。
•失敗してあたり前、失敗から学ぼうとする姿勢を身につ
けよう。

五、ともに楽しめ
•どんなに博識でも、人間のものの見方には限りがある。
•他の人たちの意見に耳を傾けよう。
•一見、受け入れがたい、驚くような内容も、よく話を聞
けば、新たなものの見方の獲得につながる。
•様々なものの見方を身につけることで、様々な立場に立っ
て物事を考える想像力が身につく。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
３
〜
４
人
の
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
感
じ
た
こ
と
や
自
身

の
授
業
を
基
に
し
た
指
導
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
積
極

的
に
発
言
す
る
若
手
教
師
の
姿
が
見
ら
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
」

　
普
段
あ
ま
り
接
点
の
な
い
他
学
年
の
教
師
同
士
が

一
緒
に
行
っ
た
研
修
は
、
教
師
に
と
っ
て
の
探
究
の

場
だ
っ
た
と
、
小
澤
先
生
は
語
る
。

　「
経
験
の
浅
い
探
究
学
習
の
指
導
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
合
う
こ
と
で
、
互
い
の
考
え
を
理
解
し
、
自

分
た
ち
は
よ
り
よ
い
探
究
学
習
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
、多
く
の
教
師
が
感
じ
た
と
思
い
ま
す
」

分
も
こ
う
し
た
い
』
な
ど
と
、
積
極
的
に
発
言
す
る

生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
」

　
23
年
１
月
に
は
、
ク
ラ
ス
内
で
グ
ル
ー
プ
発
表
を

行
い
、
生
徒
の
投
票
に
よ
っ
て
１
〜
２
グ
ル
ー
プ
を

ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
選
出
。
２
月
に
は
、
最
大
20
グ

ル
ー
プ
で
学
年
発
表
を
行
う
。

　
そ
し
て
、
23
年
度
の
２
学
年
で
は
、
13
〜
15
の
ゼ

ミ
を
設
け
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
み
た
い
テ
ー

マ
に
応
じ
て
ゼ
ミ
を
選
択
。
ク
ラ
ス
横
断
で
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、「
探
究
ナ
ビBasic

」（
＊
１
）
を
活

用
し
な
が
ら
探
究
学
習
を
進
め
る
計
画
だ
。

　
そ
う
し
た
３
年
間
の
準
備
を
経
て
、
22
年
度
、
１

学
年
の
全
ク
ラ
ス
で
総
合
探
究
を
始
め
た
。
研
修
を

受
け
て
い
な
い
教
師
が
１
学
年
の
担
任
と
な
っ
た
場

合
は
、
探
究
推
進
委
員
か
探
究
メ
ン
バ
ー
を
Ｔ
２

に
つ
け
た
こ
と
で
、「
一
緒
に
準
備
が
で
き
る
の
で

心
強
い
」「
互
い
に
自
分
に
は
な
い
発
想
を
学
べ
る
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
探
究
学

習
で
の
教
師
の
役
割
と
、
授
業
で
意
識
す
る
こ
と
」

を
ま
と
め
て
、
教
師
間
で
共
有
し
た
（
図
２
）。

　
１
学
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
10
月
ま

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
で
探
究
の

ス
キ
ル
を
磨
き
、
11
月
か
ら
は
６
つ
の
企

業
か
ら
出
さ
れ
た
販
売
促
進
や
新
企
画
に

か
か
わ
る
課
題
に
、
３
〜
５
人
の
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
３
学
期
に

発
表
す
る
と
い
う
も
の
だ
（
図
３
）。

　
一
連
の
活
動
の
中
で
、
生
徒
の
違
っ
た

一
面
を
見
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
、
榎

本
先
生
は
言
う
。

　「
教
科
の
授
業
で
は
あ
ま
り
発
言
し
な

い
生
徒
が
、
総
合
探
究
の
授
業
で
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
を
緻
密
に
作
り

込
ん
だ
り
、
生
き
生
き
と
発
表
し
た
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
姿
に
刺
激
を
受
け
て
、『
自

＊１　ベネッセの教材の１つで、楽しくて分かりやすい説明ステップに沿って、生徒が探究を体験し、前向きに探究の基礎スキルを身につけることができる教材。

中
３
学
年
副
主
任
、
探
究
推
進
委
員

山
田
秀
行 

や
ま
だ
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

進
路
学
習
部
。
数
学
科
。

探
究
推
進
委
員
長
、
国
語
科
主
任

金
子
美
保 

か
ね
こ
・
み
ほ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。

国
語
科
。

高
１
学
年
主
任
、
探
究
推
進
委
員

榎
本
俊
介 

え
の
も
と
・
し
ゅ
ん
す
け

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

生
徒
指
導
部
。地
理
歴
史・公
民
科（
日
本
史
）。

英
語
科
主
任
、
探
究
推
進
委
員

小
澤
良
太
郎 

お
ざ
わ・
り
ょ
う
た
ろ
う

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

教
務
部
・
特
進
委
員
。
英
語
科
。

授
業
で
の
教
師
の
留
意
点
を
ま
と
め
、

学
年
全
体
で
共
有

図２	 探究学習での教師の役割と、授業で意識すること（抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。

• 授業を進めるのは生徒。教師はアドバイザー的な役割
教師は教える立場ではなく、生徒たちが活発に意見を言える雰囲
気づくりをするよう努める。

•「分かりません」は、ＮＧと言い続ける
答えがない問題に対して挑戦する生徒たちを後押しする。

• 生徒たちが取り組む時間を意識した授業計画を
生徒たちが話し合う時間を設定し、その時間内で何かしらの意見
や結論を出せるようにする。

• 生徒よりも話す時間を短くする
教師は問題提起などの説明にとどめ、話し合いはできるだけ生徒
たちで行わせる。教師が話してはいけないということではない。

• 生徒の発言を否定しない
せっかく発言しても、否定されると発言する気を無くす。明らか
に間違った意見であったとしても、意欲があって発言した場合に
は、発言した行為や努力を褒める。考え方や答えを訂正する時は、
授業中ではなく、個人的に話をするのがよい。
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制
に
つ
い
て
組
み
合
わ
せ
た
資
料
を
作
成

し
、
よ
り
深
み
の
あ
る
発
表
を
行
っ
て
い
た
。

　「
２
年
間
の
先
行
授
業
で
は
、教
師
は
、『
別

の
視
点
は
な
い
か
』『
ほ
か
に
も
調
べ
た
か
』

な
ど
と
、
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
さ
せ

た
り
、
視
野
を
広
げ
さ
せ
た
り
す
る
声
か
け

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、探
究
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
何
が
必

要
な
の
か
、生
徒
が
自
ら
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
小
澤
先
生
）

　
教
師
も
、
探
究
学
習
で
の
経
験
を
ほ
か
の

教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
る
。
探
究
推
進
委

員
の
山
田
秀
行
先
生
は
、
顧
問
を
務
め
る
テ

ニ
ス
部
で
、
部
員
が
話
し
合
っ
て
練
習
内
容

を
決
め
る
よ
う
に
し
た
。

　「
以
前
は
、先
輩
か
ら
代
々
伝
わ
る
練
習
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、22
年
度
か
ら
、試
合

前
の
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
な
ど
を
部
員
が
考
え
る
場
を

設
け
ま
し
た
。す
る
と
、練
習
の
意
味
や
効
率
を
考

え
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
よ
り
熱
心
に
、
よ
り
集
中
し
て
練
習
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、振
り
返
り
の
改
善
だ
。
現
在
は
、

「
授
業
で
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
」「
自
身
の
変
化
」「
グ

ル
ー
プ
で
の
他
者
評
価
」
な
ど
を
、
自
由
に
記
述
す

る
振
り
返
り
シ
ー
ト
と
、「
洞
察
力
」「
理
解
力
」「
挑

戦
力
」
な
ど
の
６
項
目
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を

「Classi

」（
＊
２
）
に
入
力
す
る
振
り
返
り
を
毎
授

業
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
同
じ
項
目
で
教
師
が
生

徒
を
評
価
し
、
双
方
を
反
映
し
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ト
を
学
期
に
１
回
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
方

法
で
は
振
り
返
り
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
点
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
選
択
形
式
で
回
答
・

集
計
が
で
き
る
「Classi

」
の
振
り
返
り
に
一
本
化

す
る
な
ど
、
簡
素
化
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
探
究
学
習
の
指
導
が
未
経
験
の
教
師
が
、

今
後
１・２
学
年
の
担
任
を
受
け
持
つ
こ
と
を
見
据

え
て
、
探
究
学
習
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
総
合
探
究
の
指
導
経
験
者
と
未
経
験
者
を
組
み

合
わ
せ
る
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
、
未
経
験
者
が
戸
惑
い
な

く
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
、
指
導
を
継
承
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
学
年
の
総
合
探

究
で
は
、
担
当
と
な
っ
た
教
師
の
専
門
性
や
興
味
・

関
心
に
応
じ
た
ゼ
ミ
を
設
け
る
な
ど
、
学
年
の
状
況

に
応
じ
て
ゼ
ミ
の
内
容
を
変
え
る
こ
と
も
検
討
中
で

す
。
探
究
推
進
委
員
が
一
方
的
に
主
導
す
る
だ
け
で

は
、
教
師
の
意
欲
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
、
教
師
の
や
り
が
い
を
高
め

る
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」（
金
子
先
生
）

　
特
進
ク
ラ
ス
で
先
行
授
業
を
行
っ
た
学
年
は
、
22

年
度
に
３
年
生
と
な
り
、
探
究
学
習
に
２
年
間
取
り

組
ん
だ
成
果
が
出
て
い
る
。
例
え
ば
、
進
路
学
習
で

発
表
を
行
っ
た
際
、２
年
生
ま
で
は
普
通
ク
ラ
ス
だ
っ

た
生
徒
の
発
表
資
料
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画

像
を
ま
と
め
た
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
特

進
ク
ラ
ス
の
あ
る
生
徒
は
、
自
分
の
希
望
進
路
で
あ

る
法
学
部
の
知
識
と
、
自
身
が
関
心
を
持
つ
放
送
規

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

指導変革の 東京都・私立日本大学第三中学校・高校軌跡

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

探
究
学
習
の
指
導
経
験
を

部
活
動
の
指
導
に
生
か
す

課
題
は
、振
り
返
り
の
簡
素
化
と

全
教
師
の
意
識
改
革

図３	 １学年の「総合的な探究の時間」のカリキュラム

※学校資料を基に編集部で作成。

１
学
期

•探究とは

探
究
活
動
に
必
要
な

ス
キ
ル
の
修
得

•観察力を鍛える、探究の５箇条
•振り返りの重要性、振り返りの仕方、探究活動
の評価について
•対話の訓練、ツッコミ力、フェルミ推定、ＩＦ力
•１学期の振り返り

２
学
期

•２学期の流れを説明
•夏季休業中の課題の確認・発表
•キーワードの掘り下げ方
•企業インターンワークについての説明

企
業
イ
ン
タ
ー
ン

ワ
ー
ク

•グループで、企業から出された課題に取り組む
•２学期の振り返り

３
学
期

•グループで、企業から出された課題に取り組む
•グループ活動の結果をクラスで発表
•学年全体で発表

•２年次に向けたガイダンス
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　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
け

る
課
題
と
し
て
、
授
業
の
設
計
の
仕
方

や
、
教
師
間
の
指
導
力
の
差
な
ど
に
加

え
、
進
路
指
導
と
の
連
携
の
難
し
さ
を

挙
げ
る
教
師
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
背

景
に
あ
る
の
が
、
学
校
推
薦
型
・
総
合

型
選
抜
の
拡
大
だ
。
学
校
推
薦
型
・
総

合
型
選
抜
で
は
「
明
確
な
志
望
理
由
」

が
問
わ
れ
る
が
、
志
望
理
由
を
深
め
る

場
の
１
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
だ
。
探
究

す
る
課
題
を
考
え
る
中
で
、
自
分
の
興

味
・
関
心
や
価
値
観
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
が
社
会
の
問
題
と
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
る
の
か
、
自
分
は
社
会
で
ど
ん
な

役
割
を
果
た
せ
そ
う
か
、
と
い
っ
た
問

い
に
向
き
合
う
こ
と
を
通
じ
て
、「
将
来

や
り
た
い
こ
と
」
が
明
確
に
な
っ
て
い

く
か
ら
だ
（
図
１
）。
ま
た
、
課
題
の
設

定
、
情
報
の
収
集
、
整
理
・
分
析
、
ま

と
め
・
表
現
と
い
う
探
究
の
サ
イ
ク
ル

を
何
度
も
回
し
、
探
究
学
習
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
自
身
の

将
来
を
考
え
、
志
望
理
由
を
深
め
る
力
、

す
な
わ
ち
、
キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観
を
深

め
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
ど
の

よ
う
に
設
計
す
れ
ば
、
生
徒
の
キ
ャ
リ

ア
・
進
路
観
を
深
め
る
力
を
養
う
こ
と

に
つ
な
が
る
の
か
。
実
践
例
を
通
し
て

考
え
る
。

※ウェブセミナーの投影資料をそのまま掲載。

「総合的な探究の時間」を通じた
キャリア・進路観の形成

新学習指導要領がスタートした 2022 年度、学校現場には資質・能
力を育成するための指導と評価を積み重ねながら、より自校に合っ
た形へと軌道修正していくことが求められる。現場が直面する課題
や疑問を解決し、よりよい計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

探
究
学
習
を
通
し
て
、

明
確
な
志
望
理
由
を
醸
成

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
　「
学
び
続
け
る
生
徒
の
育
成
に
向
け
て
、新
課
程
に
お
け
る
教
育
実
践
と
深
化
」　第
６
回

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア・
進
路
観
の
形
成
に
つ
な
が
る

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」と
は

各
校
で
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
中
心
に
探
究
学
習
が
充
実
す
る
一
方
で
、「
探
究
学
習
で
の
学
び
が
、
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア・

進
路
観
の
形
成
に
十
分
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
ベ
ネ
ッ
セ

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
全
国
の
現
状
や
、
キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観
の
形
成
に
つ
な
が
る
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
の
設
計
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

セミナーレポート

明確な志望理由の創造のプロセス図１
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栃
木
県
・
私
立
宇
都
宮
文
星
女
子
高

校
普
通
科
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
は
、

大
学
調
べ
・
職
業
調
べ
な
ど
を
中
心
に
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
展
開
し

て
き
た
。
同
授
業
で
は
、
高
校
卒
業
後

の
進
路
を
決
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
い

て
い
た
た
め
、
生
徒
の
関
心
や
大
学
で

の
学
び
、
職
業
な
ど
を
、
社
会
課
題
と

結
び
つ
け
る
こ
と
が
十
分
に
で
き
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
生
徒
が
自

ら
の
考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
機
会

も
確
保
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
3
年

生
に
な
っ
て
志
望
理
由
書
の
作
成
に
苦

労
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、同
校
で
は
、

「
探
究
ナ
ビBasic

」（
＊
１
）を
活
用
し
、

キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観
や
論
理
的
思
考
力

の
形
成
に
つ
な
が
る
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
の
設
計
に
着
手
し
た
。

　
同
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
特
徴
は
、
１
年
間
に
2
回
、
探
究

の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
だ
（
図
２
）。

１
年
次
の
前
半
は
、
自
分
の
関
心
事
を

探
究
し
、
課
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・
表
現
・
振
り

返
り
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
。
1

年
次
の
後
半
は
地
元
・
栃
木
、
2
年
次

に
は
日
本
、
そ
し
て
３
年
次
に
は
世
界

と
、
視
野
を
広
げ
な
が
ら
課
題
や
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
探
究
活
動
を
深
め
て
い

く
。
最
初
は
自
分
の
身
の
周
り
の
こ
と

か
ら
出
発
し
、
徐
々
に
課
題
に
社
会
性

を
持
た
せ
、
3
年
次
の
前
半
に
は
、
社

会
課
題
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

く
か
と
い
っ
た
視
点
で
、
自
分
と
社
会

を
つ
な
げ
な
が
ら
探
究
学
習
を
進
め

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
志
望

理
由
書
や
学
び
の
計
画
書
と
い
っ
た
、

学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
の
出
願
書

類
に
探
究
学
習
の
成
果
を
反
映
さ
せ
や

す
く
な
っ
た
。 

　
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
回
す

こ
と
で
、
探
究
す
る
課
題
が
変
わ
っ
て

も
、
前
回
の
探
究
学
習
の
経
験
を
生
徒

が
次
の
探
究
学
習
に
生
か
し
や
す
く
な

る
。
ま
た
、
教
師
も
生
徒
の
「
問
い
の

立
て
方
」
や
「
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
」

の
変
遷
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

変
化
・
成
長
を
見
取
り
や
す
く
な
る
。

学年 時期・
実施方法

対象
テーマ 内容 表現方法

１
年
次

前半・個人 自分 自分の関心事を「探究」しよう
探究の手法を体験的に学ぶ

ポスター

後半・集団 地域
とちぎ魅力度 アップ プロジェクト ①
地域の課題を知り、探究的手法によって解決
策を考えよう

スライド 
プレゼン

２
年
次

前半・個人 地域
（日本）

日本の課題を知り、解決策を考えよう
社会課題の視野の拡張・探究的手法の成熟

ポスター

後半・集団 地域
（日本）

とちぎ魅力度 アップ プロジェクト ②
地域の課題について、日本全体と比較しなが
ら魅力度を上げよう

スライド 
プレゼン

３
年
次

前半・
個人 / 集団

自分・日本・
世界

自分が社会課題にどうかかわっていくか、
考えよう／将来の展望を考えよう

レポート 
ポスター 
スライド

後半・
個人 / 集団 自由 卒業論文を作成しよう レポート

栃
木
県
・
私
立

宇
都
宮
文
星
女
子
高
校

篠
原
孝
文　

し
の
は
ら
・
た
か
ふ
み

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
学
習
指
導

部
長
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
長
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

※ウェブセミナーの投影資料を基に編集部にて再構成。

探究のサイクルを繰り返し回しながら、
興味・関心を社会へと広げ、深めていく
課題の設定時に生徒に留意させているのは、過去に探究のサイクル
を回した時に生まれた興味や気づきを大切にして、次に探究する課
題を考えてみることです。そうすることで、3 年次の志望理由書の
作成の場面で、「私はこのテーマに興味を持った！」と、自分の言葉
で前向きに語れる生徒が増えると思います。

探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
年
に
２
回
、

３
年
間
継
続
し
て
回
す

講
演
【
要
旨
】

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

─
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
目
指
し
て

栃
木
県
・
私
立
宇
都
宮
文
星
女
子
高
校

　篠
原
孝
文

「総合的な探究の時間」３年間のスケジュール図２

＊１　ベネッセの教材の１つで、楽しくて分かりやすい説明ステップに沿って、生徒が探究を体験し、前向きに探究の基礎スキルを身につけることができる教材。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ラ
イ
ド

を
使
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前

に
、
生
徒
に
は
必
ず
評
価
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
提
示
す
る
。そ
の
ね
ら
い
は
、

生
徒
に
探
究
的
手
法
と
自
校
の
教
育
目

標
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
だ
。
１
年
次
の

前
半
の
探
究
学
習
で
は
、項
目
を
絞
り
、

分
か
り
や
す
く
か
み
砕
い
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
提
示
し
、
１
年
次
の
後
半
の

グ
ル
ー
プ
発
表
か
ら
２
年
次
に
か
け
て

は
、
よ
り
詳
細
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生

徒
に
提
示
し
て
い
る
。ま
た
、ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

後
に
は
、
生
徒
間
で
の
質
疑
応
答
や
相

互
評
価
を
行
い
、
振
り
返
り
を
深
め
て

い
る
。
特
に
、相
互
評
価
に
つ
い
て
は
、

G
oogle Form

s

（
＊
２
）
を
使
う
こ

と
で
、
事
後
の
整
理
と
共
有
が
容
易
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
同
校
で
は
、
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回

す
度
に
、
生
徒
は
自
分
の
探
究
学
習
を

振
り
返
り
、「Classi

」（
＊
３
）
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
し
て
い
く
。
自
分

が
何
を
考
え
、
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
よ

か
っ
た
の
か
、
次
は
ど
う
し
た
い
の
か

を
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
次
の
探
究
の

サ
イ
ク
ル
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か

ら
だ
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観
の

形
成
と
い
う
点
で
は
、
３
年
間
の
探
究

学
習
で
の
振
り
返
り
の
蓄
積
は
、
自
分

の
変
化
を
発
見
す
る
力
の
醸
成
に
、
学

習
の
成
果
と
課
題
の
言
語
化
は
、
志
望

理
由
書
を
作
成
す
る
力
の
育
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
社
会
課
題
と
進
路
を
つ
な
げ
る
仕
か

け
と
し
て
、２
年
次
の
夏
季
休
業
中
に
、

「
志
望
理
由
書
の
骨
子
」
を
作
成
さ
せ
、

関
心
の
あ
る
社
会
課
題
を
踏
ま
え
て
、

卒
業
後
に
社
会
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

り
た
い
の
か
を
整
理
さ
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
夏
季
休
業
明
け
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
、
自
分
自
身
の
興
味
・
関
心

の
変
化
や
深
ま
り
を
確
認
す
る
機
会
を

つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
希
望

進
路
も
生
徒
に
回
答
さ
せ
る
こ
と
で
、

社
会
課
題
と
進
路
と
の
つ
な
が
り
を
意

識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
２
年
次
の
早
い
段
階
で
、
社
会
課
題

と
進
路
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
お
く
こ

と
で
、
３
年
次
の
志
望
理
由
書
の
作
成

に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
２
年
次
の
後
半
か
ら
探
究

す
る
課
題
を
考
え
る
機
会
に
も
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
　

　
２
０
２
２
年
度
、
同
校
で
は
多
く
の

３
年
生
が
、
国
公
立
大
学
を
始
め
と
す

る
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
に
挑
戦

し
て
い
る
。
篠
原
先
生
は
出
願
指
導
の

中
で
、
成
績
や
表
彰
歴
と
い
っ
た
結
果

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
徒
が
高
校
３

年
間
で
何
を
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
過

程
で
何
を
考
え
、得
た
の
か
と
い
っ
た
、

学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
伝
え
る
こ

と
の
重
要
性
も
痛
感
し
て
い
る
と
い

う
。

　
ま
た
、
生
徒
と
は
1
年
次
の
段
階
か

ら
「
探
究
学
習
の
ね
ら
い
」
を
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
篠
原
先
生
は
強

調
す
る
。
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
＊
４
）
の
時
代
、

未
来
の
社
会
の
あ
り
方
を
見
通
し
、
そ

う
し
た
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・

能
力
を
理
解
し
た
上
で
高
校
3
年
間
の

探
究
学
習
に
取
り
組
め
ば
、
汎
用
的
な

ス
キ
ル
の
獲
得
と
キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観

の
形
成
が
促
さ
れ
る
か
ら
だ
（
図
３
）。

※ウェブセミナーの投影資料を基に編集部にて再構成。

探究学習のねらいを
生徒と教師が共有する
探究学習と進路の接続を図るために、教師にも探究学
習のねらいを丁寧に共有しています。VUCAの時代を
生きる生徒に社会への関心を持たせ、課題の発見や設
定を生徒自身が行うこと、そして探究のサイクルを回
す中で、問題解決の手法をきちんと身につけさせるこ
と、その２点を強調しています。

高校での学び 
• 自分がかかわるであろう課題への関心の気づき 

• 汎用的なスキル （探究力・論理的思考力）の獲得

大学入試・就職試験 
• 社会課題を解決する方法を学ぶ場としての大学

• 企業・社会の一員として、 ミッションを解決するスキルの必要性

VUCA の時代 
• 汎用的なスキルの必要性。課題に対して自分なりの解答が出せる

生
徒
に
意
識
さ
せ
る
の
は

探
究
サ
イ
ク
ル
、
進
路
、社
会
課
題

「総合的な探究の時間」と進路の接続図３

ね
ら
い
を
理
解
し
た
上
で
、

３
年
間
の
探
究
学
習
に
取
り
組
む

＊２　Google が提供するウェブ上でのアンケート収集に使える「フォーム」を作成・利用するためのツール。
＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。
＊４　Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（あいまい性）の頭文字を取った造語。
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　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
通
じ

て
、
志
望
理
由
の
明
確
化
に
必
要
な

キ
ャ
リ
ア
・
進
路
観
の
形
成
と
、
進
路

を
深
め
る
た
め
の
資
質
・
能
力
の
育
成

を
実
現
し
て
い
る
宇
都
宮
文
星
女
子
高

校
。
探
究
の
設
計
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
の
3
点
だ
（
図
４
）。

　
　
　
　
　
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
・
進
路

観
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
の
興

味
・
関
心
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
か

か
わ
り
に
気
づ
き
、
向
き
合
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
。
同
校
で
は
、
自
分
の
興

味
・
関
心
か
ら
探
究
を
ス
タ
ー
ト
し
、

徐
々
に
自
己
か
ら
身
の
周
り
の
こ
と
や

社
会
へ
と
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
自
分
の
興
味
・
関
心
が
、
将
来
や

社
会
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
今
後
何

を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
実
現
す

る
の
か
を
、
生
徒
は
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
課
題
の
設
定
、
情
報
の
収

集
、
整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・
表
現
と

い
う
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
上
で
必

要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
進

路
を
深
め
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
同
校
で
は
、「
探
究

ナ
ビBasic

」
を
活
用
し
、
3
年
間
か

け
て
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
回

す
中
で
、
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
必
要

な
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
る
。
そ
こ
で

育
ま
れ
た
資
質
・
能
力
が
、
進
路
選
択

や
志
望
理
由
の
明
確
化
の
際
に
生
き
て

い
る
。も
ち
ろ
ん
、そ
の
資
質・能
力
は
、

高
校
卒
業
後
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し

た
時
に
、
そ
の
解
決
策
を
論
理
的
に
考

え
る
力
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
生
徒
の
成
長
を
可
視
化
す

る
振
り
返
り
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
生
徒
は
、
自
分
の
思
考
の
変
化
や

行
動
を
意
識
し
、
経
験
の
中
か
ら
何
を

考
え
、
ど
う
行
動
し
て
今
に
至
る
の
か

と
い
っ
た
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
自
分

の
言
葉
で
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
次
年

度
の
計
画
を
検
討
す
る
際
に
は
、
宇
都

宮
文
星
女
子
高
校
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
１

ポ
イ
ン
ト
３

ポ
イ
ン
ト
２

※ウェブセミナーの投影資料をそのまま掲載。

本セミナーでご紹介した、探究学習の実践に向けた中学校・高校向け探究学習補助教材
「探究ナビ Basic」の詳細はこちらでご覧ください

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/info/tankyunavi/kyozai.html
『ハイスクールオンライン』トップページ ＞ テスト＆教材 ＞ 探究ナビ Basic/ 探究ナビ ＞ 教材について知る  からアクセス

「学び続ける生徒の育成に向けて、新課程における教育実践と深化」
第６回テーマ　生徒のキャリア・進路観の形成につながる「総合的な探究の時間」とは
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20221208_sougotekitankyutime/index.html

宇都宮文星女子高校のご講演を始めとする、全国の学校の実践事例を紹介しています。ぜひご覧ください。

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程＞探究からアクセス

生徒のキャリア・進路観の形成につながる授業設計のためのポイント整理図４

まとめ

キ
ャ
リ
ア・進
路
観
の
形
成
と
、進
路
を

深
め
る
た
め
の
資
質・能
力
の
育
成
に
向
け
て

探
究
学
習
と
進
路
を

つ
な
ぐ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ポイント１ ポイント３ ポイント２

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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１年次４月からの迅速な指導改善を、
長年の学校課題の突破口に

長野県小
こ

諸
も ろ

高校　3学年団

日本百名山の 1 つである浅間山のふもとに位
置する。1995 年に県内唯一の音楽科を開設。
普通科と音楽科の生徒が互いに刺激し合いな
がら、日々の諸活動に取り組んでいる。運動
系では、全国大会常連のレスリング部、陸上
競技部を始めとする 12 団体が、文化系では、
音楽科の特性を生かした吹奏楽部や音楽部などの 9 団体が活発に活動し
ている。2026 年度には、長野県小諸商業高校との統合が予定されており、
新たな歴史を踏み出す。

設立　1906（明治 39）年
形態　全日制／普通科、音楽科／共学
生徒数　１学年約 160 人
2021 年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、北海道教育大、筑波大、千
葉大、東京藝術大、信州大、愛知県立芸術大などに 10 人が合格。私立大は、　
國學院大、東海大、日本大、松本大などに延べ 73 人が合格。短大・専門学
校進学 81 人。就職 10 人。

学校概要◎例年、学力が多様な生徒が入学して

くる中で、学習意欲や学習習慣の面で

課題のある生徒への対応が求められ

ていた。

◎成績下位層の生徒へのきめ細かな

指導に加え、成績中上位層の生徒を伸

ばすための指導を充実させる必要が

あった。

学年団が直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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様
々
な
希
望
進
路
の
生
徒
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
実
現
に
向
け
て
、
日
々
切
磋
琢
磨
す
る
長
野

県
小
諸
高
校
。
例
年
、
新
入
生
の
学
力
は
多
様
で
、

学
習
意
欲
や
学
習
習
慣
の
面
で
課
題
の
あ
る
生
徒

へ
の
対
応
に
、
同
校
１
学
年
団
は
苦
慮
し
て
き
た
。

２
０
２
０
年
度
の
１
学
年
主
任
を
任
さ
れ
た
生い

駒こ
ま

圭け
い

一い
ち

先
生
も
、
そ
の
状
況
を
課
題
視
し
て
い
た
。

　「
入
学
式
の
約
２
か
月
前
に
は
、
20
年
度
の
１
学

年
の
担
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

学
力
や
学
習
意
欲
が
多
様
な
１
年
生
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
、
週
１
回
程
度

の
頻
度
で
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
話
し
合
い
の
中
で
、
生
駒
先
生
は
、
長
年
の
課
題

に
取
り
組
む
上
で
大
き
な
力
と
な
り
得
る
学
年
団
の

強
み
を
見
つ
け
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、「
新
し
い
こ

と
も
恐
れ
ず
に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
情
熱
だ
。

　「
前
例
に
縛
ら
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
意
欲
を
学
年
団
か
ら
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
、
思
い
切
っ
た
取
り
組
み

も
可
能
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」

　
学
年
団
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
生
駒
先
生
が
考
え
た

の
が
、
齋さ

い

藤と
う

広ひ
ろ

踏ふ
み

先
生
だ
。
新
年
度
を
前
に
、
齋
藤

先
生
は
積
極
的
に
他
校
視
察
に
出
か
け
、
様
々
な
実

践
事
例
に
触
れ
て
い
た
。

　「
私
が
訪
問
し
た
あ
る
学
校
は
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
を
軸
に
し
た
指
導
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い

ま
し
た
。
本
校
で
も
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
例

年
複
数
回
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
回
が
単
発

の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
３
年
間

の
学
び
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
を
生
徒

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
入
学
直
後
の
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
指
導
を
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
齋
藤
先
生
）

　
齋
藤
先
生
は
、
１
年
次
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
学
年
団
で
話
し
合
い
た
い

と
生
駒
先
生
に
提
案
。
生
駒
先
生
は
早
速
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
学
校
担
当
者
に
よ
る
担
任
対
象
の
研
修
会
を
実

施
し
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
軸
に
し
た
指
導
サ

イ
ク
ル
の
確
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
う
し
て
構

築
さ
れ
た
の
が
、「
事
前
学
習
→
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー

ト
受
験
→
振
り
返
り
・
事
後
学
習
」
を
１
セ
ッ
ト
と

し
て
、
そ
の
後
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
模
擬
試

験
に
つ
な
げ
て
い
く
指
導
だ
（
P. 

34
図
）。

　「
学
力
が
多
層
化
し
て
い
る
生
徒
集
団
の
場
合
、

特
に
低
学
年
次
は
、相
対
評
価
の
模
擬
試
験
よ
り
も
、

絶
対
評
価
が
中
心
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
方
が

指
導
に
生
か
し
や
す
い
と
、先
生
方
に
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
３
月
に
は
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
事
前

課
題
を
入
学
前
の
生
徒
に
取
り
組
ま
せ
、
そ
れ
を
４

月
以
降
に
担
任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
生
徒
は
ス

タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
受
験
し
、
振
り
返
り
、
事
後

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
率
直
に
言
い
合

え
る
チ
ー
ム
で
す
。

計
画
を
立
て
る
際
に
は
ま
ず
、
学
年
団
の
先
生
方

の
意
見
を
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
先
を
見
通
し
て
、
余
裕

を
持
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

学
年
団
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん

で
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
納
得
で
き
る
進
路
に

進
む
こ
と
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
の
話
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
会
議
で
も
、「
先
生
は
ど
う
思
い
ま

す
か
」
と
、一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

多
様
な
意
見
が
先
生
方
か
ら
出
て
き
た
時
に
、「
こ

れ
で
い
こ
う
」
と
決
断
す
る
こ
と
が
や
や
苦
手
で

す
。
学
年
団
の
先
生
方
や
管
理
職
に
相
談
し
な
が

ら
決
断
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

QQQQQ AAAAA

１
年
次
４
月
か
ら
、事
前
学
習
・
振
り
返
り
・

事
後
学
習
の
過
程
を
定
着
さ
せ
る

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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学
習
へ
と
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
や
模
擬
試
験
の
度
に
、
同
様
の
プ
ロ
セ
ス

を
繰
り
返
し
ま
し
た
」（
齋
藤
先
生
）

　
指
導
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た
学
年
団
は
、
生
徒
が

そ
の
サ
イ
ク
ル
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
学
習
習
慣
の

確
立
に
着
手
し
た
。ま
ず
行
っ
た
の
が
、「Classi

」（
＊

１
）
で
の
課
題
配
信
だ
。
英
語
科
や
数
学
科
が
連
携

し
て
、
配
信
し
た
課
題
を
次
の
授
業
の
冒
頭
で
取
り

上
げ
る
な
ど
、
課
題
配
信
と
授
業
の
接
続
を
強
化
し

た
。
ま
た
、
生
駒
先
生
は
、「Classi

」
で
の
生
徒
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
学
習
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。

　「『Classi

』
上
で
の
生
徒
の
発
信
に
教
師
が
こ
ま

や
か
に
反
応
す
る
こ
と
が
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
事
例
が
、
担
任
対
象
の
研
修
会
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、日
々
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
、

生
徒
が
『Classi

』
上
で
気
軽
に
語
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
生
駒
先
生
）

　
学
年
団
で
学
習
や
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
担
任
は
Ｈ
Ｒ
や
「Classi

」

を
通
じ
て
日
々
の
学
習
の
大
切
さ
を
訴
え
た
と
、
木

村
祐
子
先
生
は
振
り
返
る
。

　「『Classi
』
上
で
、
各
ク
ラ
ス
の
家
庭
学
習
時
間

を
紹
介
し
た
り
、
生
徒
に
日
々
の
学
習
時
間
を
記
録

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
り
す
る
う
ち
に
、『
昨
日

は
勉
強
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、今
日
は
で
き
ま
し
た
』

な
ど
と
書
き
込
む
生
徒
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
書
き
込
み
に
対
し
て
私
が
コ
メ
ン
ト
を
返
す

と
、
別
の
生
徒
が
学
習
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
む
と
い
っ
た
や
り
取
り
を
続
け
る
中
で
、
家
庭
学

習
時
間
が
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
生
徒
と
は
真
面
目
な
話
だ
け
で
は
な
く
、
冗
談
も

交
わ
し
た
と
、
齋
藤
先
生
は
ほ
ほ
笑
む
。

　「
部
活
動
に
夢
中
で
家
庭
学
習
時
間
が
増
え
な
い

と
打
ち
明
け
る
生
徒
に
、『
夜
中
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

穴
を
掘
っ
て
練
習
で
き
な
く
す
る
よ
』
と
、
冗
談
の

コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
た
ほ
か
の

生
徒
が
、『
自
分
も
学
習
時
間
が
増
え
ま
せ
ん
。
懲

ら
し
め
て
く
だ
さ
い
』
と
言
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
が
、

み
ん
な
で
学
習
に
向
か
う
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
過
程
に

は
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
さ
ら
に
学
年
団
で
は
、
指
導
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に

回
す
た
め
、
定
期
考
査
前
に
、
成
績
不
振
者
を
対
象

と
し
た
特
別
補
習
も
実
施
し
た
。
各
教
科
担
当
と
の

調
整
役
を
任
さ
れ
た
の
が
丸
山
雄
三
先
生
だ
。

　「
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
に
確
保
し
た
上
で
、
特

別
補
習
を
各
教
科
担
任
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
定
期

考
査
の
作
問
な
ど
で
多
忙
な
時
期
だ
っ
た
た
め
心
苦

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
た
弱
点
分
野
を
示
し
な
が
ら
、『
こ

こ
だ
け
で
も
ぜ
ひ
！
』
と
お
願
い
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
1
学
年
団
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
早

い
段
階
で
表
れ
て
き
た
と
、
進
路
指
導
主
事
の
坂
口

俊
夫
先
生
は
語
る
。

　「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
２
年
生
第
１
回
で
は
、

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
の
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が
減
少
し
、

Ｂ
ゾ
ー
ン
以
上
の
生
徒
が
増
加
す
る
な
ど
、
例
年
と

は
異
な
る
結
果
が
出
ま
し
た
。
日
々
の
学
習
に
粘
り

強
く
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。
＊ 2　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。

図　スタディーサポートを軸にした指導サイクルの構築（１年次）

生
徒
と
の
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

学
習
に
向
か
う
姿
勢
を
育
む

１年次４月のスタディーサポートは、事前課題に取り組ませた上で受験。結果の振り返りと事後学習を
経て、次の模擬試験に臨ませた。スタディーサポートや模擬試験を単発の取り組みに終わらせないた
めの工夫だ。

ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

進
研
模
試
・
総
合
学
力
テ
ス
ト

実
力
診
断
テ
ス
ト

進
研
模
試
・
総
合
学
力
テ
ス
ト

ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

実
力
診
断
テ
ス
ト

進
研
模
試
・
総
合
学
力
テ
ス
ト

教
師
向
け
分
析
会

生
徒
向
け
進
路
講
演
会

教
師
向
け
分
析
会

生
徒
向
け
進
路
講
演
会

振
り
返
り
・
事
後
学
習

振
り
返
り
・
事
後
学
習

事
前
学
習

事
前
学
習

事
前
学
習

Classi

研
修
会

４月 1月７月 10月 12月

課題点と解決策を議論し、生徒に伝えるメッセージを学年団で共有

※学校資料を基に編集部で作成。
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学
年
団
の
様
々
な
取
り
組
み
は
、
ほ
か
の
学
年
団

に
も
波
及
し
て
い
る
と
坂
口
先
生
は
語
る
。

　「
生
駒
先
生
た
ち
が
始
め
た
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー

ト
を
軸
に
し
た
指
導
は
、
現
１・２
学
年
に
も
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
を
学
校
全
体
の
も
の
に

昇
華
す
る
段
階
に
来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
駒
学
年
で
あ
る
３
学
年
の
生
徒
た
ち
は
今
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
選
択
の
岐
路
を
迎
え
て
い
る
。

　「
生
徒
全
員
が
、
や
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
と

納
得
し
て
卒
業
で
き
る
よ
う
、
学
年
団
が
一
丸
と

な
っ
て
、
最
後
ま
で
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
」（
生
駒
先
生
）

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
は
、
音
楽
科
の
生
徒
に
も

及
ん
で
い
る
と
、
ク
ラ
ス
担
任
の
依よ

田だ

潤じ
ゅ
ん

子こ

先
生

は
語
る
。

　「
音
楽
科
に
は
、
難
関
国
立
大
学
を
目
指
せ
る
レ

ベ
ル
の
学
力
を
持
つ
生
徒
か
ら
、
音
楽
以
外
は
全
く

興
味
が
持
て
な
い
生
徒
ま
で
お
り
、
普
通
科
の
生
徒

以
上
に
学
力
が
多
様
で
す
。
学
力
が
向
上
す
れ
ば
進

路
の
選
択
肢
は
増
え
ま
す
か
ら
、
や
れ
ば
も
っ
と
で

き
る
生
徒
を
伸
ば
し
た
い
と
、
以
前
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
駒
先
生
に
相
談
し
た
上
で
、

学
年
会
で
『
成
績
中
上
位
層
を
伸
ば
す
授
業
を
お
願

い
し
ま
す
』
と
、
先
生
方
に
訴
え
ま
し
た
」

　
成
績
下
位
層
の
生
徒
が
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
他
の
教
師
の
不
安
を
、
依
田
先
生
は
、

「
成
績
不
振
者
の
補
習
は
、
私
が
や
り
ま
す
」
と
払

い
の
け
た
。音
楽
科
の
生
徒
に
対
す
る
授
業
の
変
化
、

そ
し
て
依
田
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
明
ら
か
に
生
徒

を
変
え
た
と
、
木
村
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
依
田
先
生
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
私
も
中
上

位
層
向
け
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
が
得

意
で
は
な
い
生
徒
も
、
一
生
懸
命
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
授
業
後
に
質
問
に
来
る
生
徒
の
多
く
が

音
楽
科
で
す
し
、『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
で
も
、
音
楽
科
の

生
徒
が
い
つ
も
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
」

進
路
指
導
主
事

坂
口
俊
夫　
さ
か
ぐ
ち
・
と
し
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

３
学
年
担
任

齋
藤
広
踏　
さ
い
と
う
・
ひ
ろ
ふ
み

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

情
報
科
。

３
学
年
担
任

依
田
潤
子　
よ
だ
・
じ
ゅ
ん
こ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

音
楽
科
。

３
学
年
担
任

木
村
祐
子　
き
む
ら
・
ゆ
う
こ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

英
語
科
。

３
学
年
担
任

丸
山
雄
三　
ま
る
や
ま
・
ゆ
う
ぞ
う

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

３
学
年
主
任

生
駒
圭
一　
い
こ
ま
・
け
い
い
ち

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

数
学
科
。

単発の取り組みになっていた各
アセスメントを、事前学習と振
り返り・事後学習でつなぎ、３
年間の指導サイクルを構築した。

特別補習や成績中上位層を伸ば
す授業の必要性を訴える教師の
情熱が、他の教師を動かした。

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

学
科
や
教
科
、
さ
ら
に
学
年
を
超
え
て
、

学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
昇
華

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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生
徒
指
導
に
関
す
る
学
校
・
教
職
員
向
け
の
基
本

書
で
あ
る「
生
徒
指
導
提
要
」が
、２
０
２
２
年
12
月
、

12
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
22
年
６
月
に
「
こ

ど
も
基
本
法
」が
成
立
し
、子
ど
も
の
権
利
擁
護
や
子

ど
も
が
意
見
を
表
明
す
る
機
会
の
確
保
等
が
法
律
上

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、い
じ
め
の
重
大
事

案
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
か
か
わ
る
問
題
、性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
、生
徒
指
導
の
課
題
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
の
見
直
し
で
す
。

　
改
訂
に
よ
っ
て
、
生
徒
指
導
は
、
生
徒
主
体
で
あ

る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
や
「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
生
徒
指
導
は
、「
児
童
生
徒
が
、

社
会
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
存

在
へ
と
、
自
発
的
・
主
体
的
に
成
長
や
発
達
す
る
過

程
を
支
え
る
教
育
活
動
」
と
定
義
さ
れ
た
の
で
す
。

た
だ
、
生
徒
指
導
を
行
う
際
の
基
本
姿
勢
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
指
導
は
学
校
だ
け
で
行
う
も

の
で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
、
専
門
機
関
な
ど
と
協

力
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
生
徒
の
成
長
・
発
達
を

包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
「
生
徒
指
導
提
要
」
の
改
訂
で
見
直
さ
れ

た
対
象
の
１
つ
に
、
校
則
が
あ
り
ま
す
。
校
則
の
意

義
や
位
置
づ
け
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
児
童
生
徒
が
遵
守
す
べ
き
学
習
上
、
生
活
上
の

生徒のよりよい成長を支える校則の実現に向けて

校則を見直すプロセスに、生徒が主体的に参画する
ことができるようにする。

学校関係者で校則の意義や根拠の共通理解を図りつ
つ、学校の教育目標に照らして校則を定める。

校則の制定後も、学校や社会の変化などを踏まえて、
現状に合う内容か検証し、見直す。

校則に違反した場合は、生徒個々の事情や状況を把
握しつつ、生徒に内省を促すような指導を行う。

学校
危機管理
基 礎 講 座

校
則
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
12
回
は
、校
則
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

12
年
ぶ
り
に「
生
徒
指
導
提
要
」を
改
訂
。

生
徒
主
体
の
生
徒
指
導
が
明
示
さ
れ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

生
徒
・
教
師
・
保
護
者
が
話
し
合
い
、

校
則
の
趣
旨
の
共
通
理
解
と
合
意
形
成
を
図
る
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

規
律
。

◎
児
童
生
徒
が
健
全
な
学
校
生
活
を
送
り
、
よ
り

よ
く
成
長
・
発
達
し
て
い
く
た
め
に
設
け
ら
れ

る
も
の
。

◎
各
学
校
が
教
育
基
本
法
等
に
沿
っ
て
教
育
目
標

を
実
現
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
や
学
校
・
地
域
の
状
況
、
時
代
の

変
化
等
を
踏
ま
え
て
、
最
終
的
に
は
校
長
に
よ

り
制
定
さ
れ
る
も
の
。

◎
学
校
教
育
に
お
い
て
社
会
規
範
の
遵
守
に
つ
い

て
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

学
校
の
教
育
目
標
に
照
ら
し
て
定
め
ら
れ
る
校

則
は
、
教
育
的
意
義
を
有
す
る
。

　
制
定
や
見
直
し
の
手
続
き
に
関
す
る
要
件
も
例
示

さ
れ
ま
し
た
（
図
）。
校
則
の
あ
り
方
は
法
令
上
の

規
定
が
な
く
、制
定
の
権
限
は
校
長
に
あ
り
ま
す
が
、

制
定
や
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
会
や
保
護
者

会
な
ど
で
校
則
に
つ
い
て
確
認
・
議
論
す
る
機
会
を

設
け
、
生
徒
や
保
護
者
な
ど
、
学
校
関
係
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
生

徒
の
参
画
は
、
校
則
の
意
義
を
理
解
し
、
自
ら
守
ろ

う
と
す
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
と
し
て
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
師
間
で
も
話
し
合

い
、何
の
た
め
の
校
則
か
、根
拠
を
含
め
て
説
明
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、少
数
派

の
意
見
も
尊
重
し
つ
つ
、生
徒
の
能
力
や
自
主
性
を

伸
ば
す
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
制
定
し
ま
す
。

　
校
則
の
運
用
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。制
定
後
は
、

制
定
の
根
拠
と
と
も
に
、
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
公
開
し
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
な
ど
の
学
校

関
係
者
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
定

期
間
が
過
ぎ
た
ら
、現
状
に
即
し
た
も
の
か
、検
証・

見
直
し
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
校
則
違
反
が
あ
っ
た
際
に
は
、
違
反
に
至
っ
た
背

景
な
ど
、
生
徒
個
々
の
事
情
や
状
況
を
把
握
し
、
生

徒
に
内
省
を
促
す
指
導
を
行
い
ま
す
。
そ
う
し
た
指

導
は
既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
校
則

の
遵
守
の
み
を
生
徒
に
求
め
て
い
な
い
か
、
改
め
て

教
師
間
で
意
識
を
共
有
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
主
体
で
校
則
を
見
直
す
こ
と
は
、
生
徒
に

と
っ
て
身
近
な
問
題
を
自
ら
解
決
す
る
と
い
っ
た
教

育
的
意
義
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
。
保
護
者
や
地
域

の
参
画
も
、
社
会
全
体
で
生
徒
の
成
長
を
支
援
す
る

と
い
う
「
生
徒
指
導
提
要
」
の
趣
旨
に
合
致
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
危
機
管
理
の
視
点
で
考
え
る
と
、
生

徒
も
保
護
者
も
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
中
、
資

質
・
能
力
や
成
熟
度
な
ど
が
様
々
な
生
徒
の
話
し
合

い
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
納
得
す
る
意
見
の
一
致
が
見

ら
れ
、
学
校
の
ル
ー
ル
を
確
立
で
き
る
の
か
と
い
っ

た
点
に
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
校
則
は
、
生
徒
指
導
の
方
針
・
基
準
を
生
徒
に
示

す
も
の
で
す
。「
生
徒
指
導
提
要
」
に
は
、
校
則
は

最
終
的
に
は
校
長
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
と
あ

り
、
最
高
裁
判
所
の
校
則
に
関
す
る
判
例
で
も
、
教

育
目
標
の
実
現
の
観
点
か
ら
、
校
長
が
最
終
決
定
す

る
こ
と
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
徒
の
主
張
に
そ
ぐ
わ
な

い
こ
と
で
も
、
校
長
が
校
則
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

図　 校則を見直す視点と、見直しのプロセス（例）

教
育
目
標
や
学
校
の
実
情
に
照
ら
し
て
、

校
長
が
最
終
判
断
す
る
場
合
も

校則を見直す視点
•学校や地域の状況、社会の変化等を踏まえて、その意義を適切に説明で
きるか
•学校の教育目標に照らして適切な内容か
•現状に合う内容に変更する必要はないか
•本当に必要なものか
•不要に行動が制限されるなど、マイナスの影響を受ける生徒がいないか

見直しのプロセス（例）
❶生徒会や学級会で生徒同士で議論したり、アンケートなどで意見を聴取
したりして、見直したい校則を洗い出す

❷生徒の議論を踏まえ、教師間で議論（根拠も含めて、校則の意義を説明
できるようにする）

❸生徒・教師で校則の原案を作成・検討
❹保護会などで、保護者の意見を聴取（適宜、学校評議会や地域の意見も
聴取）

❺生徒・学校・保護者の意見をすり合わせ、校則を制定（最終的には校長
が制定）

❻制定した校則を、その根拠とともに、学校のウェブサイトなどで公開
※文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」、坂田教授の取材を基に編集部で作成。
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　今、日本で「ウェルビーイング」という概念が広がりつつ

あります。この言葉は、1946年に採択された世界保健機関

（WHO）の憲章で使われたことがきっかけとなって広まりま

した。そこでは、「身体的、精神的、社会的にウェルビーイ

ングな状態が広義の健康である」と定義されました。ウェル

ビーイングは「満たされた状態」と訳されることもあります

が、私は「良好な状態」と訳しており、体（狭義の健康）と

心（幸せ）と社会（福祉）の「良好な状態」が、広い意味で

の「健康」であると言えます（図）。

　日本では、欧米などに比べて、ウェルビーイングの概念は

あまり普及していませんでした。最近になって注目されてい

る背景には、学問的な理由と社会的な理由があります。学問

的な理由としては、1980年代以降、ウェルビーイングに関

する研究が進み、幸せな人は寿命が長い上に、生産性や創造

性なども高いことが明らかになったことが挙げられます。日

本は、「失われた30年」と言われるほど、経済が停滞して

います。その要因には社会の制度疲労などがありますが、ウェ

ルビーイングの低さも関係していると考えられています。

　社会的な理由としては、日本人の価値観が大きく変化した

ことが挙げられます。お金や地位といった「地位財」よりも、

幸せや健康などの「非地位財」を求める傾向が強まる中で、

心の豊かさを重視するようになったことが、ウェルビーイン

グという概念への共感につながっているのでしょう。

　ウェルビーイングが大切なのは、個人の生活や人生を豊か

で幸せなものにするからだけではありません。世界は今、環

境問題や経済格差、戦争、パンデミックといった様々な課題

に直面しています。それらの課題に国際社会が協働して取り

組むためには、世界中のすべての人のウェルビーイングを実

現するという意識を、人類が共有することが必要です。その

意味で、今後ウェルビーイングは社会の中心的な概念になっ

ていくと、私は考えています。

　世界各国の幸福度を比較調査した研究は複数ありますが、

いずれも、日本は中位～下位に位置しており、ウェルビーイ

ングが上昇する余地は大きいと言えます。日本人のウェル

ビーイングが相対的に低い要因は、日本を含む東アジア諸国

は集団主義的志向が強く、個人の幸せを追求しづらいなど、

文化的・歴史的な背景があると思われます。

　ウェルビーイングを高める方法については、世界中で様々

な研究が行われています。私の研究では、「前向きにチャレ

ンジをする」「たくさん感謝をする」「失敗や不安を引きずら

ない」「他人と比較しない」といった意識を持って日々を過

ごすことで、幸福度が高まることが分かっています。

　幸せは、受動的な姿勢では得られません。健康であるため

には「健康に気をつける」のと同様に、幸せになるためには

幸せに関する知識を持ち、「幸せに気をつける」ことが大切

です。そうした知識を教育活動にも生かすことで、生徒や教

師のウェルビーイングが高まり、創造的な教育が実現するこ

とが期待できます。

　一人ひとりのウェルビーイングが尊重される社会では、誰

もが自分らしく生きられたり、やりがいを感じながら働けた

り、家族や地域などのコミュニティーの中でつながりを感じ

られたりすることから、人々は幸せを感じやすいと考えられ

ます。そうした社会を実現しようとする人々の意識や行動は、

世界の様々な問題を解決する力になるのではないでしょうか。

では、トレンド・ワードに
ついて、誌面でお伝えし切れなかった内容を
「学ぶ・働く・暮らす」の切り口で解説してい
ます。右記の２次元コードからアクセスし、
ご覧ください。

生徒の学びや進路選択、その後の人生に
影響を与えるような革新的な技術や価値
観を「社会のトレンド」として解説します。

トレンド・ワード

ウェルビーイング

慶應義塾大学大学院　
システムデザイン・マネジメント研究科　教授

前野隆司 まえの・たかし
専門はウェルビーイング、イノベーション、システム
デザイン。キヤノン株式会社に勤務後、ハーバード
大学客員教授などを経て、現職。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

体と心と社会の「良好な状態」がウェルビーイング

幸せに関する知識を持ち、前向きに行動する

解説者

ウェルビーイングとは何か図

※前野隆司・前野マドカ『ウェルビーイング』（日本経済新聞出版）を基に編集
部で作成。

（広義の健康）	Well-being
	 良好な	 状態

（狭義の）
健康

幸せ・幸福 福祉
happiness
感情としての
幸せ
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お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

学年団

教務担当お勧めの分掌

▲

担任

P. 48

P. 40

P. 50

P. 52

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

２年次　推薦型選抜の準備
千葉県・私立日

ひ の で

出学園中学校・高校　

これまでの自分と将来の自分を、
大学での学びと結びつけて語れる生徒を育む

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

国語　群馬県立桐きりゅう生高校　佐藤真紀子	 P.40

生徒の関心が高い題材の素材文を使って、
文化比較の視点から読解力の向上を図る

数学　福井県立美み方かた高校　西　繁
しげ

寿
ひさ

	 P.44

生徒から生まれた疑問をキー課題に、
連続性のある授業を展開

支援開始を早期化。１対１で「なぜ」と
繰り返し問い、希望進路を明確化

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

資質・能力の視点からの自己理解
１・２年次

社会や企業が変化する中、
就職活動を頑張る生徒をどう支援するか

「社会」と「自分」を知り、つなげる　
広島県・広島市立広島工業高校

新課程初年度でも迷わない！　各月の指導のポイントをリストアップ

３月のポイント
第２学年に向けた準備・計画と、
次年度の第１学年への引き継ぎ

クローズアップ！就 職 指 導
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

を語れる

生徒を育む進路指導
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
国
語
／
古
典
Ｂ　
［
分
野
・
単
元
］
漢
文
・
小
説
／
古
文
・
近
世
の
文
章
（
全
３
時

間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
P. 

43
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
思
考
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
の
解
説
動
画
を
視
聴
し
た
後
、中
国
と
日
本
の
鬼
・
幽
霊
の
特
徴
を
グ
ル
ー
プ

で
議
論
し
な
が
ら
、前
時
に
読
解
し
た
『
夜
行
逢
鬼
』『
新
死
鬼
』
と
『
雨
月
物
語
』
の
登
場
人
物
を
４
象
限
の
マ
ト
リ

ク
ス
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、鬼
・
幽
霊
の
認
識
が
ど
う
変
容
し
た
か
を
、個
人
で
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。

漢文の速読

授業冒頭の５分間、生徒は市販の教材で漢文の問題に取
り組み、各自で答え合わせを行った。速く正確に読むス
キルの習得や、句法の確認・定着に加えて、多くの作品
に触れ、古典の魅力を感じられるようにすることをねら
いとして、毎時間行っている。

9:55
本時の概要

さとう・まきこ　教職歴 12 年。同校に赴任して２年目。資質・能力育成部。国語科
主任。2022 年度から ICE モデルを取り入れた授業を実践。

学校概要
◎ 2021 年度、群馬県立桐生高校と同桐生女子高校が統合して開校。「ONE TEAM」
を合言葉に、生徒・教師が一丸となり、新しい学校づくりを進めている。校訓は、「獨
立自尊、自主自律、向学共励」。文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」
の指定校（第 4 期）で、全校生徒を対象に SSH のプログラムを実施。

◎設立　2021（令和３）年
◎形態　全日制・通信制／普通科・理数科／共学
◎生徒数　１学年約320 人（全日制）
◎ 2022年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、筑波大、群馬大、埼玉大、
電気通信大、東京外国語大、横浜国立大、新潟大、金沢大、信州大、大阪大、高崎経
済大、前橋工科大などに 157 人が合格。私立大は、青山学院大、学習院大、慶應義
塾大、中央大、東京理科大、法政大、明治大、立教大などに延べ 723 人が合格。

授 業 実 践

国
語

生
徒
の
関
心
が
高
い
題
材
の
素
材
文
を
使
っ
て
、

文
化
比
較
の
視
点
か
ら
読
解
力
の
向
上
を
図
る

群
馬
県
立
桐き

り
ゅ
う生

高
校

　佐
藤
真
紀
子

発問・課題設定をキーに見る

中国と日本の鬼・幽霊の特徴を議論10:20

各グループは、中国と日本の鬼・幽霊の共通点や相違点を
出し合いながら、縦軸を「現世への未練」「狂気」「勝敗」な
どと設定していった。「素材文の中の訳せない箇所につい
ては、教え合って」と佐藤先生。生徒は、グループ内で単
語や文法などを教え合いながら、読解を進めていった。

本時のキー課題
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古
典
の
授
業
は
、
教
師
が
文
法
や
句
法

を
説
明
し
、
素
材
文
を
段
落
ご
と
に
読
み

解
い
て
い
く
講
義
型
が
一
般
的
で
す
。
私

も
か
つ
て
は
そ
う
し
た
授
業
ス
タ
イ
ル
で

し
た
。
し
か
し
、
文
法
や
句
法
の
説
明
が

中
心
の
授
業
で
は
、
素
材
文
の
面
白
さ
を

感
じ
る
前
に
、
古
典
に
苦
手
意
識
を
持
っ

て
し
ま
う
生
徒
が
一
定
数
い
る
と
い
っ
た

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
前
任
校
で
は
、
文
法
や
句
法
の

知
識
を
あ
る
程
度
学
ん
だ
２
年
生
を
担
当

し
た
際
、
予
習
を
不
要
と
し
、
授
業
の
最

初
に
、
生
徒
同
士
で
相
談
し
な
が
ら
素
材

文
を
読
解
す
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
初
見
の
素
材
文
で
も
、

生
徒
は
文
法
や
内
容
に
つ
い
て
分
か
ら
な

い
点
を
教
え
合
い
な
が
ら
読
み
進
め
た
の

で
す
。
ま
た
、
生
徒
同
士
が
教
え
合
っ
て

い
た
内
容
を
聞
く
と
、
文
法
に
お
い
て
も
読

解
に
お
い
て
も
、
生
徒
は
私
が
想
定
を
し

て
い
な
か
っ
た
つ
ま
ず
き
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が

教
え
合
う
中
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
つ
ま

ず
き
を
確
認
し
た
上
で
、
私
が
解
説
を

す
る
と
、
授
業
を
効
率
的
に
進
め
ら
れ 

3

5

2

6

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

素
材
文
へ
の
関
心
を
高
め
て
か
ら
、

文
法
や
句
法
の
習
得
に
進
む

『雨月物語』の動画を視聴

本時のまとめ

佐藤先生は、本時で使用するレポート用紙と自己評価のルー
ブリックを生徒に配布後、本時の課題が、前時に読解した『夜
行逢鬼』『新死鬼』を踏まえて、中国と日本の鬼・幽霊を比
較することであると説明。日本の鬼・幽霊を理解するため、
生徒は『雨月物語』の解説動画を視聴した。

グループでの議論を踏まえ、鬼・幽霊についての自身の認識
がどのように変化したかを考察し、レポートにまとめた。あ
る生徒は、中国と日本における鬼・幽霊の捉え方の違いに加
えて、自然災害と鬼の関連性など、社会的な背景にまで視野
を広げて考えをまとめていた。

佐藤先生は、「自分の考える鬼と違う点はありましたか」「『雨
月物語』では、宮木の生前の話から始まりましたが、漢文
では、鬼たちが死んだ理由は書かれていません。そうした
違いにも着目しましょう」と投げかけた。授業終了後もレ
ポートを熱心に書き続ける生徒もいた。

10:00

10:3510:40

素材文の登場人物を４象限で整理

生徒は４〜６人ずつでグループを組み、３つの物語の登場
人物を、端末の４象限のマトリクスに整理。横軸は全グルー
プ共通の「うらめし度」、縦軸は各グループで話し合って設
定した。生徒は「会えないから恨めしい？」「磯良は、復讐
しないよね？」などと考えを出し合った。（©Google）

10:13

鬼・幽霊についての自己認識を考察

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
授
業
改
善
を
繰
り
返

す
う
ち
に
、
単
元
の
冒
頭
に
生
徒
同
士
で

素
材
文
を
読
ん
で
大
意
を
把
握
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
素
材
文
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
た
上
で
読
解
を
深
め
て
い
き
、
最
後

に
文
法
や
句
法
の
解
説
を
行
う
、
現
在
の

単
元
構
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、「
古
典
探
究
」
の
要
素

を
取
り
入
れ
て
文
化
比
較
を
行
お
う
と
考

え
、
中
国
と
日
本
の
鬼
・
幽
霊
に
つ
い
て

考
察
す
る
課
題
を
設
け
ま
し
た
。
素
材
文

は
、
教
科
書
の
『
夜
行
逢
鬼
』
に
加
え
、

中
国
の
鬼
・
幽
霊
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
の
『
新
死
鬼
』
と
、
日
本
の
鬼
・

幽
霊
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
『
雨
月

物
語
』
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
鬼
は
ア
ニ
メ
な
ど
に
よ
く
登
場
す
る
た

め
、
生
徒
は
興
味
が
あ
り
、
よ
く
知
っ
て

い
る
概
念
で
す
。
古
典
に
親
し
む
た
め
の

格
好
の
題
材
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
た

だ
、
鬼
の
性
格
は
、
日
本
と
中
国
で
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
鬼
は
、
人

を
呪
い
殺
す
よ
う
な
怖
い
存
在
で
す
が
、

中
国
の
鬼
は
、
人
間
に
い
た
ず
ら
を
し
て

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
生
徒
が
根
拠
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
根
拠
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
読
解

に
求
め
ら
れ
る
根
拠
を
、
古
典
で
も
意
識

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
授
業
改
善
に
も
活

用
し
て
い
ま
す
。
特
に
古
典
で
は
、
知
識
・

技
能
の
習
得
で
つ
ま
ず
く
生
徒
が
多
い
た

め
、
自
己
評
価
を
継
続
的
に
行
い
、
知
識
・

技
能
に
関
す
る
自
己
評
価
の
変
容
を
踏
ま

え
て
、授
業
の
改
善
点
を
探
っ
て
い
ま
す
。

人
間
か
ら
懲
ら
し
め
ら
れ
る
存
在
で
す
。

　
小
説
の
展
開
に
も
、
日
本
と
中
国
で
違

い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
小
説
で
は
、
物

語
の
因
果
関
係
が
重
視
さ
れ
、
納
得
感
の

あ
る
結
末
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す

が
、
中
国
の
小
説
は
、『
夜
行
逢
鬼
』
の

よ
う
に
、
最
後
に
鬼
が
羊
に
な
る
な
ど
、

脈
絡
の
な
い
よ
う
な
話
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
生
徒

が
日
本
と
外
国
の
文
化
の
共
通
点
や
相
違

点
を
考
え
ら
れ
る
授
業
に
し
よ
う
と
、
単

元
計
画
を
練
り
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、中
国
と
日
本
の
鬼
・
幽
霊
の

違
い
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
、
４
象
限
の

マ
ト
リ
ク
ス
を
活
用
し
ま
し
た
。
横
軸
は
、

最
も
違
い
が
出
そ
う
な「
う
ら
め
し
度
」を

全
グ
ル
ー
プ
共
通
と
し
、
縦
軸
は
、
各
グ

ル
ー
プ
で
設
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
中
国
と
日
本
の
鬼
・
幽
霊
の
違
い
を
明

確
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
縦
軸
と
す
る
た

め
に
は
、
物
語
の
内
容
や
登
場
人
物
の
位

置
づ
け
を
十
分
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
設
定
し

た
「
現
世
へ
の
未
練
」
は
、
幽
霊
に
な
っ

た
経
緯
を
重
視
す
る
『
雨
月
物
語
』
と
、

生
前
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
な
い
漢
文

の
小
説
の
違
い
を
踏
ま
え
た
、
登
場
人
物

の
配
置
が
可
能
な
適
切
な
指
標
だ
と
思
い

ま
す
。
一
方
、「
鬼
の
頭
の
よ
さ
」
と
設
定

し
た
グ
ル
ー
プ
は
、『
夜
行
逢
鬼
』『
新
死
鬼
』 

の
内
容
を
中
心
に
考
え
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
人
間
に
だ
ま
さ
れ
る
間
抜
け
な

幽
霊
も
い
る
こ
と
に
引
っ
張
ら
れ
て
、『
雨

月
物
語
』
の
幽
霊
の
位
置
づ
け
が
難
し
い

軸
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
縦
軸
の
設
定
は
、
物
語
の
核
心
に
触
れ

る
も
の
で
す
。
次
時
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ

が
軸
と
し
て
設
定
し
た
も
の
と
、
そ
れ
を

設
定
し
た
理
由
を
発
表
し
、
軸
と
し
て
設

定
し
た
も
の
が
適
切
で
あ
っ
た
か
を
、
私

が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て
、

生
徒
の
読
解
が
不
十
分
だ
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
文
法
や
句
法
の
指
導
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。
生
徒
が
、
素
材

文
を
正
し
く
読
解
す
る
た
め
に
は
、
文
法

や
句
法
の
知
識
が
必
要
だ
と
理
解
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
時
で
は
、
生
徒
が
自
身
の
成

長
を
認
識
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
（
図
。
＊
１
）
で
自
己
評
価
し
ま

す
。
教
師
も
、
同
じ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
生

徒
一
人
ひ
と
り
を
評
価
し
、
生
徒
の
自
己

評
価
が
「
Ｃ
」
で
も
、教
師
が
見
た
ら
「
Ｉ
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
己
評
価
の
妥
当
性

に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
例

え
ば
、
思
考
力
の
「
Ｃ
」
で
は
「
根
拠
」

図　自己評価のＩＣＥルーブリック

自
己
評
価
で
到
達
度
を
見
取
り
、

授
業
改
善
に
生
か
す

評価材料 I（考え・基礎） C（つながり・活用） E（応用・ひろがり）

知識・
技能

定期考査

【使役・禁止】な
ど の 句 法 に 気 づ
き、適切に訳すこ
とができた。

【強い否定・疑問】の句
法に気づき、訓読や文
脈から適切に訳すこと
ができた。

【置き字】に気づき、文脈
から適切に書き下すことが
でき、他の用法との違いを
整理できた。

思考力 レポート
各文章に登場した
鬼（幽霊）を比較
できた。

比較の際に、本文に根
拠を求めることができ
た。

読んだ文章以外からも怪
異小説などに登場する鬼

（幽霊）を比較できた。

主体性
４象限の
マトリク

ス

縦軸と横軸の項目
立てを意識して本
文を読むことがで
きた。

複数の本文を縦軸項目
を立てることを意識し
て読んだり、分析した
りすることができた。

複数の本文を読んだり、分
析したりしたことを、他の
作品でもあてはまるものが
ないかを考えた。

※学校資料を基に編集部で作成。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

「
古
典
探
究
」
を
見
据
え
、
課
題
に

文
化
比
較
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

＊１　 ICE モデル・ICE ルーブリックは、スー・F. ヤング博士とロバート・J. ウィルソンによって日本に紹介された学習・評価方法。I・C・E は、Ideas（基礎的知識）、
Connections（つながり）、Extensions（応用）で、それぞれ学びの段階（フェーズ）であり、そのフェーズ構成が「人の成長を促すフレームワーク」として機能する。
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主体的・対話的で深い学び

　今
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
改
め
て
か
ら
、

生
徒
は
素
材
文
の
読
解
に
は
文
法
や
句
法

の
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、

意
欲
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
後
の
課
題
は
、
生
徒
が
精
読
に
し
っ

か
り
つ
い
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。グ
ル
ー
プ
の
学
び
合
い
に
よ
っ
て
理

解
は
深
ま
っ
た
も
の
の
、
独
力
で
読
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
力
は
ま
だ
身
に
つ
い
て

い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒

では、 本時の授業の
様子をダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

が
意
欲
・
関
心
を
持
っ
て
学
び
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
全
体

の
底
上
げ
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
身
に
つ
け
た
力
を
、

独
力
で
活
用
で
き
る
よ
う
に

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】国語・古典 B　【分野・単元】漢文・小説／古文・近世の文章 　【テーマ・作品】『夜行逢鬼』『新死鬼』『雨月物語』
【設定時数】全３時間（本時は２時間目）　【単元目標】中国文化と日本文化の関係について理解を深める。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１
•『夜行逢鬼』
『新死鬼』の
読解

• 粘り強く、素材文を
読み解くことができ
る。

【思考力、主体性】

①『夜行逢鬼』『新死鬼』を読解し、漢文の
小説における「鬼」について理解する。

②４象限のマトリクスを示し、次時に取り組む
素材文を読み比べる課題について、教師が
説明する。

【主体的な学び】４象限の縦軸とな
る項目を見つけられるようにし、学
習の見通しを持たせる。　【対話的
な学び】読解した内容を互いに伝
え合う場を設ける。　【深い学び】
４象限の縦軸となる項目を決める
よう、各グループに意識させる。

2

•中国と日本の
鬼・ 幽 霊 の
共 通 点・ 相
違点を議論

•互 い に 意 見を出し
合ったり、相手の意
見を尊重したりする
ことができる。

•自分の考えの変化を
言語化することがで
きる。

【知識、思考力、主体性、
協働性】

①４象限のマトリクスを示し、素材文を読み比
べる課題について、教師が説明する。

②『雨月物語』について解説した動画 (NHK 
for school) を、生徒が視聴する。

③生徒はグループを組み、前時に読解した『夜
行逢鬼』『新死鬼』と、『雨月物語』の内容
を踏まえ、中国と日本の鬼・幽霊の共通点
や相違点について考察する。

④生徒は個人で、鬼・幽霊に対する自身の
認識の変容をレポートにまとめる。

【主体的な学び】４象限の縦軸の項
目をどのように決めたのか、理由を
言語化させる。　【対話的な学び】
読解した内容を互いに伝え合う場
を設ける。　【深い学び】中国と日
本の文化の違いに着目できるよう
にし、鬼・幽霊に対する自身の認
識の変容を意識させる。

• ４象限の
縦軸の作
成

• レポート

3

•中国の小説と
日本 の 小 説
との 違 い に
ついて考察

• 重 要 句 法 の
確認

•互いの意見を踏まえ
て、素材文の読解を
深めることができる。

• 句法を正しく身につ
けることができる。

【知識、主体性】

①前時に作成した４象限のマトリクスやレポー
トを、クラス全体で共有。生徒は、自分の
認識と他者の認識とを比較して、『夜行逢鬼』

『新死鬼』『雨月物語』の読解を深める。
②重要句法等を確認する。
③ルーブリックを用いて自己評価を行う。

【主体的な学び】ルーブリックを見
ながら自己評価を行い、自身の認
識の変容をメタ認知させる。

• 記述演習
• 自己評価

※佐藤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

＊２ 株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサー
ビス。　＊３ テキストデータを視覚化するための方法で、テキスト内に頻出している単語ほど大きく表示される。無料で利用できるツールもある。

　本校では、単に点数をつけるだ
けでなく、「生徒の学習意欲につな
がる評価」を目指し、学習評価の
あり方について模索しています。
本校の生徒には、教師からの叱咤
激励に奮起するというよりも、褒められることでやっ
てみようという意欲が湧く傾向があります。そこで国
語科では、2022 年度の１学年において、学習内容の
まとめや気づきを「Classi」（＊２）に入力する、振
り返りの場を設けています。教科担当者や担任は、生
徒一人ひとりの振り返りを読み、生徒が前向きになる
よう、励ましやアドバイスの言葉を返しています。ま
た、ワードクラウド（＊３）を使って、振り返りの中
で多く出てきた言葉を抽出することにより、成果や課
題を把握して授業改善に生かす試みも始めました。
　生徒が自分の考えや疑問を 100 字でまとめる「100
字コメント」を、「主体的に学習に取り組む態度」の
評価材料にするクラスもあります。その取り組みでも、
担任が生徒に丁寧にフィードバックをしており、模擬
試験の成績が他クラスよりも伸びていました。生徒の
思考を教師が受け止めることが、生徒を伸ばす学習評
価になると改めて感じています。

生徒の意欲を高める学習評価を目指す
教務主任（国語科）　七

なな

原
はら

  登
のぼる

先生

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

 高校版  2023 February43

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 43 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/24
引寺

色
校

02/02
玄塲 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P40-43_view-next-koukou-2g.indd   43P40-43_view-next-koukou-2g.indd   43 2023/02/02   11:512023/02/02   11:51



1

4
本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
数
学
／
数
学
Ⅱ　

［
分
野
・
単
元
］
微
分
法
と
積
分
法
／
微
分
法
（
全
13
時
間
の
う
ち
の
７
時
間
目
。
P. 

47
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］ 

増
減
表
を
作
成
し
て
グ
ラ
フ
の
概
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
前
時
の
学
習
を
受
け
、
３
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
対

称
性
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
。

前時に上がった疑問について確認

本時のテーマは、前時の授業で生徒から上がった「３次
関数のグラフの極大値を頂点とした山は、左右同じ傾き
で降りているか」という疑問を解消することであると、
西先生が説明するとともに、その疑問について考えるた
めの練習問題の解答を、代表の生徒が板書した。

11:40
本時の概要

にし・しげひさ　教職歴 30年。同校に赴任して３年目。数学科。2学年主任。学習内
容を土台に、「想像力を働かせて仮説・予想を立てる力」「対話的な学びを通して理解
を広げ、深め、創造的に思考する力」の育成を目指す。その実現のために、「目標設定
と振り返り」「生徒の見取り」「生徒の対話」を重視した授業実践に注力している。

学校概要
◎「明・強・清」が校訓。地元の 3中学校で、普通科連携クラスへの進学を希望す
る生徒を選考し、中学３年次に「連携クラス」を編成。週１回、同校の教師が、各中
学校の数学、英語の授業に入り、中学校の教師とチーム・ティーチングを行っている。

◎設立　1969（昭和 44）年
◎形態　全日制／普通科、生活情報科、食物科／共学
◎生徒数　１学年約140人
◎ 2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、筑波大、福井大、大阪教育大など
に 20人が合格。私立大は、佛教大、立命館大などに延べ 64人が合格。短大・専門
学校進学 45人。就職・公務員 27人。

授 業 実 践

数
学

生
徒
か
ら
生
ま
れ
た
疑
問
を
キ
ー
課
題
に
、

連
続
性
の
あ
る
授
業
を
展
開

福
井
県
立
美み

方か
た

高
校

　西
　繁し

げ

寿ひ
さ

発問・課題設定をキーに見る

３次関数のグラフの対称性へと導く12:10

次に西先生は、x=0 から右の部分のグラフがどのような形
かを確認した上で、x=2 の時の y の値が極大値（y=4）よ
りも大きいかどうか問いかけた。そして、対称性について
の考察を深める手がかりとして、因数定理を使って３次方
程式 x

3+3 x2−4=0 を解くことを提案した。
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　「
解
い
た
こ
と
が
あ
る
問
題
は
解
け
る
け

れ
ど
、
初
め
て
見
る
問
題
だ
と
、
ピ
タ
ッ

と
思
考
が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
」。
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
そ
れ

ほ
ど
月
日
が
経
っ
て
い
な
い
あ
る
時
、
１

人
の
生
徒
が
私
に
そ
う
言
い
ま
し
た
。
模

擬
試
験
で
は
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
の
に
、

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
…
…
。
そ
の
時
か
ら

私
は
、
自
分
の
授
業
を
通
じ
て
、
生
徒
は

ど
こ
で
つ
ま
ず
く
の
か
、
そ
の
つ
ま
ず
き

を
ど
う
す
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
、
生
徒
に

数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
が
身
に
つ
く
の

か
を
追
究
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
解
答
・
解
説
を
読
ん
だ
ら
分
か
っ
た
」

と
言
う
生
徒
の
言
葉
は
、
本
人
に
自
力
で

答
え
に
た
ど
り
着
く
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
生
徒
の

つ
ま
ず
き
を
研
究
す
る
中
で
私
は
、
問
題

を
正
確
に
把
握
す
る
力
の
育
成
が
１
つ
の

鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
他
者
と
対
話
し
、
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
自
分
と
は
違
っ
た
視
点

か
ら
も
把
握
す
る
。
そ
し
て
、
他
者
と
と

も
に
、
複
数
の
計
画
を
立
て
、
時
に
混
乱

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

初
め
て
見
る
問
題
で
も

思
考
し
続
け
ら
れ
る
力
を
育
む
授
業

問われている内容を確認

授業後の主体的な学び

生徒が解答を板書したのは、３次関数 y =x
3+3x

2(−3≦
x≦ 2)の最大値と最小値を求める問題。西先生は、導関数
f'(x)==3x

2+6xのグラフと増減表、３次関数 y=x
3+3x

2のグ
ラフをかいているかどうかを生徒たちに確認しながら、解
答について解説した。

さらに西先生は、３次方程式を解かなくても、３次関数のグ
ラフが変曲点に関して点対称であることに着目すれば、y=4
となる xの値が求められることを説明。生徒が、３次の係数
が負の３次関数の最大値と最小値を求める問題に取り組み始
めたところで授業は終了。

授業が終わった後も、生徒たちはグループで、あるいは個
人で練習問題に取り組む様子が見られた。西先生の授業が
連続性のあるものだと認識しているため、理解をあいまい
なままにしない習慣が生徒に身についていることがうかが
えた。

11:45

12:1512:20

前時に上がった疑問について考察

練習問題のグラフを基に、改めて「極大値を頂点とした山は、
左右同じ傾きで降りているか」を問い、席が隣の生徒同士
で話し合わせた後、さらに、x=−2から x=0の間で、グラ
フの傾きがどう変化しているか、その理由とともに生徒に
問いかけ、話し合わせた。

11:50

練習問題を通じた振り返り
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を
経
験
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
問
題
に
対

す
る
ベ
ス
ト
の
解
決
策
を
模
索
す
る
よ
う

な
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
数
学
で
は
、
解
法
が
複
数
あ
る
こ
と
も

多
い
で
す
か
ら
、
生
徒
が
選
択
し
な
か
っ

た
解
法
を
使
っ
て
問
題
を
解
か
せ
る
経
験

も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ほ
か
に
も
解

法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
生
徒
自

身
の
中
か
ら
次
の
課
題
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
授
業
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

生
徒
は
探
究
的
な
学
び
を
積
み
重
ね
る
中

で
、「
初
め
て
の
問
題
」
で
も
思
考
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
単
元
を
問
わ
ず
、
共
通
の
数
学

の
学
び
方
を
、
生
徒
と
丁
寧
に
確
認
す
る

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
年
度
最
初

の
授
業
で
は
、
学
習
方
法
と
記
憶
の
関
係
、

予
習
・
復
習
の
取
り
組
み
方
な
ど
を
説
明

し
、
自
分
の
学
び
方
を
常
に
検
証
し
な
が

ら
、
１
年
間
の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
（
図
）。

　
本
時
の
キ
ー
課
題
は
、「
極
値
を
持
つ
３

次
関
数
の
グ
ラ
フ
に
対
称
性
は
あ
る
か
ど

う
か
の
検
証
」
で
す
。「
極
値
を
持
つ
３
次

関
数
の
グ
ラ
フ
に
対
称
性
は
あ
る
か
」
と

き
な
集
団
を
牽
引
す
る
ク
ラ
ス
づ
く
り
で

す
。全
体
を
引
っ
張
る
小
集
団
の
メ
ン
バ
ー

は
、
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
直
面
し

た
課
題
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
授
業
後
、
気
づ
い
た
こ
と
や
疑
問
を
生

徒
が
主
体
的
に
語
り
合
う
様
子
を
見
て
、

教
室
全
体
に
学
び
を
広
げ
る
土
壌
が
培
わ

れ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
机
間
巡
視

中
、
私
が
意
図
的
に
、「
○
○
さ
ん
、
よ
い

気
づ
き
だ
ね
」
と
い
っ
た
感
嘆
の
声
を
上

げ
る
と
、
す
ぐ
に
他
の
生
徒
た
ち
が
、
自

席
を
離
れ
て
そ
の
生
徒
に
話
を
聞
き
に
行

い
う
問
い
は
、
前
時
の
授
業
中
に
生
徒
か

ら
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
増
減
表
を
作
成

し
て
グ
ラ
フ
を
か
か
せ
て
い
る
と
、
１
人

の
生
徒
が
、「
山
は
左
右
同
じ
傾
き
で
か

い
て
よ
い
の
で
す
か
」
と
質
問
し
た
た
め
、

そ
れ
を
本
時
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
教
科
書

の
練
習
問
題
を
使
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
本
時
は
ま
ず
、
前
時
の

授
業
で
質
問
し
た
生
徒
が
練
習
問
題
の
解

答
を
板
書
し
て
か
ら
、
授
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
前
時
の
授
業
中
に

生
ま
れ
た
生
徒
の
疑
問
を
キ
ー
課
題
と
し

て
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
生
徒
も
、
授
業
中
に
次
の
授
業
に
つ
な

が
る
問
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
よ
く
理
解

し
て
い
ま
す
か
ら
、
特
に
授
業
の
最
後
に

出
す
問
題
に
は
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

本
時
の
終
了
後
も
、
最
後
に
出
し
た
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
が
複
数
見

ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
数

学
の
授
業
の
振
り
返
り
は
、
単
に
何
が
分

か
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
次
の
授
業
で
何
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る

の
か
を
考
え
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
な
お
、
本
時
で
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
の

は
、
３
次
の
係
数
が
正
の
３
次
関
数
の
最

大
値
と
最
小
値
を
求
め
る
問
題
で
し
た
が
、

x
が
ど
の
値
の
時
に
最
大
値
を
取
る
の
か

に
つ
い
て
も
、
３
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
対

称
性
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
定
義
域
の
端
の

値
で
あ
るx =

2

を
代
入
し
て
極
大
値
と
比

較
し
な
く
て
も
、x =

2

で
最
大
値
を
取
る

こ
と
が
分
か
る
こ
と
を
、
本
時
の
授
業
の

ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
伝
え
ま
し
た
。

　
私
が
数
学
の
授
業
を
通
し
て
実
現
を
目

指
す
の
は
、
思
い
の
強
い
小
集
団
の
メ
ン

バ
ー
が
、
周
囲
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
大

図　年度初めの授業で示す「数学への取り組み方」（抜粋）
●
成
果
と
展
望

互
い
の
気
づ
き
や
疑
問
を

財
産
と
す
る
学
び
の
集
団
に

■ノートは３冊作る
①授業用　②復習問題集用　③テスト直し用　（可能であれば、④入試準備問題演習用）

■2022年４月〜23年３月進度予定

月 主な
模擬試験 テスト 範囲 時数の

目安
入試準備
演習の範囲

４月 県連模試 スタディー
サポート

式と証明（数学Ⅱ）
等式と不等式の証明（数学Ⅱ） 15 県連模試

５月 中間考査
複素数と2次方程式（数学Ⅱ）
高次方程式（数学Ⅱ）
点と直線（数学Ⅱ）

17

６月 期末考査 円の方程式（数学Ⅱ）
軌跡と領域 ( 数学Ⅱ ) 18 県連模試

７月 県連模試 スタディー
サポート 三角関数（数学Ⅱ） 20

■予習で磨く思考力、復習で鍛える解答遂行力
〈予習〉	①教科書を読み、大切なところをチェックする
	 ②例題を解く
	 ③分からないところを明確にする
※	授業終了時には、次時の予習ページを告知する。（目安は 3～ 4ページ／１時間）

■入試準備問題演習の取り組み方
〈予習〉	•予習で思考力（解法を見つけ出す力）を磨く
	 •実験する、式にする、図にする、論理（必要、十分、同値）を駆使する
〈授業〉	•授業でポイントを学ぶ（予習段階ですっきりしなかった事柄を解決する）

	•手がかりのつかみ方、解法の比較、計算の技術、答案作成上の注意事
項などを学ぶ

※学校資料を基に編集部で作成。

大学入試対策

予習の仕方

ノートの作り方

授業の進度

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
の
問
い
を
起
点
に
、

次
の
授
業
を
展
開
す
る

46 高校版  2023 February

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 46 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

02/02
井上

念
校

02/06
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P44-47_view-next-koukou-2g.indd   46P44-47_view-next-koukou-2g.indd   46 2023/02/06   10:482023/02/06   10:48



主体的・対話的で深い学び

き
、
再
び
自
席
に
戻
っ
て
話
し
合
う
の
は

あ
た
り
前
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
室

の
中
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
自
分
た

ち
の
共
有
財
産
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
す
。

　授
業
後
も
問
題
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

か
ら
は
、
難
問
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
は
諦

め
な
い
粘
り
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
初
見
の

問
題
で
も
、
周
囲
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い

な
が
ら
考
え
続
け
る
生
徒
が
増
え
た
と
思

い
ま
す
。
授
業
で
生
ま
れ
た
疑
問
を
「
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
」
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
探
究
す
る
価
値
の
あ
る
問
い
と
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
学
び
続

け
る
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。
人
生
を
通

じ
て
問
い
続
け
、
思
考
し
続
け
る
と
い
う
、

ま
さ
に
教
科
を
超
え
た
力
を
、
数
学
の
授

業
で
高
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

では、 本時の授業の
様子をダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】数学・数学Ⅱ　【分野・単元】微分法と積分法／微分法 　【テーマ・作品】3 次関数のグラフの対称性　【設定時数】
全 13 時間 ( 本時は７時間目）　【単元目標】微分法について理解し、その有用性を認識するとともに、事象の考察に活用できるよ
うにする。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１
•単元目標の共有
• 平均変化率と微
分係数（定義）

気軽に話せる場で思いつく
ことを意見交換しながら、
思いつきを予想・確信に高
める。

【知識、技能、思考力、判
断 力、表 現 力、主体 性、
多様性、協働性】

①既習の１次関数、２次関数と比較して、
３次関数のグラフを予想させる。
②接線の傾きに注目するという概念・アイ
デアと単元目標を共有する。
③平均変化率と微分係数（定義）を理解
させる。

【主体的な学び】自分自身のアイデアを生
かして、間違いを恐れずに自由に発想でき
る雰囲気を大切にする。　【対話的な学び】
思いつきが妥当か、根拠を挙げながら予想
させる。　【深い学び】自分自身の思いつき、
他者の思いつきから、妥当な予想を立てる
ように指導する。

• 主体的 ･ 対話
的に取り組んで
いるかを見取る。
• 根拠を挙げな
がら思考を深め
ているかを見取
る。

2 微分の定義
(x

n
)'＝nx

n-1

数列等、他の単元で学ん
だことも生かし、規則性を
意識しながら予想・計算
を進める。

【知識、技能、思考力、主
体性】

①定義に従って微分することで (x
n
)'＝nx

n-1

（n=2,3,……）を導かせる。
※二項定理にも踏み込む。
※数学的帰納法には深入りしない（余裕の
ある生徒には質問を投げかける）。

【主体的な学び】これまでに学んできた具
体→一般、単純→拡張の原則に沿って自
ら学習を進めさせる。　【対話的な学び】
成果を仲間と共有・確認しながら学習を進
めさせる。　【深い学び】定義（知識・技能）
の確実な習得に加え、数学的な見方・考
え方を生かしながら、予想、検証、確認す
るように促す。

• 主体的・対話
的 に 学 び を 進
め、自己の理解・
思考を広げ、深
めているかを見
取る。

3 関数の実数倍、和、
差、積の微分

•前時の復習をしつつ、円
滑に学習を接続する。
•具体例の理解を基に抽
象化することで、概念を形
成し、確かな表現ができ
るようになる。

【知識、技能、判断力、表
現力、主体性】

①前時の復習（定義に従って微分する）
n=1,0 の場合の検証も行う。
②実数倍の微分、関数の和の微分・差の
微分、関数の積の微分について、定義を
基にして性質を確認した上で練習を行う。
※積の導関数（数学Ⅲ）には深入りしない。

【主体的な学び】疑問を残さないように注
意を促すことで、新たな学習課題を持たせ
る。　【対話的な学び】仲間の学習状況に
も気を配り、成果を共有させることで、学
び合う集団の活性化を図る。　【深い学び】
具体と抽象を行き来させることで、抽象的
な表現に慣れさせ、抽象的な思考力の育
成･ 概念の形成を図る。

•定義に従って
微分することが
できているかを
見取る。
※定義と図形的
意味がリンクし
ているか。

7

３次関数のグラフ
の対称性
※ 生 徒 の 学 習 状
況、授業の進度に
応じて、適 切な時
期にこの内容を取り
上げる
→対称性に関する
一 般 的な 証 明は、
積分法の後に取り
扱う

• 個々の発見、気づきを
仲間と共有することによ
り、主体的 ･ 対話的に学
習を進め、深い学びにつ
ながるように協働する。
• 薄々気がついているが、
言 葉にならない発見を、
仲間や教師の手を借りて
拾い上げる。

【知識、技能、思考力、判
断 力、表 現 力、主体 性、
多様性、協働性】

①生徒の言動から学習課題を拾い上げ、
クラス全体の学習課題とする。
• 想定される事項
１　極値の有無
２　変曲点に関して対称
３　凹凸に関する考察
４　y=f(x) のグラフとy=f'(x) のグラフの関
係
５　極値と同じ y の値を取る x の値　
※生徒から出てこない場合は、教師から
問いかける。
※ 必要に応じて、「因数定理」について指
導する。

【主体的な学び】発見するワクワク感を大
切にさせる（急がせない）。　【対話的な
学び】「なぜ」と問いかけること、その問い
に理由をつけて答えることを指導する（あ
いまいな言葉を許容し、できる限り数学的
な表現に言い換えられるとよいとする）。　

【深い学び】生徒相互による答案の検討、
教え合いによって、個の学びの成果を共有
するだけでなく、個人が自身の理解を深化・
拡充させることをねらう。

•「なぜ」という
問いかけ、「～だ
から」という対
話を行っている
かを見取る。

8 方程式への応用

•方程式に応用する（グラ
フと方程式の解の関係に
ついて理解し、習熟する）
•できる限り数学的な表現
を用いて満点答案を作成
する

【知識、技能、思考力、判
断 力、表 現 力、主体 性、
協働性】

①３次方程式の解の個数だけでなく、解の
正負、解の値の大小についても理解させる。
②これまでに学んだことを基に、満点答案
を作成するように意識させる。
※自分たちの手で導き出した「３次関数の
グラフの対称性」も確認・活用させる。
※余裕のある生徒には、「接線の引ける本
数」の問題等を提示する。
　（授業計画表の配布）

【主体的な学び】「静かに取り組む時間帯」、
「意見交換をする時間帯」を設定し、学習
の活性化を図る。　【対話的な学び】 「静
かに取り組む時間帯」、「意見交換をする
時間帯」を設定し、学習の活性化を図る。
　【深い学び】他者との対話で得たことを、
自身の納得感や理解の深化につなげるよ
うに働きかける。

•自分の力で解
きたいと考えて
取り組めている
か、表情、教室
の雰囲気から推
測し、見取る。

※西先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全13 時間分は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。
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首
都
圏
の
私
立
大
学
へ
の
進
学
者
が
多
い
千
葉

県
・
私
立
日
出
学
園
中
学
校
・
高
校
は
、
推
薦
型

選
抜
志
望
者
を
教
師
が
１
対
１
で
支
援
す
る
メ
ン

タ
ー
制
度
を
、
２
年
次
の
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
に
同
制
度
を
設
け
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
推
薦
型
選
抜
の
指
導
は
、
生
徒
か
ら
受
験
の
相
談

を
受
け
て
か
ら
始
め
て
い
た
た
め
、
多
く
の
場
合
、

３
年
次
に
慌
て
て
着
手
す
る
状
況
だ
っ
た
。し
か
も
、

推
薦
型
選
抜
志
望
者
の
進
路
意
識
に
課
題
が
あ
っ
た

と
、
高
校
２
学
年
主
任
の
坂
井
郁い

く

子こ

先
生
は
語
る
。

　「
特
に
指
定
校
制
の
推
薦
型
選
抜
で
は
、
早
く
進

路
を
決
め
た
い
だ
け
の
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、

志
望
す
る
学
部
・
学
科
で
学
び
た
い
理
由
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
進
学
す
る
生
徒
も
い

ま
し
た
。
大
学
進
学
の
動
機
を
内
発
的
な
も
の
に
変

え
る
に
は
、
生
徒
が
進
路
に
向
き
合
う
時
間
が
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
推
薦
型
選
抜
の
指

導
を
次
の
よ
う
に
改
め
た
（
図
）。
２
年
次
の
９
月
、

こ
れ
ま
で
の
推
薦
型
選
抜
の
合
格
体
験
談
を
踏
ま
え

つ
つ
、
教
師
が
推
薦
型
選
抜
の
仕
組
み
を
解
説
す
る

説
明
会
を
実
施
。
推
薦
型
選
抜
志
望
者
は
、
10
月
ま

で
に
、
志
望
校
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
志
望
理
由
を

ま
と
め
て
進
路
指
導
部
に
提
出
す
る
。
進
路
指
導
部

は
、
生
徒
の
志
望
学
部
に
応
じ
て
、
ま
た
、
人
数
が

偏
ら
な
い
よ
う
に
、
各
教
科
に
生
徒
を
割
り
振
る
。

そ
し
て
、
各
教
科
内
で
、
指
導
を
担
当
す
る
教
師
を

決
め
、
入
試
本
番
に
向
け
て
、
志
望
理
由
書
の
作
成

や
模
擬
面
接
な
ど
の
指
導
を
１
対
１
で
行
う
。

　
説
明
会
に
は
、
１
学
年
の
う
ち
約
８
割
が
参
加
す

る
が
、
そ
の
後
、
書
類
を
提
出
す
る
の
は
20
〜
40
人

だ
と
言
う
。
説
明
会
は
、
推
薦
型
選
抜
対
策
に
本
気

で
取
り
組
む
覚
悟
が
あ
る
か
を
問
い
か
け
る
場
だ

と
、進
路
指
導
部
部
長
の
竹
村
和か

ず
あ
き晃
先
生
は
話
す
。

　「
１
年
次
か
ら
推
薦
型
選
抜
の
仕
組
み
や
求
め
ら

れ
る
力
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
の
推

薦
型
選
抜
対
策
に
対
し
て
楽
観
的
な
生
徒
や
保
護
者

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
会
で
は
、
推
薦
型
選

抜
対
策
と
並
行
し
て
一
般
選
抜
に
向
け
た
学
習
に
も

取
り
組
む
重
要
性
を
、
総
合
型
選
抜
に
不
合
格
だ
っ

た
卒
業
生
の
実
例
を
交
え
て
伝
え
て
い
ま
す
」

　
１
対
１
の
指
導
で
は
、
生
徒
と
の
丁
寧
な
対
話
を

大
切
に
し
て
い
る
と
、
竹
村
先
生
は
語
る
。

　「
対
策
の
開
始
時
点
で
は
、生
徒
の
志
望
理
由
は『
○ 

○
大
学
に
興
味
が
あ
る
』と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、教
師
が『
な
ぜ
』

と
繰
り
返
し
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
興
味
を

持
っ
た
理
由
を
掘
り
下
げ
て
、『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

に
つ
な
が
る
自
分
の
思
い
に
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

支
援
開
始
を
早
期
化
。１
対
１
で
「
な
ぜ
」と

繰
り
返
し
問
い
、
希
望
進
路
を
明
確
化

千
葉
県
・
私
立
日ひ

の

で出
学
園
中
学
校
・
高
校

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

２
年
次
の
９
月
に
説
明
会
を
開
き
、

推
薦
型
選
抜
受
験
の
覚
悟
を
問
う

を語れる生徒を育む進路指導

•
推
薦
型
選
抜
を
志
望
す
る
生
徒
に
、
早
め
に
対
策
に
取
り
組
む
覚
悟
を

持
た
せ
る

•

足
り
な
い
も
の
を
補
っ
た
り
、
軌
道
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
突
き
詰
め
て
考
え
さ
せ
る

２年次
の課題

「
自
分
に
足
り
な
い
も
の
」
を
考
え
さ
せ
、

生
徒
の
自
発
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る

推
薦
型
選
抜
の
準
備

２
年
次
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い
ま
す
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
は
、
１
対
１
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
時
間
も
必
要
で
す
」

　
支
援
の
進
め
方
は
、
各
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

て
い
る
（
図
）。
高
校
３
学
年
主
任
の
能の

う

見み

太
一
郎

先
生
は
、
担
当
し
た
生
徒
に
は
最
初
に
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
と
将
来
の
希
望
、
志
望
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
書
か
せ
、
そ
れ
が
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
か
を
問
い
か
け
る
。

　「
多
く
の
生
徒
は
、志
望
校
へ
の
熱
意
を
説
得
力
の

あ
る
具
体
例
と
と
も
に
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
の
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
振
り
返
り
、

何
が
足
り
ず
、
そ
れ
を
ど
う
埋
め
れ
ば
よ
い
か
を
、

生
徒
と
一
緒
に
探
る
こ
と
か
ら
対
策
を
始
め
ま
す
」

　
２
年
次
10
月
か
ら
メ
ン
タ
ー
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
で
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
足
り
な
い
も
の
を

補
う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
志
望
大

学
・
学
部
に
違
和
感
を
持
ち
、
志
望
を
変
更
し
た
と

し
て
も
、
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え 

ば
、
臨
床
検
査
技
師
の
資
格
取
得
が
可
能
な
生
物
学

系
学
科
の
指
定
校
制
の
学
校
推
薦
型
選
抜
を
志
望
し

て
い
た
生
徒
は
、
最
終
的
に
、
臨
床
検
査
技
術
の
専

攻
が
あ
る
大
学
の
学
校
推
薦
型
選
抜
を
受
験
し
た
。

指
導
を
担
当
し
た
高
校
１
学
年
副
担
任
の
皆
川
真
由

子
先
生
は
、生
徒
の
意
識
の
変
化
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
そ
の
生
徒
は
、
資
格
が
取
れ
れ
ば
ど
の
大
学
で

も
同
じ
と
考
え
て
い
た
の
で
、『
な
ぜ
、
資
格
を
取
り

た
い
の
か
』『
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
』
と
、
将

来
の
展
望
の
視
点
か
ら
何
度
も
問
い
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
、
大
学
・
学
部
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
よ

う
に
な
り
、
専
門
的
な
学
科
の
方
が
授
業
や
実
習
で

よ
り
実
践
的
に
学
べ
る
か
ら
と
、
志
望
校
を
変
更
し

ま
し
た
。選
抜
方
式
が
変
わ
り
、勉
強
が
大
変
に
な
っ

て
も
、
生
徒
は
頑
張
り
、
無
事
に
合
格
し
ま
し
た
」

　
推
薦
型
選
抜
の
支
援
体
制
が
整
い
、
各
教
師
に
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
全
校
で
そ
れ
ら
の
共
有
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

ウェブオリジナル記事では、教師
が生徒と対話を進める方法や、メ
ンター制度に関する課
題と展望などを紹介！

学校概要

◎設立　 1950 （昭和 25）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 160 人
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、埼玉大、千葉大、東京外国語大、東
京海洋大、東京学芸大、愛媛大、長崎大、石
川県立大に 13 人が合格。私立大は、青山学
院大、慶應義塾大、上智大、中央大、東京理
科大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ
530 人が合格。

メンター制度による指導を行うまでの準備と、指導の具体例

左から／竹村和
かずあき

晃（進路指導部部長）、皆
川真由子（高校１学年副担任）、坂井郁

いく

子
こ

（高校２学年主任）、能
のう

見
み

太一郎（高校３
学年主任）

• 在校生の保護者による職業講演会を実施。
• 保護者会で推薦型選抜を中心に大学入試制度について説明。
• 各大学のオープンキャンパスでの模擬講義や、オンラインの模擬講義を受講し、感想を提出。
• 志望校の検討に向けて、大学・学部・学科を比較研究。

推薦型選抜の説明会を実施。卒業生の推薦型選抜の体験を伝え、推薦型選抜の仕組みや推薦指
導の進め方を説明。

推薦型選抜志望者は、志望校の３つのポリシー、志望理由をまとめて進路指導部に提出。

提出書類で生徒の進路意識や志望学部を把握し、その内容に応じて、担当教科を割り振る。教科
内で担当教師を決め、順次、「マイ・ストーリー」を語れるようになるための支援を開始。

高校１年次

高校２年次９月

高校２年次１０月

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

坂井先生　志望の学部系統に関連する
新聞記事の要約と意見文を週１回程度、
提出させる。並行して、志望校の書式で

志望理由書の作成を始め、３年次１学期末までに
いったん仕上げる。該当年度の募集要項が出たら、
実際の書式に合わせて調整し、志望理由書を完成
させ、その内容を基に、面接や小論文の対策を行う。

能見先生　まず、志望理由書を書かせ（活
動履歴、将来の希望、志望校のアドミション・
ポリシーの箇条書きでも可）、志望学部に関

する知識不足、熱意を伝える材料不足など、「マイ・ス
トーリー」の中で補う部分を浮き彫りにして、生徒に
助言。書く材料がそろってきたら、志望理由書の作成
を本格的に始め、その内容を基に面接対策を行う。

指
導
例
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資
質・能
力
の
視
点
か
ら
の
自
己
理
解

クローズアップ！就 職 指 導

　
就
職
指
導
担
当
の
教
師
が
指
導
上
の
問

題
の
1
つ
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
将
来
像

を
描
け
な
い
ま
ま
３
年
生
に
な
る
生
徒
が

少
な
く
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
普
通
科

の
生
徒
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
専
門

高
校
に
勤
務
す
る
あ
る
教
師
は
、「
明
確
な

将
来
の
目
標
を
持
っ
て
い
る
生
徒
は
半
数

以
下
。
中
学
校
時
代
に
勉
強
が
苦
手
だ
っ

た
た
め
、
周
囲
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
現

在
の
在
籍
校
に
進
学
し
た
生
徒
が
多
く
、

将
来
像
が
描
け
て
い
な
い
」
と
、
実
態
を

語
る
。
そ
の
教
師
の
高
校
で
は
、
将
来
像

が
少
し
で
も
描
け
る
よ
う
、
１
・
２
年
生
を

対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業

説
明
会
を
充
実
さ
せ
て
い
る
が
、
自
分
の

興
味
・
関
心
や
適
性
を
深
掘
り
す
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
3
年
生
に
な
り
、
規
模
や
知

名
度
で
志
望
企
業
を
選
ぶ
生
徒
が
少
な
く

な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
社
会
や

企
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
加
え
て
、
自

分
を
知
る
た
め
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
広
島
県
・
広
島
市
立
広
島
工
業
高
校
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
広
島
県
・
広
島
市
立
広
島
工
業
高
校
で
は
、
社
会
や
企

業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
1
年
次
か
ら
社
会

人
や
卒
業
生
の
話
を
聞
い
た
り
、
企
業
の
工
場
を
見
学
し

た
り
す
る
機
会
を
積
極
的
に
生
徒
に
提
供
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
「
社
会
を
知
る
」
活
動
に
加
え
て
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、「
自
分
を
知
る
」
活
動
だ
。
社
会
人
や
卒
業
生
の

講
話
を
聞
い
た
り
、
働
く
現
場
を
見
た
り
す
る
中
で
理
解

が
深
ま
っ
た
実
社
会
と
自
分
を
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
自

分
の
興
味
・
関
心
や
適
性
を
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　「
自
分
を
知
る
」
活
動
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
行
わ
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
、「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」（
＊
１
）

の
中
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
自
分
の
興
味
・
関
心

を
深
め
た
り
、
外
部
団
体
が
実
施
す
る
適
性
診
断
テ
ス
ト

で
自
分
の
適
性
を
把
握
さ
せ
た
り
し
た
上
で
、
将
来
取
り

組
ん
で
み
た
い
社
会
課
題
や
、
上
級
学
校
・
企
業
に
つ
い

て
研
究
さ
せ
て
い
る
。そ
し
て
、自
分
が
持
っ
て
い
る
資
質
・

興
味
・
関
心
や

適
性
を
深
掘
り
、

将
来
像
を
描
く

「
社
会
」と「
自
分
」を
知
り
、つ
な
げ
る

広
島
県
・
広
島
市
立
広
島
工
業
高
校

１・
２
年
次

能
力
を
意
識
し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
年
間

を
通
し
て
生
徒
が
取
り
組
む
の
が
、
進
路
指
導
部
の
山
川

祐
也
先
生
が
考
案
し
た
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
と
「
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
の
作
成
だ
（
図
）。

　「『
人
の
話
を
聴
く
力
』『
自
分
で
動
く
力
』
な
ど
、
Ｖ
Ｕ

Ｃ
Ａ
の
時
代（
＊
２
）を
生
き
抜
く
上
で
必
要
な
10
の
資
質
・

能
力
を
進
路
指
導
部
で
定
め
ま
し
た
。
自
分
は
ど
ん
な
強

み
や
弱
み
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
資
質
・
能
力
を
伸

ば
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
直
近
の
高
校
生
活
を
過
ご
す

の
か
を
、
シ
ー
ト
を
使
っ
て
生
徒
自
身
が
考
え
ま
す
」

　「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
の
作
成
に
は
週
に
１
回
、「
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
の
作
成
に
は
学
期
に
１
回

取
り
組
む
。
そ
の
よ
う
な
頻
度
に
し
た
の
は
、
自
分
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
の
は
ど
ん
な
場
な
の
か
を
日
常
的
に
考

え
な
が
ら
、
社
会
人
講
話
や
工
場
見
学
に
臨
ま
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
だ
。
ま
た
、「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
で
、

目
先
の
行
事
な
ど
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
い
資
質
・
能
力

を
具
体
的
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
行
動
目
標
が
、

「
頑
張
る
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
も
の
か
ら
、「
帰
宅
後
、
○

＊1　ベネッセの教材の１つで、社会とのかかわり方から、探究のプロセスに沿って進路を考えるための教材。
＊2　Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（あいまい性）の頭文字を取った造語。

実
践
事
例

自
分
の
持
つ
資
質・能
力
を
把
握
し
、

学
校
生
活
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
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自分を知り、自分を育てる２つのシート図

変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

○
に
15
分
間
取
り
組
む
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
に
変

わ
る
と
い
う
。

　
生
徒
が
自
分
と
社
会
を
つ
な
げ
て
進
路
を
考
え
る
こ
と

は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
生
徒
が
腰
を

据
え
て
考
え
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、

進
路
指
導
主
事
の
川
島
丈
司
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
近
年
の
生
徒
は
忙
し
く
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間

が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
全
教
師
が
チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
、
１
人
あ
た
り
５
人
程
度
の
生
徒
を
担
当
し
、

放
課
後
な
ど
に
個
別
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
談
で
は
、

『
こ
の
仕
事
が
合
っ
て
い
そ
う
だ
ね
』
な
ど
と
教
師
が
答
え

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、『
ど
う
し
て
そ
の
仕
事
が
よ
い
と

思
っ
た
の
？
』
な
ど
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
考
え
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
あ
る
生
徒
は
、
川
島
先
生
の
「
な
ぜ
？
」
と
い
う
問
い

か
け
に
答
え
る
う
ち
に
、
自
分
の
思
い
込
み
に
気
が
つ
い

た
と
い
う
。

　「
そ
の
生
徒
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
、
あ
る
企
業
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
間
私
と
話
し
、
自
分
の
適
性
を

考
え
る
中
で
、
よ
り
自
分
に
合
っ
た
別
の
道
が
見
つ
か
っ

た
と
、
ま
る
で
思
い
込
み
か
ら
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
よ
う
な

爽
や
か
な
表
情
で
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　
変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
は
、
社
会
を
知
る
こ
と

に
加
え
、
自
分
の
強
み
や
弱
み
を
意
識
し
て
、
高
校
生
活

を
過
ご
し
、
進
路
選
択
に
臨
む
こ
と
が
必
要
だ
と
、
川
島

先
生
と
山
川
先
生
は
考
え
て
い
る
。

進路指導主事

川島丈司　かわしま・じょうじ

教職歴８年。同校に赴任して８年目。

進路指導部

山川祐也　やまかわ・ゆうや

教職歴７年。同校に赴任して6 年目。

※学校資料を基に編集部で作成。

教
師
が
問
う「
な
ぜ
」に
答
え
な
が
ら
、

自
分
と
社
会
を
つ
な
げ
る

身につけたい力をどのよ
うな行動を通じて身につ
けるのかを考える「プラ
ンニングシート」

自分の強み・弱みのバラ
ンスをレーダーチャート
で確認しながら、今、自
分はどのような力を伸
ばすべきなのかを考え
る「セルフマネジメント
シート」

学校概要

◎設立　1924（大正 13）年　◎形態　全日制／機械科、自動
車科、電気科、情報電子科、建築科、環境設備科／共学　◎生
徒数　１学年約240人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、東京藝術大、
近畿大、広島経済大、広島工業大、広島修道大などに延べ39人
が合格。短大・専門学校進学39人。就職144人。
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ここからお入りください

新課程学年運営の指導デザイン

　
年
度
末
に
な
り
、
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

通
常
の
ご
校
務
に
加
え
、
高
校
入
試
へ
の
対
応
や

年
度
末
評
価
の
指
導
要
録
へ
の
記
載
、
次
年
度
の

年
間
計
画
の
立
案
な
ど
、
最
も
お
忙
し
い
時
期
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
第
１
学
年
主
任
と
し
て
、
次
年
度
の
第

２
学
年
の
年
間
計
画
や
指
導
内
容
の
検
討
に
加

え
、
次
年
度
の
第
１
学
年
主
任
の
先
生
へ
の
引
き

継
ぎ
の
ご
準
備
な
ど
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
と

存
じ
ま
す
。

 

こ
の
１
年
間
、「
チ
ー
ム
新
課
程
学
年
主
任
」
の

活
動
と
し
て
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
や
双
方
向
の
情
報
交

換
会
な
ど
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
い

た
だ
い
た
先
生
方
の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
基
に
ま
と
め
た
、「
新
課
程
学
年
運
営
の
指
導
デ

ザ
イ
ン
」
を
、
３
月
中
旬
に
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
て
リ
リ
ー
ス
す
る
予
定
で
す 

。

　「
新
課
程
学
年
運
営
の
指
導
デ
ザ
イ
ン
」の
内
容

と
し
て
は
、
大
き
く
２
点
あ
り
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
新
課
程
初
年
度
の
解
説
で
す
。
新

課
程
の
特
徴
や
大
学
入
試
の
変
化
、
新
課
程
１
期

生
の
特
徴
な
ど
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　 

２
点
目
は
、
新
課
程
学
年
運
営
の
年
間
計
画
例

で
す
。
学
年
方
針
と
年
間
計
画
例
に
つ
い
て
、「
一

般
選
抜
重
視
校
」「
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜

重
視
校
」
な
ど
、
学
校
タ
イ
プ
別
の
事
例
を
複
数

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
自

校
の
教
育
活
動
や
指
導
計
画
に
合
っ
た
内
容
に
ア

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
加
工
可
能
な

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
形
で
ご
提

供
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
年
間
計
画
な
ど
の
作
成

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
先
生
方
と
と
も
に
駆
け
抜
け
て
き
た
1
年
で
し

た
が
、
今
後
も
、
新
課
程
１
期
生
の
成
長
を
注
意

深
く
見
取
る
先
生
方
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提
供

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ハイスクールオンライン
〈先生SNS〉

※ハイスクールオンラインのIDを
 お持ちでない先⽣は、校内でご確認いただくか、

WEBサポートデスク0120-350124まで
ご連絡ください。

［受付時間］ 月～金 8:00 ～18:00／土 8:00 ～17:00
　　　　　（祝日、年末・年始を除く）

https://teacher.benesse.ne.jp/

ほかの先⽣に相談したい時は➡相談室へ
使える資料で負担軽減➡資料室へ

第
２
学
年
に
向
け
た
準
備
・
計
画
と
、

次
年
度
の
第
１
学
年
へ
の
引
き
継
ぎ

３月中旬
リリース予定

「先生ＳＮＳ」サービス終了のお知らせ
「先生ＳＮＳ」は、2023 年３月25日（土）をもっ
てサービスを終了させていただくことになりまし
た。「チーム新課程学年主任」のコンテンツは、
以下の場所に転載します。

◉ Benesse High School Online　
ＴＯＰページ ＞ 指導 ＞ 新課程 ＞ 指導と学習評価
※「過年度のピックアップを見る」で「2022 年度」
を選択してご覧ください。

修道中学校・修道高校では、「進路＆総合的な探究の時間の大きな流れ」
「指導目標」「集団の成長曲線」「探究学習の具体的な活動内容」「LHR
の具体的な活動内容」など、教育活動を俯瞰できる年間計画を立案し、
教師間で共有した。

◎広島県・私立修道中学校・修道高校　新課程高校１年生版　年間計画（抜粋）

（１）新課程１期生の特徴内容 （２）年間計画のポイント （３）年間計画　実践事例

本コーナーはハイスクールオンラインの 〈先生

SNS〉のコーナーと連動しています。〈先生SNS〉

では、詳細の情報・資料をご提供しています。ま

た、先生方が直面される課題やその解決方法の

共有の場としてもぜひご利用ください。

の
ポ
イ
ン
ト

3月
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初
め
て
学
年
主
任
と
な
り
、
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
生
徒
の
質
の
変
化
や

働
き
方
改
革
、コ
ロ
ナ
禍
、そ
し
て
新
課
程
対
応

が
加
わ
り
、ま
さ
に
苦
闘
の
日
々
で
し
た
。「
チ
ー

ム
新
課
程
学
年
主
任
」で
、
同
様
の
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
先
生
方
の
存
在
を
知
り
、
問
題
解
決
に

向
け
て
多
く
の
気
づ
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
習
評
価
の
３
観
点
は
授
業
に
限
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
生
活
指
導
や
進
路
指
導
に
も
反

映
す
べ
き
も
の
で
す
。一
方
で
、
生
徒
が
思
考
力

や
主
体
性
を
履
き
違
え
る
と
、
や
す
き
に
流
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
の
指
導
を
振
り
返
る
と
、
特
に

生
活
指
導
の
場
面
で
、
生
徒
の
思
考
力
や
主
体

性
を
引
き
出
す
仕
か
け
が
足
り
な
か
っ
た
と
反

省
し
て
い
ま
す
。
多
様
性
を
取
り
違
え
、
忍
耐
力

に
欠
け
、
自
己
中
心
的
な
行
動
を
す
る
生
徒
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
生
徒
の
考

え
や
主
体
性
は
認
め
な
が
ら
も
、
誤
り
は
正
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
学
年
進
級
を
前
に
、い

ま
一
度
、
生
徒
に
求
め
る
人
間
性
や
あ
る
べ
き
姿

を
学
年
団
で
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
進
路
指
導
で
は
、２
学
年
、３
学
年
と
進
級
す

る
に
従
っ
て
、
大
学
入
試
と
い
う
現
実
へ
の
落
と

し
込
み
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」に
お
い
て
、
進
路
選
択
や

進
路
実
現
の
手
段
に
有
効
に
結
び
つ
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
思
考
力
や
主
体
性
は
、
確
実
な
知
識
・

技
能
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、大
学
入
試

の
問
題
も
知
識
が
な
け
れ
ば
解
け
ま
せ
ん
。
新

課
程
世
代
の
生
徒
は
、興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
は

熱
心
に
取
り
組
む
も
の
の
、
地
道
な
知
識
の
積

み
重
ね
や
、
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
苦
手
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
習
の
基

礎
体
力
を
つ
け
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
た
指
導
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
生
活
指
導
、
進
路
指
導
と
も
に
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
状
態
や
適
性
を
見
極
め
な
が
ら
伴
走
す

る
こ
と
が
教
師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
る
昨
今
で
す
が
、
教
師
が
生
徒

に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任
や
果
た
す
べ
き
役
割

は
、
新
課
程
の
下
で
さ
ら
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

学
年
の
先
生
方
が
生
徒
の
取
り
組
み
を
見
取
り
、

丁
寧
な
導
き
が
で
き
る
時
間
を
確
保
で
き
る
よ

う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
、学
年
主
任
の
役

割
だ
と
考
え
ま
す
。
時
に
孤
独
を
感
じ
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
す
が
、「
チ
ー
ム
新
課
程
学
年
主
任
」の

先
生
方
か
ら
勇
気
と
気
づ
き
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、進
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
の
変
化
、
そ
し

て
教
育
課
程
の
変
わ
り
目
と
な
っ
た

２
０
２
２
年
度
当
初
を
振
り
返
る
と
、
先
が
見

通
せ
な
い
不
安
の
中
、ど
の
よ
う
な
教
育
プ
ロ
セ

ス
が
望
ま
し
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
を
教
師
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
日
々
学
年
主
任
と
し
て

模
索
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
の
取
り
組
み
は
、
本
校
の
生
徒
と
し
て
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
価
値
観
・
ス
キ
ル
を
定
め
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
実

践
例
が
な
い
中
、
手
探
り
の
状
態
で
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
積
み
上
げ
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
学
校
行
事
や
進
路
指
導
な

ど
を
基
に
、
年
間
計
画
を
４
月
に
示
し
た
上
で
、

教
師
並
び
に
生
徒
と
、
学
年
に
所
属
す
る
生
徒

が
１
つ
の
集
団
と
し
て
成
長
し
て
い
く
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
私
の
思
い
と
し
て
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」を
軸
と
し
て
、
個
々
の
生
徒
に「
自
己
効
力

感
」や「
自
己
肯
定
感
」を
持
た
せ
る
取
り
組
み

と
、
探
究
学
習
で
の
協
働
的
な
学
び
を
通
し
て
、

自
分
自
身
が
導
き
出
し
た
テ
ー
マ
や
課
題
に
、

し
っ
か
り
向
き
合
い
、
解
決
策
を
生
み
出
す
力
を

養
う
１
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、そ
れ
を
基
本
線
に
持
っ
て
企
画
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、Ｌ
Ｈ
Ｒ
と「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」の
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
柔
軟
に
対
応
で
き
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

個
々
の
自
己
評
価
の
推
移
を
見
る
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
の
成
長
を
確
認
し
、教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
教

師
間
で
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
動
画
な
ど
を
用
い
て
、
教
師
間
の
意

識
統
一
、及
び
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
進
路
指
導
に
お
い
て
も
新
し
い
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
年
度
、
１
学
年
団
に
所
属
さ
れ
る
先
生
方

の
参
考
に
少
し
で
も
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
本

校
の
年
間
計
画
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た（ 

P. 

52
）。
改
め
て
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
、

教
科
学
習
以
外
の
面
も
含
め
た
多
面
的
な
観
点

で
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を
見
届
け
る
必
要
性
を

感
じ
た
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
課
程
世
代
の

生
活
指
導・進
路
指
導
へ

平
井

　学ま
な
ぶ

静
岡
県
・
私
立
静
岡
学
園
中
学
校
・
高
校

　高
校
１
学
年
主
任

探
究
を
中
心
に
活
動
を
束
ね
る

「
年
間
計
画
」
づ
く
り

野
上
知
宏

広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

　高
校
１
学
年
主
任

第2学年に向けた
準備・計画

第１学年への
引き継ぎ

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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2022年12月号へのご意見

進路指導におけるＩＣＴ活用は画期的
　12月号の特集を読み、ＩＣＴをすぐに利用するためには、まずは環境
整備が重要だと分かった。各教科による違いを含めた活用方法もよく理
解できた。個人的には、書く力（数学、理科）が必要だと考えており、そ
の力を引き出す手段として、ＩＣＴの活用方法が分かったような気がする。
大阪府・私立関西学院千里国際中等部・高等部が、進路指導においてＩＣ
Ｔを活用していた方法は画期的だと思う。本校の教師も同様の取り組み
をしており、効果が上がっている。 	 愛媛県立今治東中等教育学校　大谷修一

端末を使う目的を生徒と共有することの大切さ
　12月号の特集で紹介された広島県・私立修道中学校・修道高校の実践
を読み、端末を使う目的を生徒としっかり共有することの大切さを再認
識した。時には「○○○のために端末を活用する」のように使用目的を
限定し、それ以外の使用については生徒に注意することがあると思う。
そうした注意により、せっかくの端末を生かしきれていないのではと感
じていた中でこの記事を読み、考えるきっかけとなった。

大阪府・私立羽衣学園中学校・高校　小竹孝弘

理数以外の教師も「情報」の指導にかかわれる可能性
　本校では「情報Ⅰ」を２年次で履修するため、３年次の受験対策とし
ての課外授業をどのように実施するか悩んでいる。数学や理科の教師
が担当するだろうという雰囲気はあるものの、情報免許を持っている教
師が極めて少なく、解決の糸口が見えていない。12 月号の「新課程レ
ポート」の記事を読んで、理数以外の教師もかかわれる部分があること
を知り、教科を超えて分野ごとに複数の教師でかかわることが可能であ
ることが一つの方向性として見えた。実現の有無は別にして、選択肢が
１つ増えたのはよかった。	 茨城県　匿名希望

同じ学年主任としての思いに勇気づけられた
　12月号の「輝く学年団を訪ねて」では、富山県立富山工業高校の髙

たかはし
橋

一
かずまさ
誠先生が「学年主任よりも担任をやりたいと悩んだ時期もありました

が」と述べていた。２学年主任である私にも、その思いがある。ただ、学
年主任を任された以上は、髙橋先生と同じく、担任が動きやすいように、
負担を少しでも減らして生徒との時間を長く持つことができるようにと
考えている。自分と同じ思いを持つ先生がいることに、とても勇気づけ
られた。	 香川県・私立大手前丸亀中学・高校　高

たか
畑
ばたけ

雅
まさ

史
し

教師の「聴く」は、進路指導の神髄をつく指導
　12月号の「クローズアップ！ 就職指導」で紹介された、宮城県・石巻
市立桜坂高校の進路指導部の重点テーマは、「聴く」であった。アウト
プットの重要性が語られる中、教師の「聴く」が、自然に生徒のアウトプッ
ト、そして、自分との対話を引き出すことに改めて気づかされた。進路
指導の神髄をつく指導だと感じた。 	 岩手県・私立専修大学北上高校　川村俊彦

先生方からの
ご意見を
紹介します

４月14日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2023年4月号

　育児休業明け、最初に訪問したのが、今号
の「指導変革の軌跡」でご紹介した東京都・
私立日本大学第三中学校・高校でした。２
年ぶりの取材で緊張しましたが、探究推進
委員の先生方の雰囲気がよく、終始、和気
あいあいと楽しい取材でした。改革がうま
く進んでいる学校は、風通しがよく、世代
や分掌に関係なく本音が言い合える組織に
なっていると、取材の度に感じます。
　写真は、探究推進委員会が校内研修のた
めに作成したものです。取材中、先生方が端
末を使う場面が何度かあるほど日常的に ICT
を活用している同校ですが、必要な時はアナ
ログのものも用いる柔軟さも感じました。誰
かのために作成したものは、どんなもので
も温かみを感じます。「あなた」のために編
集部が真心こめて製作した今号は、バレンタ
インデーの翌日、本日の発刊です。ぜひ、チョ
コレートと一緒にご賞味ください。（荻原）

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ウェブサイト『VIEW 
next ONLINE』でご確認ください。
HOME →学校教育情報誌『VIEW next』
→高校版バックナンバー

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧できます

https://view-next.benesse.jp/
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本当に大切なことに
気づくには？

読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

機
児
童
を
テ
ー
マ
に
、
１
年
次
の

探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
石

川
愛
さ
ん
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
保
育
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
の
中
で
、
包
括
的
性

教
育
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
っ
た
。

　「
包
括
的
性
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
中

心
と
な
り
提
示
し
た
性
教
育
の
国
際
的
な

指
針
で
、
人
間
の
生
殖
の
仕
組
み
だ
け
で

な
く
、性
の
多
様
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

性
暴
力
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
包
括
的
性
教
育
の
こ
と

を
知
っ
た
こ
と
で
、
性
教
育
と
は
、
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、

人
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

学
び
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
大

切
な
こ
と
を
私
た
ち
は
学
ん
で
こ
な
か
っ

た
の
か
と
驚
き
、
包
括
的
性
教
育
の
こ
と

を
み
ん
な
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え

ま
し
た
」

　
中
高
生
向
け
の
性
教
育
に
力
を
入
れ
る

産
科
医
の
講
演
を
聞
く
な
ど
、
包
括
的
性

教
育
に
関
す
る
知
見
を
深
め
た
石
川
さ
ん

は
、
１
年
生
の
11
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
１
）

の
時
間
を
利
用
し
て
１
年
生
と
3
年
生
に

包
括
的
性
教
育
の
授
業
を
行
う
機
会
を
得

た
。
包
括
的
性
教
育
と
は
何
か
、
な
ぜ
日

本
で
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
性

教
育
は
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
イ

待

幸せに生きるための力を育む
包括的性教育の授業を中高生に実施

石川　愛さん（高校３年生） ／伊藤煌
こ う

耀
よ う

さん （高校３年生） ／佐藤　楓
かえで

さん（高校３年生）  

東京都・私立郁
い く

文
ぶ ん

館
か ん

グローバル高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第11回

写真右から、佐藤さん、石川さん、伊藤さん。

編集部からのお知らせ

I N F O R M AT I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.40─47
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

 ウェブオリジナルコンテンツ　続々リリース！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「国語」
と「数学」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応
えして、誌面でお伝えしきれな
かった内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号
P.38と連動

今号
P.48─49と連動

を語れる

生徒を育む進路指導

VIEWnext ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの
「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いい
たします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEを友だち登録いただければ、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に
通知が届き、 の該当記事に、ダイレクトにアクセスできます！

群馬県立桐
きりゅう

生高校
の佐藤真紀子先生
による、文化比較
の視点を取り入れ
た古典の授業。

福井県立美
み

方
かた

高
校の西繁

しげひさ

寿先生
による生徒の問
いを起点にした
数学の授業。

第３弾「教師がイキイキ・ワクワク語る会」
〜わたしたちはどのように生き、どこへ向かいたいのか〜

企画：埼玉県立朝
あ さ

霞
か

高校　浅見和寿

開催日時 2023年３月28日（火）
 13時〜15時

形式	 オンライン（ライブ配信）
※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2023 年３月21日（火）　
参加費　無料
参加申し込み方法

右の2次元コード、または下記URLから登録してください。
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article14028/

これからの学校を担う！
若手教師・教育創造 M

ミーティング

TG 教師メンバー企画 オンライン勉強会のご案内

浅見先生の動画メッセージと
当日の詳細はこちらから！
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2023年
2月

15日
発

行
　

通
巻
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   ［発

行
人

］ 田
村

隆
憲

   ［編
集
人

］ 大
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敦
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   ［発
行
所

］（
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ッ
セ

コ
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ポ
レ

ー
シ

ョ
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カ
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パ
ニ
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集
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京

都
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宿
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生徒より

特
集  

ど
う
す
れ
ば
つ
な
が
る
？
　観
点
別
評
価
と
指
導
・
学
習
改
善

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
3
年

月
号

億
年
、
懸
命
に
努
力
し
、
生
き
て
き
た
、

そ
う
し
た
意
味
で
の
生
き
物
の
か
わ
い
ら

し
さ
を
伝
え
た
い
─
そ
れ
が
私
の
授
業
づ
く

り
の
原
点
で
す
。
授
業
で
は
、「
パ
ン
ダ
は
、
お

肉
を
食
べ
た
い
と
思
わ
な
い
の
か
な
ぁ
」「
人
類

は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
到

達
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
い
を
出
し

ま
す
。
生
徒
は
、
そ
の
解
明
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
小

さ
な
問
い
に
、
教
科
書
や
資
料
集
な
ど
を
使
っ

て
取
り
組
み
、
生
徒
同
士
で
考
え
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
大
き
な
問
い
を
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
ペ
ン
ギ
ン
の
骨
格
と
歩
き
方

の
秘
密
」
と
い
う
問
い
を
出
し
、
そ
の
解
明
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
、
ペ
ン
ギ
ン
が
歩
く
仕
か
け
の

模
型
キ
ッ
ト
を
20
組
用
意
し
ま
し
た
。
国
立
極

地
研
究
所
で
見
た
教
材
を
参
考
に
作
成
し
た
そ

の
キ
ッ
ト
を
、
生
徒
が
組
み
立
て
て
動
か
す
と
、

「
こ
う
や
っ
て
歩
く
ん
だ
！
」「
か
わ
い
い
！
」
と

い
っ
た
声
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

上
が
り
ま
し
た
。
ペ
ン
ギ
ン
が

一
見
短
い
足
で
ど
の
よ
う
に

歩
く
の
か
を
、
模
型
の
動
き
を

通
じ
て
自
分
の
目
で
確
か
め

た
こ
と
で
、
寒
い
地
域
に
適
応

し
た
か
わ
い
ら
し
さ
が
伝
わ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
生
徒
は
問
い
を
解
く
過
程

で
、
自
分
の
考
え
や
理
解
し
た

こ
と
に
加
え
て
、
他
者
の
意
見

を
聞
き
、
共
感
や
違
和
感
を
抱

い
た
こ
と
も
伝
え
合
い
ま
す
。

そ
こ
で
磨
か
れ
た
、
読
む
、
書

く
、
描
く
、話
す
、
聞
く
、作
る
、

考
え
る
、
気
づ
く
力
に
よ
っ

て
、
探
究
力
や
表
現
力
を
伸
ば

し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
自
分
で
見
つ
け
、
自

分
の
言
葉
で
理
解
し
た
こ
と
は
、
ず
っ
と
心
に

残
り
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
徒
が
楽
し
く
笑
っ
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
生
き
物
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
た
く

さ
ん
感
じ
ら
れ
る
授
業
を
追
究
し
た
い
で
す
。

2KVOL6

ア
リ
の
生
態
を
人
間
関
係
に
例

え
た
り
、
血
液
凝
固
を
排
水

管
に
置
き
換
え
た
り
と
、
杉
原
先
生

の
解
説
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
学
ん
だ
こ

と
を
誰
か
に
伝
え
た
く
な
り
ま
す
。

課
題
も
心
と
記
憶
に
残
る
も
の
ば

か
り
で
、
１
年
生
の
時
に
二
酸
化
炭

素
と
森
林
伐
採
の
関
係
に
つ
い
て

調
べ
た
こ
と
は
、
３
年
生
の
今
も
す

ら
す
ら
説
明
で
き
ま
す
。
疑
問
点
は

す
ぐ
に
調
べ
る
習
慣
も
つ
き
ま
し

た
。
生
き
物
の
魅
力
を
全
力
で
伝
え

て
く
れ
る
先
生
の
姿
に
、
好
き
に
勝

る
も
の
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
大
学
で
も
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
、
自
分
の
興
味
・
関
心
は
大
切
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2023 
February2 2

生
き
物
の

か
わ
い
ら
し
さ
を
知
っ
て

笑
顔
の
多
い
日
々
を

Sugihara Takaharu

杉
原
孝
治
先
生

神
奈
川
県
立
厚
木
高
校

す
ぎ
は
ら
・
た
か
は
る
　
教
職
歴
16
年
。
同

校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
総
括
教
諭
。
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
。
理
科
・
S
S
H

（
生
物
・
課
題
探
究
担
当
）。
２
学
年
副
担
任
。

神
奈
川
県
立
厚
木
高
校

　全
日
制
／
普
通
科

／
共
学
／
１
学
年
約
３
６
０
人
／
２
０
２
２

年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、

東
京
大
、
横
浜
国
立
大
な
ど
に
１
２
８
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
１
９
６
人
が
合
格
。

46
指
導
変
革
の
軌
跡

東
京
都
・
私
立

日
本
大
学
第
三
中
学
校・
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

国
語

群
馬
県
立
桐き
り
ゅ
う生
高
校

佐
藤
真
紀
子

数
学

福
井
県
立
美み

方か
た
高
校

西
　繁し

げ

寿ひ
さ

特
集

ど
う
す
れ
ば
つ
な
が
る
？

観
点
別
評
価
と

指
導・
学
習
改
善

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

神
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川
県
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厚
木
高
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